
中
学
校

私
た
ち
の

私
た
ち
の 中

学
校

私
た
ち
の

私
た
ち
の

中
学
校

私
た
ち
の

私私私私
たたたた
ちちちち
のののの

道
徳
道
徳
道
徳道

徳
道
徳
道
徳

私
た
ち
の

私
た
ち
の

活
用
の
た
め
の
指
導
資
料

活
用
の
た
め
の
指
導
資
料

文
部
科
学
省

文
部
科
学
省

中
学
校

私
た
ち
の

私私私私
たたたた
ちちちち
のののの

道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳

活
用
の
た
め
の
指
導
資
料

活
用
の
た
め
の
指
導
資
料

文
部
科
学
省

中
学
校

活
用
の
た
め
の
指
導
資
料

活
用
の
た
め
の
指
導
資
料



　
文
部
科
学
省
で
は
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
、
道
徳
教
育
用
教
材
「
私
た
ち
の
道
徳
」
を
全
国
の
小
・
中
学
生
に
配
布
し

て
い
ま
す
。

　
「
私
た
ち
の
道
徳
」
は
、
道
徳
の
時
間
は
も
ち
ろ
ん
、
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
、
ま
た
、
家
庭
や
地
域
に
お
い

て
も
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
念
頭
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
児
童
生
徒
が
道
徳
的
価
値
に
つ
い
て
自
ら
考
え
、
行
動
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
教
材
で
す
。

　
「
私
た
ち
の
道
徳
」
に
つ
い
て
は
、
学
校
等
で
活
用
い
た
だ
く
中
で
、
具
体
的
な
活
用
方
法
に
関
す
る
情
報
提
供
等
を
求

め
る
声
も
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
の
こ
と
も
踏
ま
え
、
こ
の
た
び
、
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
趣
旨
の
理
解
を
図
り
、
よ
り
効

果
的
に
活
用
い
た
だ
く
た
め
の
手
引
き
と
し
て
、
「
『
私
た
ち
の
道
徳
』
活
用
の
た
め
の
指
導
資
料
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

本
書
に
は
、
道
徳
の
時
間
を
は
じ
め
と
す
る
学
校
の
教
育
活
動
に
お
い
て
、
ま
た
、
学
校
と
家
庭
や
地
域
が
連
携
し
て
、

「
私
た
ち
の
道
徳
」
を
活
用
い
た
だ
く
に
当
た
っ
て
の
解
説
や
事
例
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
道
徳
教
育
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
一
日
に
中
央
教
育
審
議
会
か
ら
「
道
徳
に
係
る
教
育
課
程
の
改
善
等

に
つ
い
て
」
の
答
申
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
中
で
は
、
教
師
が
一
方
的
に
教
え
込
む
の
で
は
な
く
、
児
童
生
徒

が
互
い
の
意
見
を
交
流
さ
せ
る
言
語
活
動
や
表
現
活
動
等
の
多
様
な
指
導
方
法
を
通
じ
て
、
一
人
一
人
に
考
え
さ
せ
る
授
業

を
重
視
す
る
こ
と
な
ど
が
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
各
学
校
に
お
い
て
は
、
こ
の
答
申
や
今
後
の
制
度
改
正
等
の
動
向
も
見
据
え
な
が
ら
、
本
書
も
参
考
に
し
つ
つ
「
私
た
ち
の

道
徳
」
を
効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
な
ど
を
通
じ
て
、
道
徳
教
育
の
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
本
書
の
作
成
に
当
た
っ
て
多
大
な
御
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
作
成
協
力
委
員
を
は
じ
め
関
係
各
位
に
対
し
ま

し
て
、
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

ま 

え 

が 

き

平
成
二
十
六
年
十
一
月

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
長

           

小
　
松
　
親
　
次
　
郎
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■
「
私
た
ち
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道
徳
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概
要

第
一
章
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
に
当
た
っ
て

１
「
私
た
ち
の
道
徳
」
に
つ
い
て

２
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用

３
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
を
促
す
「
道
徳
教
育
の
全
体
計
画
」

４
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
を
促
す
「
道
徳
の
時
間
の
年
間
指
導
計
画
」

■
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
内
容
の
構
成

第
二
章
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
事
例

１
―
（
１
）
調
和
の
あ
る
生
活
を
送
る

１
―
（
２
）
目
標
を
目
指
し
や
り
抜
く
強
い
意
志
を

１
―
（
３
）
自
分
で
考
え
実
行
し
責
任
を
も
つ

　
　
　
　
　

 

ネ
ッ
ト
将
棋

　
　
　
　自
分
を
深
く
見
つ
め
て

１
―
（
４
）
真
理
・
真
実
・
理
想
を
求
め
人
生
を
切
り
拓
く

１
―
（
５
）
自
分
を
見
つ
め
個
性
を
伸
ば
す

２
―
（
１
）
礼
儀
の
意
義
を
理
解
し
適
切
な
言
動
を

２
―
（
２
）
温
か
い
人
間
愛
の
精
神
と
思
い
や
り
の
心
を

２
―
（
３
）
励
ま
し
合
い
高
め
合
え
る
生
涯
の
友
を

２
―
（
４
）
異
性
を
理
解
し
尊
重
し
て

２
―
（
５
）
認
め
合
い
学
び
合
う
心
を

　
　
　
　
　

 

言
葉
の
向
こ
う
に

２
―
（
６
）
人
々
の
善
意
や
支
え
に
応
え
た
い

　
　
　
　
　

 

帰
郷

　
　
　
　支
え
合
い
共
に
生
き
る

　
　
　
　生
命
を
考
え
る

３
―
（
１
）
か
け
が
え
の
な
い
自
他
の
生
命
を
尊
重
し
て

　
　
　
　
　

 

キ
ミ
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
椿

３
―
（
２
）
美
し
い
も
の
へ
の
感
動
と
畏
敬
の
念
を

３
―
（
３
）
人
間
の
強
さ
や
気
高
さ
を
信
じ
生
き
る

　
　
　
　
　

 

二
人
の
弟
子

４
―
（
１
）
法
や
き
ま
り
を
守
り
社
会
で
共
に
生
き
る

　
　
　
　
　

 
二
通
の
手
紙

　
　
　
　一
人
一
人
が
守
る
べ
き
も
の
が
あ
る

４
―
（
２
）
つ
な
が
り
を
も
ち
住
み
よ
い
社
会
に

　
　
　
　
　

 

鳩
が
飛
び
立
つ
日

　―
石
井
筆
子
―

　
　
　
　社
会
に
目
を
向
け
、
社
会
と
関
わ
り
、
社
会
を
良
く
す
る
。

４
―
（
３
）
正
義
を
重
ん
じ
公
正
・
公
平
な
社
会
を

４
―
（
４
）
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
集
団
生
活
の
向
上
を

４
―
（
５
）
勤
労
や
奉
仕
を
通
し
て
社
会
に
貢
献
す
る

４
―
（
６
）
家
族
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を

　
　
　
　
　

 

一
冊
の
ノ
ー
ト

４
―
（
７
）
学
校
や
仲
間
に
誇
り
を
も
つ

４
―
（
８
）
ふ
る
さ
と
の
発
展
の
た
め
に

４
―
（
９
）
国
を
愛
し
、
伝
統
の
継
承
と
文
化
の
創
造
を

４
―
（
10
）
日
本
人
の
自
覚
を
も
ち
世
界
に
貢
献
す
る

　
　
　
　
　

 

海
と
空

　―
樫
野
の
人
々
―

　
　
　
　日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
真
の
国
際
人
と
し
て
世
界
に
貢
献
し
た
い

　
　
　
　情
報
社
会
の
光
と
影

　
　
　
　あ
な
た
の
身
近
に
い
じ
め
は
あ
り
ま
す
か

「
道
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の
内
容
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の
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年
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１
「
私
た
ち
の
道
徳
」
に
つ
い
て

２
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用

３
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
を
促
す
「
道
徳
教
育
の
全
体
計
画
」

４
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
を
促
す
「
道
徳
の
時
間
の
年
間
指
導
計
画
」

6102228

5 4

第
一
章
　「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
に
当
た
っ
て

●
人
物
の
生
き
方
を
通
し

　て
、
自
己
の
生
き
方
を

　考
え
て
い
く
こ
と
が
で

　き
る
よ
う
に
、
先
人
、

　偉
人
や
著
名
人
の
メ
ッ

　セ
ー
ジ
や
格
言
な
ど
を

　豊
富
に
盛
り
込
ん
で
い

　る
。

■
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
概
要

中
学
校

●
話
合
い
を
通
し
て
、
自

　分
の
考
え
を
深
め
、
自

　ら
の
成
長
に
気
付
い
て

　い
く
こ
と
が
で
き
る
よ

　う
に
、
話
合
い
の
題
材

　を
豊
富
に
盛
り
込
ん
で

　い
る
。

小
学
校
五
・
六
年

●
身
近
な
人
々
と
温
か
い

　人
間
関
係
を
築
い
て
い

　く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

　に
、
家
族
や
友
達
な
ど

　身
近
な
人
と
の
関
わ
り

　に
関
す
る
内
容
を
豊
富

　に
盛
り
込
ん
で
い
る
。

小
学
校
三
・
四
年

●
家
庭
と
連
携
し
て
、
児

　童
の
豊
か
な
心
を
育
ん

　で
い
く
こ
と
が
で
き
る

　よ
う
に
、
家
の
人
か
ら

　の
書
き
込
み
欄
を
豊
富

　に
設
け
て
い
る
。

小
学
校
一
・
二
年

160
ペ
ー
ジ

176
ペ
ー
ジ

192
ペ
ー
ジ

240
ペ
ー
ジ

表紙各冊子の特徴 読み物
資料数 ページ数

12
編

12
編

13
編

9
編



　「
私
た
ち
の
道
徳
」
は
、
「
心
の
ノ
ー
ト
」
を
全
面
改
訂
し
た

も
の
で
あ
り
、
児
童
生
徒
が
道
徳
的
価
値
に
つ
い
て
自
ら
考
え
、

行
動
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
作
成
し
た
道
徳

教
育
用
教
材
で
あ
る
。

○
道
徳
の
時
間
は
も
ち
ろ
ん
、
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
、

　ま
た
、
家
庭
や
地
域
に
お
い
て
も
活
用
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

○
学
習
指
導
要
領
に
示
す
道
徳
の
内
容
項
目
ご
と
に
「
読
み
物
部

　分
」
と
「
書
き
込
み
部
分
」
と
で
構
成
し
て
い
る
。

○
児
童
生
徒
の
発
達
の
段
階
を
踏
ま
え
、
先
人
等
の
名
言
、
偉
人

　や
著
名
人
の
生
き
方
に
関
す
る
内
容
を
多
く
取
り
上
げ
る
と
と

　も
に
、
い
じ
め
の
問
題
へ
の
対
応
や
我
が
国
の
伝
統
と
文
化
、

　情
報
モ
ラ
ル
に
関
す
る
内
容
な
ど
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

⑴ 

趣
旨

2 

「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
趣
旨
と
特
徴

　「
私
た
ち
の
道
徳
」
は
、
学
習
指
導
要
領
に
示
す
道
徳
の
内
容

項
目
ご
と
に
「
読
み
物
部
分
」
と
「
書
き
込
み
部
分
」
と
で
構
成

し
て
い
る
。

　中
学
校
の
冊
子
で
は
、
各
内
容
項
目
を
六
ペ
ー
ジ
構
成
と
し
て

い
る
。
一
ペ
ー
ジ
目
で
内
容
を
簡
潔
に
示
し
、
二
か
ら
四
ペ
ー
ジ

目
に
は
各
教
科
や
特
別
活
動
等
で
も
活
用
で
き
る
よ
う
配
慮
し
、

　
　こ
の
記
載
に
基
づ
い
て
、
「
規
律
あ
る
生
活
が
で
き
、
自
分

　の
将
来
を
考
え
る
こ
と
」
「
人
間
関
係
の
理
解
」
「
自
他
の
生

　命
の
尊
重
」
「
法
や
き
ま
り
の
意
義
の
理
解
」
「
主
体
的
に
社

　会
の
形
成
に
参
画
す
る
こ
と
」
「
国
際
社
会
に
生
き
る
日
本
人

　と
し
て
の
自
覚
を
身
に
付
け
る
こ
と
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
と

　関
連
し
た
重
点
化
に
関
わ
る
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
い
る
。

④
特
設
ペ
ー
ジ

　
　情
報
モ
ラ
ル
、
い
じ
め
の
問
題
に
関
す
る
特
設
ペ
ー
ジ
を
設

　け
た
。
情
報
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
は
、
関
連
す
る
内
容
項
目
を
通

　し
て
扱
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
情
報
化
が
進
み
顕
在
化
し

　て
き
た
問
題
の
重
大
性
か
ら
も
、
別
に
項
目
を
立
て
て
示
し
た
。

　い
じ
め
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
関
連
す
る
各
内
容
項
目
に
お
い

　て
も
繰
り
返
し
取
り
上
げ
て
い
る
。
道
徳
の
時
間
だ
け
で
な
く
、

　各
教
科
等
に
お
い
て
も
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

　る
。

3 

「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
構
成

⑵ 

特
徴

１ 

「
私
た
ち
の
道
徳
」
作
成
の
背
景

　教
育
再
生
実
行
会
議
は
、
平
成
二
十
五
年
二
月
の
第
一
次
提
言

に
お
い
て
、
い
じ
め
の
問
題
が
深
刻
な
事
態
に
あ
る
今
こ
そ
、
心
と

体
の
調
和
の
取
れ
た
人
間
の
育
成
の
観
点
か
ら
、
道
徳
教
育
の
重
要

性
を
改
め
て
認
識
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
そ
の
抜
本
的
な
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
新
た
な
枠
組
み
に
よ
っ
て
教
科
化
す
る
こ
と
を
提
言

し
た
。
あ
わ
せ
て
、
国
及
び
教
育
委
員
会
の
役
割
と
し
て
、
心
の
豊

か
な
成
長
を
育
み
、
よ
き
行
動
を
引
き
出
す
道
徳
教
育
が
実
践
さ
れ

る
よ
う
、
教
員
の
指
導
力
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
、
さ
ら
に
、
学
校

に
お
け
る
道
徳
教
育
の
教
材
と
し
て
、
具
体
的
な
人
物
や
地
域
、
我

が
国
の
伝
統
と
文
化
に
根
ざ
す
題
材
や
、
人
間
尊
重
の
精
神
を
培
う

題
材
な
ど
を
重
視
す
る
こ
と
な
ど
も
提
言
し
た
。

　こ
う
し
た
提
言
を
踏
ま
え
て
、
平
成
二
十
五
年
三
月
に
文
部
科

学
省
に
設
置
さ
れ
た
「
道
徳
教
育
の
充
実
に
関
す
る
懇
談
会
」
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
道
徳
教
育
の
成
果
や
課
題
を
検
証
し
つ
つ
、

「
心
の
ノ
ー
ト
」
の
全
面
改
訂
や
新
た
な
枠
組
み
に
よ
る
教
科
化

の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
幅
広
く
検
討
を
行
っ
た
。

　こ
の
う
ち
、
「
心
の
ノ
ー
ト
」
の
改
訂
に
つ
い
て
は
、
道
徳
の

時
間
を
は
じ
め
と
す
る
授
業
で
よ
り
活
用
し
や
す
い
も
の
へ
と
改

善
す
る
観
点
か
ら
、
本
懇
談
会
の
下
に
設
置
し
た
「
心
の
ノ
ー
ト

改
訂
作
業
部
会
」
に
お
い
て
、
全
面
改
訂
の
作
業
を
行
い
、
名
称

を
「
私
た
ち
の
道
徳
」
と
改
め
た
。
「
私
た
ち
の
道
徳
」
に
つ
い

て
は
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
使
用
で
き
る
よ
う
、
全
国
の
小
・

中
学
生
へ
の
配
布
を
行
っ
た
。

四校＝14.11.11
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１ 
「
私
た
ち
の
道
徳
」
に
つ
い
て

①
読
み
物
資
料
ペ
ー
ジ

　
　読
み
物
資
料
は
、
重
点
化
に
係
る
内
容
項
目
を
中
心
に
九
編

　掲
載
し
た
。
内
容
的
に
も
読
み
応
え
が
あ
り
、
深
く
考
え
る
こ

　と
の
で
き
る
読
み
物
資
料
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

②
内
容
項
目
に
関
わ
る
読
み
物
等
の
ペ
ー
ジ

　
　内
容
項
目
に
関
わ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
コ
ラ
ム
、
写
真
や
イ
ラ

　ス
ト
な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
。
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、

　児
童
生
徒
の
発
達
の
段
階
も
考
慮
し
つ
つ
、
よ
り
適
切
な
も
の

　と
な
る
よ
う
配
慮
し
た
。

③
重
点
化
ペ
ー
ジ

　
　指
導
内
容
の
重
点
化
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
学
習
指
導
要
領

　の
道
徳
の
「
第
3

　指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い
」
に

　次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

　各
学
校
に
お
い
て
は
、
生
徒
の
発
達
の
段
階
や
特
性
等
を
踏
ま

え
、
指
導
内
容
の
重
点
化
を
図
る
こ
と
。
特
に
、
自
他
の
生
命
を

尊
重
し
、
規
律
あ
る
生
活
が
で
き
、
自
分
の
将
来
を
考
え
、
法
や

き
ま
り
の
意
義
の
理
解
を
深
め
、
主
体
的
に
社
会
の
形
成
に
参
画

し
、
国
際
社
会
に
生
き
る
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
身
に
付
け
る

よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
に
配
慮
し
、
生
徒
や
学
校
の
実
態
に
応
じ

た
指
導
を
行
う
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。
ま
た
、
悩
み
や
葛
藤
等
の

思
春
期
の
心
の
揺
れ
、
人
間
関
係
の
理
解
等
の
課
題
を
積
極
的
に

取
り
上
げ
、
道
徳
的
価
値
に
基
づ
い
た
人
間
と
し
て
の
生
き
方
に

つ
い
て
考
え
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

⑴ 

読
み
物
部
分

P.44～45

P.146～147

考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
素
材
な
ど
を
配
し
た
。
主
に
、
五
ペ
ー

ジ
目
に
人
物
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
コ
ラ
ム
な
ど
を
、
六
ペ
ー
ジ
目
に

は
格
言
・
名
言
等
を
配
置
し
た
。

か
っ 

と
う
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読
み
物
部
分
に
は
、
偉
人
や
著
名
人
な
ど
の
生
き
方
に
関
す
る

内
容
が
多
く
あ
り
、
人
物
の
生
き
方
を
通
し
て
生
き
る
こ
と
の
魅

力
や
意
味
の
深
さ
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
各
内
容
項
目
の
五
ペ
ー
ジ
目
に
は
、
「
人
物
探
訪
」
や
「
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
な
ど
を
配
置
し
て
い
る
。

　
生
き
方
を
考
え
る
際
の
参
考
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
生
き

方
に
憧
れ
や
親
し
み
を
感
じ
る
人
物
な
ど
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　
六
ペ
ー
ジ
目
に
は
、
「
こ
の
人
の
ひ
と
言
」
な
ど
を
配
置
し
、

内
容
項
目
に
関
連
し
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
格
言
・
名
言
等

を
掲
載
し
て
い
る
。

　
各
内
容
項
目
の
五
・
六
ペ
ー
ジ
目
に
は
、
人
物
に
関
連
す
る
も

の
以
外
に
も
、
４
―
（
2
）
大
船
渡
市
立
第
一
中
学
校
「
希
望
新

聞
」
、
４
―
（
3
）
東
京
都
中
学
校
生
徒
会
長
サ
ミ
ッ
ト
「
い
じ

め
撲
滅
宣
言
」
な
ど
内
容
項
目
に
応
じ
た
事
柄
な
ど
に
つ
い
て
掲

載
し
て
い
る
。

　
自
分
の
成
長
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
学
年
別
に

書
き
込
む
欄
が
あ
る
。

●
書
き
込
み
欄

　
い
じ
め
の
問
題
に
正
面
か
ら

向
き
合
う
内
容
や
、
善
悪
の
判

断
、
信
頼
・
友
情
、
規
範
意
識
、

公
正
・
公
平
な
ど
の
内
容
、
ま

た
、
自
他
の
生
命
の
尊
重
に
関

す
る
内
容
を
充
実
し
て
い
る
。

●
い
じ
め
の
問
題
へ
の
対
応

　
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ

て
、
我
が
国
の
伝
統
の
継
承
と

新
し
い
文
化
の
創
造
に
貢
献
す

る
意
欲
や
態
度
の
育
成
に
資
す

る
内
容
を
充
実
し
て
い
る
。

●
我
が
国
の
伝
統
と
文
化

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
携
帯
電
話

等
の
急
速
な
普
及
等
に
よ
る
社

会
の
情
報
化
の
進
展
に
対
応
し
、

情
報
モ
ラ
ル
に
関
す
る
内
容
を

充
実
し
て
い
る
。

●
情
報
モ
ラ
ル

P.20

P.153

P.230

●
人
物
の
コ
ラ
ム
等

⑤
重
視
し
た
内
容
例

9 8

P.208P.226

　
各
学
年
の
始
ま
り
や
三
年
間

の
終
わ
り
の
時
期
に
、
中
学
校

生
活
に
つ
い
て
考
え
、
自
分
に

関
す
る
こ
と
を
書
き
込
む
「
今

の
私
」
の
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。

　
読
み
物
資
料
を
読
ん
だ
後
に
、

感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を

書
く
欄
が
あ
る
。

　
道
徳
の
時
間
に
感
じ
た
こ
と
、

考
え
た
こ
と
や
、
家
族
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
く
欄
が
あ
る
。

P.5P.225P.238～239

　
書
き
込
み
部
分
に
つ
い
て
は
、
家
庭
や
地
域
の
人
か
ら
話
を
聞

い
て
記
入
す
る
欄
を
充
実
す
る
な
ど
の
改
善
を
図
っ
た
。

　
ま
た
、
冊
子
内
で
の
段
階
的
な
指
導
が
よ
り
容
易
と
な
る
よ
う

に
配
慮
し
、
複
数
学
年
に
わ
た
っ
て
使
用
す
る
特
性
を
踏
ま
え
て

三
学
年
分
の
書
き
込
み
欄
を
設
け
た
所
も
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
「
今
の
私
」
「
今
の
私
　
巣
立
ち
の
と
き
」
と
し
て

自
分
に
関
す
る
こ
と
を
書
き
込
む
ペ
ー
ジ
や
、
「
道
徳
の
時
間
に

感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
」
「
私
が
出
会
っ
た
言
葉
、
心
に
響

い
た
あ
の
ひ
と
言
」
「
家
族
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
書
き
込
む

ペ
ー
ジ
も
設
け
て
い
る
。

　
書
き
込
み
欄
は
、
書
き
込
ん
だ
日
付
を
記
入
し
て
、
自
分
の
た

め
の
記
録
と
す
る
な
ど
の
工
夫
も
考
え
ら
れ
る
。

⑵ 

書
き
込
み
部
分

P.149



　●
こ
の
本
の
使
い
方

１ 

活
用
の
留
意
事
項

　「
私
た
ち
の
道
徳
」
は
、
学
校
で
の
活
用
の
他
、
家
庭
や
地
域

で
の
活
用
や
、
児
童
生
徒
が
自
主
的
に
活
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

各
学
校
に
お
い
て
は
、
家
庭
や
地
域
で
の
活
用
、
児
童
生
徒
の
自

主
的
な
活
用
が
促
さ
れ
る
よ
う
、
家
庭
や
地
域
と
の
連
携
を
図
る

な
ど
の
適
切
な
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
。

　ま
た
、
「
私
た
ち
の
道
徳
」
は
、
児
童
生
徒
が
複
数
学
年
に
わ

た
っ
て
使
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
考
え
た
こ
と
や
書
き
込
ん
だ
こ

と
を
振
り
返
っ
て
、
自
ら
の
成
長
を
実
感
し
な
が
ら
道
徳
性
を
育

ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
各
学
校
に
お
い
て
は
、
道
徳
教
育
の

全
体
計
画
や
道
徳
の
時
間
の
年
間
指
導
計
画
に
「
私
た
ち
の
道

徳
」
を
位
置
付
け
る
な
ど
し
て
、
活
用
方
針
や
活
用
方
法
等
に
つ

い
て
の
共
通
理
解
を
図
り
、
児
童
生
徒
の
発
達
の
段
階
を
踏
ま
え

て
計
画
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　な
お
、
道
徳
の
時
間
に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒
が
多
様
な
角
度

か
ら
考
え
た
り
話
し
合
っ
た
り
し
な
が
ら
、
道
徳
的
価
値
に
つ
い

て
考
え
を
深
め
て
い
く
よ
う
、
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
効
果
的
な

活
用
の
仕
方
も
含
め
て
指
導
方
法
を
工
夫
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
そ
の
際
、
教
師
が
一
方
的
に
教
え
込
む
の
で
は
な
く
、

児
童
生
徒
の
多
様
な
発
想
や
考
え
を
大
切
に
し
、
そ
れ
を
受
け
止

め
た
り
認
め
た
り
す
る
な
ど
し
て
、
話
合
い
に
生
か
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
道
徳
性
に
係
る
成
長

を
促
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
発
言
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て

話
合
い
に
生
か
す
の
か
な
ど
も
含
め
、
指
導
の
在
り
方
を
工
夫
し

て
い
く
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
。
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　自
分
の
成
長
を
振
り
返
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
学
年
別
に
書
き
込

む
欄
が
あ
る
。

　発
達
の
段
階
や
内
容
に
応
じ
て
絵

を
描
い
た
り
、
色
を
塗
っ
た
り
す
る

欄
も
あ
る
。

　小
学
校
一
・
二
年
用
に
は
、
「
家

の
人
か
ら
」
の
欄
が
多
く
あ
る
。

　

11 10

P.42

　「
私
た
ち
の
道
徳
」
に
は
、
「
こ
の
本
の
使
い
方
」
の
ペ
ー

ジ
が
あ
る
。
学
校
だ
け
で
な
く
、
家
庭
で
家
の
人
と
話
し
合

い
な
が
ら
、
地
域
で
地
域
の
人
た
ち
と
交
流
し
な
が
ら
活
用

す
る
た
め
の
使
い
方
を
示
し
て
い
る
。

　

　学
校
で
の
活
用
に
当

た
っ
て
は
、
道
徳
の
時
間

だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ

な
授
業
で
、
ま
た
休
み
時

間
や
放
課
後
に
お
い
て
も

活
用
で
き
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

□
文
章
や
資
料
を
読
ん
で
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
た
り
、

　書
い
た
り
し
て
み
よ
う
。

□
「
読
み
物
」
を
読
ん
で
、
感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
を

　記
録
し
た
り
、
友
達
と
話
し
合
っ
た
り
し
て
み
よ
う
。

□
「
人
物
探
訪
」
「
こ
の
人
の
ひ
と
言
」
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

　な
ど
を
読
ん
で
、
考
え
た
こ
と
を
ま
と
め
た
り
、
自
分
で

　見
付
け
た
言
葉
な
ど
を
書
い
た
り
し
て
み
よ
う
。

　読
み
物
資
料
は
、
道
徳
の
時
間
の
中
心
的
な
資
料
と
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
コ
ラ
ム
の
中
に
も
、
工
夫
次
第
で
道
徳
の
時
間

の
中
心
的
な
資
料
に
な
る
も
の
も
あ
る
。

　ま
た
、「
人
物
探
訪
」「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
な
ど
の
人
物
の
コ
ラ
ム

や
先
人
の
格
言
な
ど
を
活
用
し
て
、
道
徳
的
価
値
に
つ
い
て
考
え

を
深
め
た
り
ま
と
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　さ
ら
に
、
児
童
生
徒
が
自
分
自
身
を
見
つ
め
た
り
、
考
え
を
整

理
し
た
り
す
る
際
に
、
書
き
込
み
欄
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2 
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用

〔
人
物
の
コ
ラ
ム
〕

P.4

人物からのメッセージ
自分の生き方や考え方
から道徳的価値に関わ
ることを学ぶことがで
きる。

人物の言葉
人物の主張に関することが端的に
表された言葉。この言葉に込めら
れた道徳的価値などについて考え
ることができる。

●
生
命
尊
重 

３
ー（
１
）
（
一
〇
二
か
ら
一
一
三
ペ
ー
ジ
）

　・読み物資料を基にして、自

　　分との関わりで道徳的価値

　　の自覚を深める。

　・格言を基にして、道徳的価

　　値に対する考えを深める。

　・書き込み欄を活用して、道

　　徳的価値に対する自分の思

　　いや考えをまとめる。

　・メッセージなどを基にして、
　主題に関わる問題意識をも
　たせたり、学習への雰囲気
　づくりをしたりする。

学習活動

導

　入

展

　開

終

　末

留意事項

○これまでの生活を振り返って、生命のかけがえの
　なさについて感じたことを書いて発表する。
　（P.102～103）

○「キミばあちゃんの椿」を読んで話し合う。

　（P.108～113）

○「この人のひと言」について考える。（P.107）

○「キミばあちゃんの椿」、「この人のひと言」を通し

　て、感じたことや考えたことを書く。 （P.113）

⑴ 

道
徳
の
時
間
で
の
活
用

2 

活
用
の
例

活 

用 

例
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　人
権
思
想
の
歴
史
の
学
習
に

お
い
て
、
一
八
世
紀
以
降
の
世

界
の
思
想
や
第
二
次
世
界
大
戦

後
の
世
界
や
日
本
に
お
け
る
基

本
的
人
権
に
関
す
る
取
組
を
学

ぶ
際
に
、
一
六
〇
・
一
六
一
ペ
ー

ジ
を
活
用
し
て
、
人
権
の
尊
重

の
意
義
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

う
。

■
社
会
科
（
公
民
的
分
野
）

　
　
　
　
　

   

（
一
六
〇
・
一
六
一
ペ
ー
ジ
）

　健
康
の
保
持
増
進
に
は
、
年

齢
、
生
活
環
境
等
に
応
じ
た
食

事
、
運
動
、
休
養
及
び
睡
眠
の

調
和
の
と
れ
た
生
活
を
続
け
る

必
要
が
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る

際
に
、
十
二
・
十
三
ペ
ー
ジ
を

活
用
し
て
自
分
の
生
活
を
振
り

返
る
。

■
保
健
体
育
科
（
保
健
分
野
）  

　
　
　
　
　
　
　
　（
十
二
・
十
三
ペ
ー
ジ
）

　家
庭
や
家
族
の
基
本
的
な
機

能
に
つ
い
て
知
る
と
と
も
に
、

家
族
関
係
を
よ
り
よ
く
す
る
方

法
を
考
え
る
際
に
、
一
八
〇
か

ら
一
八
三
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
、

家
族
に
つ
い
て
振
り
返
り
、
自

分
が
築
き
た
い
家
庭
に
つ
い
て

考
え
る
。

■
技
術
・
家
庭
科
（
家
庭
分
野
）

　
　
　
　
　（
一
八
〇
か
ら
一
八
三
ペ
ー
ジ
）

　各
教
科
等
に
お
け
る
道
徳
教
育
は
、
学
校
の
道
徳
教
育
の
目
標

や
指
導
の
重
点
に
基
づ
い
て
、
意
図
的
、
計
画
的
に
行
う
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。

　各
教
科
等
の
指
導
を
通
じ
て
児
童
生
徒
の
道
徳
性
を
養
う
た
め

の
視
点
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
道
徳
教
育
の
目
標
や
内
容
と
各
教
科
等
の
目
標
、
内
容
及
び
教

　材
と
の
関
わ
り
を
通
し
た
道
徳
性
の
育
成

②
学
習
活
動
や
学
習
態
度
へ
の
配
慮
に
よ
る
道
徳
性
の
育
成

③
教
師
の
態
度
や
行
動
か
ら
の
感
化
を
通
じ
た
道
徳
性
の
育
成

　ま
た
、
各
教
科
等
に
お
い
て
は
、
そ
の
目
標
や
内
容
に
応
じ
て
、

「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
関
連
す
る
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
児
童
生
徒

の
道
徳
性
を
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑵ 
各
教
科
等
で
の
活
用

　外
国
の
文
化
や
習
慣
な
ど

を
理
解
し
、
日
本
人
と
し
て

の
自
覚
を
も
っ
て
世
界
の

人
々
と
積
極
的
に
交
流
し
よ

う
と
す
る
探
究
的
な
学
習
の

き
っ
か
け
と
し
て
、
世
界
の

平
和
と
人
類
の
幸
福
の
た
め

に
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を

考
え
る
際
に
、
二
一
六
・
二

一
七
ペ
ー
ジ
を
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

●
国
際
理
解
を
視
点
と
し
た
課
題
に
関
わ
る
学
習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　（
二
一
六
・
二
一
七
ペ
ー
ジ
）

　総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
は
、
学
習
の
動
機
付
け
や
自
ら
の
生

き
方
を
考
え
る
際
に
「
私
た
ち
の
道
徳
」
を
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　例
え
ば
、「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
内
容
か
ら
課
題
を
見
付
け
、
探

究
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、
横
断
的
・

総
合
的
な
学
習
や
探
究
的
な
学
習
を
通
し
て
、
自
ら
の
生
き
方
を

考
え
る
際
に
、「
私
た
ち
の
道
徳
」
を
活
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

■
総
合
的
な
学
習
の
時
間

　自
分
自
身
の
個
性
を
考
え

て
自
尊
感
情
を
育
み
、
個
性

の
伸
長
を
図
ろ
う
と
す
る
際

に
、
四
十
・
四
十
一
ペ
ー
ジ

を
活
用
し
て
、
自
分
の
「
良

い
所
」
を
ど
う
磨
き
、
「
改

め
た
い
所
」
を
ど
う
改
善
し

て
い
く
の
か
考
え
る
。

●
学
級
活
動
　（
四
〇
・
四
一
ペ
ー
ジ
）

　特
別
活
動
に
は
、
学
級
活
動
、
生
徒
会
活
動
、
学
校
行
事
の
内

容
が
あ
る
。
特
別
活
動
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
集
団
や
社
会
の

一
員
と
し
て
よ
り
よ
い
生
活
や
人
間
関
係
を
築
こ
う
と
す
る
自
主

的
、
実
践
的
な
態
度
を
育
て
る
と
と
も
に
、
人
間
と
し
て
の
生
き

方
に
つ
い
て
の
自
覚
を
深
め
る
際
に
、「
私
た
ち
の
道
徳
」
を
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

■
特
別
活
動

P.12～13P.180～181

P.216～217

P.40～41

P.160～161

活 

用 

例

13 12



P.203P.238～239

第１章●「私たちの道徳」の活用に当たって

　実
際
に
働
い
て
い
る
地
域
の
人

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
て
、

働
く
こ
と
の
意
義
や
社
会
貢
献

に
つ
い
て
考
え
る
際
に
、
一
七

二
か
ら
一
七
七
ペ
ー
ジ
を
活
用
す

る
。

●
働
く
こ
と
の
意
義
と
社
会
貢
献
　（
一
七
二
か
ら
一
七
七
ペ
ー
ジ
）

P.150

　杉
原
千
畝
の
コ
ラ
ム
を
読

ん
で
、
千
畝
の
生
き
方
に
つ

い
て
家
の
人
と
感
想
を
話
し

合
う
。
ま
た
、
そ
の
他
、
先

人
の
伝
記
な
ど
か
ら
人
間
と

し
て
の
誇
り
あ
る
生
き
方
を

考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
、

一
二
三
ペ
ー
ジ
を
活
用
す
る
。

　公
徳
心
や
社
会
連
帯
の
大

切
さ
に
つ
い
て
生
活
の
中
で

感
じ
た
こ
と
、
ま
た
、
町
で

見
掛
け
た
思
い
や
り
の
あ
る

行
為
に
つ
い
て
、
家
の
人
と

一
緒
に
話
し
合
い
、
よ
り
よ

い
社
会
づ
く
り
に
向
け
た
具

体
的
な
関
わ
り
を
考
え
る
際

に
、
一
四
八
か
ら
一
五
三
ペ
ー

ジ
を
活
用
す
る
。

●
公
徳
心
や
社
会
連
帯
の
大
切
さ

　（
一
四
八
か
ら
一
五
三
ペ
ー
ジ
）

　ふ
る
さ
と
に
貢
献
す
る
た
め
に
、
自
分
に
何
が
で
き
る
か
を
考

え
る
際
に
、
二
〇
三
ペ
ー
ジ
の
三
重
県
立
相
可
高
等
学
校
の
「
ま

ご
の
店
」
の
運
営
な
ど
に
関
す
る
コ
ラ
ム
を
活
用
す
る
。

　ま
た
、
地
域
が
抱
え
て
い

る
課
題
を
考
え
、
住
民
一
人

一
人
が
よ
り
よ
く
暮
ら
せ
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
で
き
る

こ
と
を
、
家
の
人
と
話
し
合
っ

て
二
〇
三
ペ
ー
ジ
に
書
き
込

む
。

●
ふ
る
さ
と
の
発
展
へ
の
貢
献

　（
二
〇
三
ペ
ー
ジ
）

　道
徳
の
時
間
に
感
じ
た
こ
と
や

考
え
た
こ
と
に
つ
い
て
の
書
き
込

み
を
基
に
家
庭
で
話
し
合
い
、
家

族
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も
ら
う
。

家
の
人
か
ら
励
ま
し
の
言
葉
な
ど

を
も
ら
う
こ
と
で
、
道
徳
的
価
値

へ
の
意
識
が
高
ま
り
、
さ
ら
な
る

実
践
意
欲
へ
と
つ
な
が
る
。

　学
校
と
家
庭
が
連
携
し
て
継
続

的
に
活
用
す
る
。

●
道
徳
的
な
成
長
の
実
感

　（
二
三
八
・
二
三
九
ペ
ー
ジ
）

P.123

●
人
間
と
し
て
の
誇
り
あ
る
生
き
方

　（
一
二
三
ペ
ー
ジ
）

P.172～173

　家
族
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を

も
っ
て
、
充
実
し
た
家
庭
生
活
を

築
く
態
度
を
養
う
た
め
に
、
一
八

四
・
一
八
五
ペ
ー
ジ
の
コ
ラ
ム

「
誰
か
の
た
め
に
」
を
家
の
人

と
一
緒
に
読
ん
で
感
想
を
話
し
合

い
、
家
族
の
在
り
方
に
つ
い
て
考

え
、
家
族
に
対
す
る
思
い
を
ま
と

め
る
。

●
家
族
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
　（
一
八
四
・
一
八
五
ペ
ー
ジ
）

P.184～185

　「
私
た
ち
の
道
徳
」
は
、
学
校
に
備
え
置
く
の
で
は
な
く
、
家

庭
に
持
ち
帰
っ
て
、
家
の
人
と
一
緒
に
話
し
合
う
な
ど
家
庭
や
地

域
で
の
活
用
も
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。

　家
庭
に
持
ち
帰
ら
せ
る
に
当
た
っ
て
は
、
例
え
ば
、
学
校
・
学

級
通
信
等
を
通
じ
て
家
庭
で
の
活
用
の
仕
方
等
を
伝
え
た
り
、
保

護
者
会
な
ど
で
、
家
庭
に
お
け
る
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
の

仕
方
を
説
明
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
家
庭
で
の
効
果
的
な
活
用
が

促
進
さ
れ
る
よ
う
な
働
き
掛
け
を
積
極
的
に
行
う
よ
う
に
し
た

い
。　「

私
た
ち
の
道
徳
」
に
は
、
家
庭
や
地
域
で
話
し
合
っ
た
こ
と

を
書
き
込
ん
だ
り
、
家
の
人
が
書
き
込
ん
だ
り
す
る
欄
が
多
く
設

け
ら
れ
て
お
り
、
家
庭
や
地
域
で
広
く
活
用
で
き
る
。

　例
え
ば
、「
私
た
ち
の
道
徳
」
を
家
庭
や
地
域
で
活
用
す
る
こ

と
で
、
学
校
に
お
け
る
道
徳
教
育
へ
の
理
解
を
深
め
、
学
校
と
家

庭
や
地
域
が
協
力
し
合
っ
て
地
域
全
体
で
道
徳
教
育
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

　ま
た
、「
私
た
ち
の
道
徳
」
を
介
し
て
、
児
童
生
徒
が
家
庭
や

地
域
の
人
と
共
に
活
動
し
た
り
、
語
り
合
っ
た
り
す
る
機
会
を
設

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　こ
の
よ
う
に
、「
私
た
ち
の
道
徳
」
を
活
用
し
て
、
学
校
と
家

庭
や
地
域
が
連
携
し
て
道
徳
教
育
を
行
い
、
児
童
生
徒
の
豊
か
な

心
を
育
ん
で
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　な
お
、
家
庭
や
地
域
で
の
活
用
に
当
た
っ
て
は
、
家
庭
や
地
域

の
様
々
な
実
情
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
学
校
は
日
頃
よ
り
家

庭
や
地
域
と
の
連
携
を
図
っ
て
教
育
活
動
を
行
う
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。

⑶ 
家
庭
や
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
活
用

お
う   

か

活 

用 

例
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１ 

家
庭
で
の
学
習

◆
ポ
イ
ン
ト

①
家
庭
で
家
の
人
と
一
緒
に
八
十
六
ペ
ー
ジ
の
振
分
親
方
の
「
メ
ッ

　セ
ー
ジ
」
を
読
み
、
感
想
を
話
し
合
う
。

②
八
十
三
ペ
ー
ジ
の
文
章
を
読
み
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
を
支
え
て

　く
れ
た
人
々
に
つ
い
て
、
家
の
人
の
話
を
聞
く
。

③
そ
れ
ら
の
人
々
が
支
え
て
く
れ
た
の
は
な
ぜ
か
に
つ
い
て
、
家

　の
人
と
話
し
合
う
。

④
話
し
合
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
八
十
三
ペ
ー
ジ
の
書
き
込
み

　欄
「
な
ぜ
人
は
自
分
を
支
え
て
く
れ
る
の
か
、
考
え
て
み
よ
う
。
」

　「
な
ぜ
感
謝
の
気
持
ち
を
う
ま
く
表
現
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る

　の
か
、
考
え
て
み
よ
う
。
」
に
自
分
の
考
え
を
記
入
す
る
。

3 

家
庭
で
の
学
習
（
道
徳
の
時
間
に
考
え
た
こ
と
を
生
か
し
て
）

①
道
徳
の
時
間
に
考
え
た
こ
と
や
話
し
合
っ
た
こ
と
を
、
家
の
人

　に
伝
え
る
。

②
家
庭
で
家
の
人
と
一
緒
に
、
九
十
四
・
九
十
五
ペ
ー
ジ
の
「
知

　命
」
を
読
ん
で
、
感
想
を
話
し
合
う
。

③
人
の
支
え
に
感
謝
し
、
そ
れ
に
応
え
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か

　話
し
合
う
。

①
読
み
物
資
料
「
帰
郷
」
を
読
ん
で
、
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ

　と
を
家
庭
や
地
域
の
人
と
共
に
話
し
合
う
。

②
八
十
四
ペ
ー
ジ
の
「
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
『
あ
り
が
と
う
』
」

　を
読
ん
だ
後
、
八
十
五
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
、
伝
え
ら
れ
て
う
れ

　し
か
っ
た
「
あ
り
が
と
う
」
と
、
伝
え
た
い
「
あ
り
が
と
う
」

　に
つ
い
て
考
え
、
家
庭
や
地
域
の
人
と
意
見
を
交
流
す
る
。

③
学
習
を
通
し
て
、
考
え
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
。

　

　家
の
人
の
話
か
ら
、
家
族
だ
け
で
な
く
た
く
さ
ん
の
人
々
の
支

え
が
あ
っ
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。

◆
ポ
イ
ン
ト

　感
謝
の
気
持
ち
は
あ
る

け
れ
ど
、
な
か
な
か
言
葉

に
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
そ
の
気
持
ち

を
伝
え
る
こ
と
で
、
支
え

合
う
人
間
関
係
は
、
よ
り

深
ま
っ
て
い
く
。

　自
分
の
心
の
中
に
あ
る

感
謝
の
気
持
ち
を
率
直
に

表
現
す
る
こ
と
の
大
切
さ

に
気
付
き
、
感
謝
の
気
持

ち
を
表
現
し
よ
う
と
す
る

意
欲
を
高
め
る
。

◆
ポ
イ
ン
ト

　人
は
誰
か
の
支

え
や
善
意
で
生
き

て
い
る
こ
と
、
そ

し
て
、
そ
の
支
え

や
善
意
に
感
謝
し
、

そ
れ
に
応
え
る
こ

と
の
大
切
さ
に
気

付
く
。

　
 

家
庭
や
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
活
用
事
例

P.８２～９５

2

　人
と
支
え
合
っ
て

　

 

⑹ 

人
々
の
善
意
や
支
え
に
応
え
た
い

・ 

支
え
合
い
共
に
生
き
る

P.86

P.82～83

2 

道
徳
の
時
間

　
　
　

  

（
参
観
日
な
ど
に
、
家
庭
や
地
域
の
人
と
共
に
考
え
る
）P.84～85

P.94～95
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家
庭
や
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
活
用
事
例

１ 

道
徳
の
時
間

①
一
七
六
ペ
ー
ジ
の
鈴
木
邦
雄
氏
の
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
や
、
一
七

　七
ペ
ー
ジ
の
「
こ
の
人
の
ひ
と
言
」
を
読
ん
で
、
働
く
こ
と
の

　喜
び
や
意
義
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

②
仕
事
に
生
き
が
い
を
感
じ
て
い
る
地
域
の
人
の
話
を
聞
い
て
、

　働
く
こ
と
に
つ
い
て
の
感
想
を
話
し
合
う
。

③
自
分
は
将
来
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
っ
て
い
る

　か
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合

　う
。

3 

学
級
活
動

　
　（
家
庭
で
の
学
習
を
生
か
し
た
職
場
体
験
活
動
の
事
前
学
習
）

2 

家
庭
で
の
学
習
（
道
徳
の
時
間
に
考
え
た
こ
と
を
生
か
し
て
）

①
働
く
こ
と
の
喜
び
や
意
義
に
つ
い
て
、
家
の
人
か
ら
聞
い
た
こ

　と
を
発
表
し
合
う
。

②
職
場
体
験
活
動
を
通
し
て
感
じ
た
り
考
え
た
り
し
た
働
く
こ
と

　の
喜
び
や
意
義
を
先
輩
か
ら
聞
く
。
（
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
形
式
で

　も
よ
い
。
）

③
職
場
体
験
活
動
に
当
た
っ
て
の
目
標
や
取
り
組
み
た
い
こ
と
を

　発
表
す
る
。

4 

学
校
行
事
（
職
場
体
験
活
動
）

　各
職
場
で
職
場
体
験
活
動
を
行
う
。

5 

家
庭
で
の
学
習
（
職
場
体
験
活
動
の
振
り
返
り
）

①
職
場
体
験
活
動
を
通
し
て
考

　え
た
働
く
こ
と
の
意
義
に
つ

　い
て
、
一
七
四
ペ
ー
ジ
の
書

　き
込
み
欄
に
記
入
す
る
。

6 

生
徒
会
活
動
「
志
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
家
庭
や
地
域
の
人
と
共
に
考
え
る
）

※
例
え
ば
、
「
志
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
題
し
た
勤
労
と
社
会
貢
献
を

　テ
ー
マ
と
す
る
発
表
会
を
生
徒
会
で
行
う
た
め
の
準
備
を
す
る
。

　「
志
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
、
道
徳
の
時
間
や
職
場
体
験
活
動
を

通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
発
表
す
る
。

①
職
場
体
験
活
動
の
活
動
報
告
を
行
う
。

　

②
生
徒
代
表
、
職
場
体
験
活
動
で
世
話
に
な
っ
た
職
場
の
方
、
保

　護
者
代
表
な
ど
数
名
程
度
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
で
、
働
く
こ

　と
の
喜
び
や
意
義
、
社
会
へ
の
貢
献
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

　れ
の
立
場
か
ら
考
え
て
い
る
こ
と
を
語
り
合
う
。

③
「
私
た
ち
の
志
」
発
表
を
行
う
。

　・
働
く
こ
と
を
通
し
て
、
社
会
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
し
て
い
き

　
　た
い
か
な
ど
、
自
分
の
思
い
を
「
私
た
ち
の
志
」
と
し
て
ま

　
　と
め
て
グ
ル
ー
プ
で
発
表
す
る
。

◆
ポ
イ
ン
ト

　こ
の
学
習
の
流
れ
の
始
め
の
頃
に
感
じ
て
い
た
勤
労
観
と
職
場

体
験
活
動
後
の
勤
労
観
の
違
い
を
比
較
し
、
勤
労
と
社
会
貢
献
に

関
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
が
深
ま
っ
た
の
か
、
自
分
の
考
え
を
ま

と
め
る
。
ま
た
、
働
く
こ
と
を
通
し
て
、
自
ら
の
人
生
を
切
り
拓

い
て
い
こ
う
と
す
る
態
度
を
育
ん
で
い
く
。

①
道
徳
の
時
間
に
考
え
た
働
く
こ
と
の
意
義
を
家
の
人
に
伝
え
る
。

②
働
く
こ
と
の
喜
び
や
意
義
に
つ
い
て
、
家
の
人
の
話
を
聞
い
て
、

　一
七
三
ペ
ー
ジ
の
書
き
込
み
欄
に
記
入
す
る
。

◆
ポ
イ
ン
ト

◆
ポ
イ
ン
ト

　家
の
人
か
ら
勤
労
に
関
す
る
話
を
聞
い
て
、
働
く
こ
と
の
喜
び

や
意
義
な
ど
を
よ
り
具
体
的

に
考
え
る
。

　職
場
体
験
活
動
を
通
し
て
、

自
分
な
り
に
感
じ
た
働
く
こ
と

の
意
義
を
ま
と
め
る
。

　ま
た
、
将
来
、
職
業
人
、
社

会
人
と
し
て
自
立
し
、
生
き
が

い
の
あ
る
人
生
を
築
こ
う
と
す

る
意
欲
や
態
度
へ
と
つ
な
げ
て

い
く
。

◆
ポ
イ
ン
ト

　働
く
こ
と
へ
の
関
心
を

も
ち
、
働
く
こ
と
の
意
義

を
見
い
だ
そ
う
と
す
る
課

題
意
識
を
も
つ
。

P.１７２～１７７

4

　社
会
に
生
き
る
一
員
と
し
て

　

 

⑸ 

勤
労
や
奉
仕
を
通
し
て
社
会
に
貢
献
す
る

P.176～177P.174～175

P.172～173ひ
ら
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第１章●「私たちの道徳」の活用に当たって

　
 

家
庭
や
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
活
用
事
例

１ 

道
徳
の
時
間

◆
ポ
イ
ン
ト

◆
ポ
イ
ン
ト

①
二
〇
四
ペ
ー
ジ
の
濱
口
梧
陵
の
「
人
物
探
訪
」
を
読
ん
で
考
え
た

　こ
と
を
発
表
す
る
。

②
二
〇
五
ペ
ー
ジ
の
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
読
ん
で
考
え
た
こ
と
を
発

　表
す
る
。

③
自
分
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
地
域
の
伝
統
や
文
化
、
そ
れ
を
つ
く

　り
上
げ
て
き
た
先
人
や
高
齢
者
に
つ
い
て
、
自
分
が
知
っ
て
い
る

　こ
と
を
話
し
合
う
。

2 

家
庭
で
の
学
習
（
道
徳
の
時
間
に
考
え
た
こ
と
を
生
か
し
て
）

①
自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
の
よ
さ
や
好
き
な
点
、
自
慢
し
た
い
こ 

　と
を
二
〇
一
ペ
ー
ジ
の
書
き
込
み
欄
に
記
入
す
る
。

②
家
の
人
か
ら
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
聞
き
、
自
分
の
考
え
た
こ
と

　を
二
〇
二
ペ
ー
ジ
の
書
き
込
み
欄
に
記
入
す
る
。

　「
人
物
探
訪
」
や
「
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
な
ど
か
ら
、
自
分
た
ち
が

生
ま
れ
育
っ
た
地
域
に
関
心
を

も
ち
、
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
探
っ

て
い
こ
う
と
す
る
課
題
意
識
を

も
つ
。

3 

学
校
行
事

4 

学
級
活
動

5 

生
徒
会
活
動
「
子
供
議
会
」（
こ
れ
ま
で
の
学
習
を
生
か
し
て
）

　校
区
の
小
学
生
、
中
学
生
、
保
護
者
、
地
域
住
民
が
協
働
し
て

花
の
苗
植
え
、
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
。

①
自
己
紹
介
を
し
て
「
自
分
が
思
う
ふ
る
さ
と

　の
よ
さ
・
好
き
な
点
」
を
発
表
し
合
う
。

②
地
域
ご
と
の
異
年
齢
グ
ル
ー
プ
で
、
環
境
美

　化
活
動
を
行
う
。

③
活
動
を
振
り
返
る
。

※
学
校
便
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
広
報
、

　参
観
日
や
保
護
者
会
な
ど
の
機
会
を
通
し
て
、

　活
動
の
様
子
や
感
想
を
家
庭
や
地
域
の
人
に

　伝
え
る
。

①
こ
れ
ま
で
学
習
し
て
き
た
こ
と
を
基
に
、
自
分
た
ち
が
考
え
た

　地
域
の
課
題
の
解
決
策
に
つ
い
て
提
言
し
、
行
政
担
当
者
等
と

　話
合
い
を
す
る
。

　地
域
の
課
題
【
例
】

　●
高
速
道
路
の
完
成
に
よ
る
観
光
客
誘
致
に
つ
い
て

　●
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
公
園
の
整
備
に
つ
い
て

　●
文
化
的
・
歴
史
的
遺
産
の
保
存
や
伝
承
に
つ
い
て

　●
川
の
水
質
汚
染
の
状
況
と
対
策
に
つ
い
て

②
中
学
生
と
行
政
担
当
者
等
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
ふ
る

　さ
と
へ
の
思
い
や
発
展
に
向
け
た
考
え
を
語
り
合
う
。

※
自
治
体
の
広
報
紙
等
で
様
子
や
感
想
を
地
域
住
民
に
伝
え
る
。

　地
域
の
人
た
ち
の
関
わ
り
や
、

地
域
社
会
の
実
態
を
把
握
す
る

と
と
も
に
、
地
域
の
課
題
を
解

決
し
よ
う
と
す
る
意
欲
を
も
つ
。

◆
ポ
イ
ン
ト

　地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を

深
め
、
主
体
的
に
ふ
る
さ
と
の
発
展
に

努
め
よ
う
と
す
る
態
度
を
育
ん
で
い
く
。

①
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
に
つ
い
て
、
家
の
人
か
ら
聞
い
た
こ
と
や

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
感
想
を
発
表
す
る
。

②
道
徳
の
時
間
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
（
特
に
地
域
や
学
校
の

　特
色
に
応
じ
た
課
題
を
テ
ー
マ
と
し
た
学
習
）
で
学
ん
だ
こ
と

　を
基
に
、
住
ん
で
い
る
地
域
の
課
題
を
考
え
、
自
分
に
で
き
る

　解
決
策
を
二
〇
三
ペ
ー
ジ
の
書
き
込
み
欄
に
記
入
す
る
。

③
地
域
の
課
題
と
解
決
策
を
話
し
合
う
。

◆
ポ
イ
ン
ト

　地
域
の
発
展
に
尽
く

し
た
先
人
や
高
齢
者
に

よ
っ
て
自
分
た
ち
の
生

活
が
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
自
覚
し
、
ふ
る

さ
と
の
よ
さ
を
感
じ
る

と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と

の
た
め
に
自
分
た
ち
が

貢
献
し
て
い
き
た
い
と

い
う
意
欲
を
も
つ
。

　

P.２００～２０５

4

　社
会
に
生
き
る
一
員
と
し
て

　⑻ 

ふ
る
さ
と
の
発
展
の
た
め
に

P.204～205

P.201P.202

P.203
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3 

「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
に
つ
い
て
示
し
た
道
徳
教
育
の
全
体
計
画
の
例

１ 

「
私
た
ち
の
道
徳
」
を
位
置
付
け
た
道
徳
教
育
の
全
体
計
画

　「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
に
当
た
っ
て
は
、
道
徳
教
育
の
全

体
計
画
に
「
私
た
ち
の
道
徳
」
を
位
置
付
け
る
な
ど
し
て
、
活
用

方
針
や
活
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
学
校
内
で
共
通
理
解
を
図
っ

て
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　全
体
計
画
へ
の
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
、

学
校
の
全
教
育
活
動
を
通
じ
た
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
方
針
、

ま
た
、
道
徳
の
時
間
や
各
教
科
等
の
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
活
動
に
お

け
る
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
方
針
、
さ
ら
に
は
、
学
校
と
家

庭
や
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
方
法
な

ど
を
示
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　ま
た
、
「
私
た
ち
の
道
徳
」
を
よ
り
効
果
的
に
活
用
し
て
い
く

た
め
に
、
活
用
状
況
等
を
振
り
返
っ
て
、
全
体
計
画
を
見
直
し
、

工
夫
・
改
善
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　さ
ら
に
、
各
教
科
等
の
指
導
計
画
な
ど
に
も
必
要
に
応
じ
て

「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
を
盛
り
込
み
、
全
教
育
活
動
を
通
じ

て
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
効
果
的
な
活
用
を
図
っ
て
い
く
こ
と
も

期
待
さ
れ
る
。

○
学
校
の
教
育
目
標
、
道
徳
教
育
及
び
各
学
年
の
重
点
目
標
の
下
、

　学
校
の
特
色
や
実
態
、
課
題
等
に
即
し
て
、
「
私
た
ち
の
道

　徳
」
の
効
果
的
な
活
用
の
仕
方
な
ど
を
考
え
る
。

○
学
校
と
家
庭
や
地
域
と
の
連
携
、
ま
た
、
小
・
中
学
校
の
連
携

　な
ど
に
よ
る
効
果
的
な
活
用
方
法
を
考
え
る
。

○
組
織
的
で
一
貫
性
の
あ
る
道
徳
教
育
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た

　め
に
、
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
状
況
等
を
振
り
返
っ
て
、

　全
体
計
画
の
評
価
と
工
夫
・
改
善
を
図
る
。

○
校
長
の
方
針
の
下
、
道
徳
教
育
推
進
教
師
を
中
心
に
、
学
校
内

　で
共
通
理
解
を
図
っ
て
、
全
体
計
画
に
「
私
た
ち
の
道
徳
」
を

　位
置
付
け
る
よ
う
に
す
る
。

①
共
通
理
解
の
下
に
、
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
効

　果
的
な
活
用
が
図
ら
れ
た
か
。

②
道
徳
の
時
間
に
お
い
て
、
効
果
的
な
活
用
が
図
ら
れ
た
か
。

③
各
教
科
等
に
お
い
て
、
児
童
生
徒
の
道
徳
性
を
養
う
視
点

　か
ら
効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

④
生
徒
指
導
や
体
験
活
動
な
ど
に
効
果
的
に
生
か
す
こ
と
が

　で
き
た
か
。

⑤
家
庭
や
地
域
と
の
連
携
を
深
め
る
視
点
か
ら
有
効
な
活
用

　が
図
ら
れ
た
か
。

　●
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
に
関
す
る
全
体
計
画
の
評
価

　
　の
視
点
〔
例
〕

2 

道
徳
教
育
の
全
体
計
画
に
「
私
た
ち
の
道
徳
」
を
位
置
付
け
る
際

　

 

の
配
慮
事
項

第１章●「私たちの道徳」の活用に当たって

平成○年度

各学年の重点目標

第2学年

自分のよさを伸ばし、相手の立場
を尊重しながら、共に高め合う態
度を育てる。

第3学年

広い視野をもち、物事に最善を尽
くし、理想を求めて自己の人生を
切り拓く態度を育てる。

第1学年

基本的な生活習慣の定着を図り、
自分で考え判断し、行動に責任を
もつ態度を育てる。

各教科、総合的な学習の時間、特別活動等との関連を図り、それらにおける道徳教育を補充、深化、統合し、道徳
的価値及びそれに基づいた人間としての生き方についての自覚を深め、道徳的実践力を育成する。

「私たちの道徳」
活用の基本方針

○年間35時間の道徳の時間の中で、計画的に活用する。
○道徳の時間の中で１時間を通して活用するなどの工夫をする。
○家庭や地域社会との架け橋として「私たちの道徳」を活用する。

学校の教育目標

確かな学力を身に付け、
心豊かにたくましく
地域社会に貢献できる生徒の育成

１　基本的な生活習慣を身に付け、自ら考え、判断し、進んで行動しようとする態度を育てる。
２　礼儀正しく、時と場に応じた適切な言動をとろうとする態度を育てる。

道徳教育の重点目標

道徳の時間の指導方針

生徒の実態
保護者や地域の願い
教職員の願い・目指す生徒像
現代社会の課題と要請など

3 
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
を
促
す
「
道
徳
教
育
の
全
体
計
画
」

日本国憲法
教育基本法・学校教育法
学習指導要領
教育委員会の目標など

＊

　
　
　
　

  

は
、「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
に
関
す
る
箇
所

23 22

各教科
各教科の特質に応じて、関連する内
容を含んだ「私たちの道徳」のペー
ジを生かすことなどを通して、自己の
生き方を考える機会を充実する。

特別活動

国

　語

我が国の国土と歴史に対する理解と

愛情を深め、国際社会に生きる平和

で民主的な国家・社会の形成者とし

ての態度や能力を育てる。

→関連するページＰ.206～211、　　

　P.212～225など　

社

　会

数学的活動を通して、自分の考えを

数理的に考察し、筋道を立てて考え、

表現する能力を高める。

→関連するページＰ.16～21、P.22～

　27など　

数

　学

互いに立場や考えを尊重しながら言

葉で伝え合う力を高める言語活動を

通して、表現力や理解力を育てる。

→関連するページＰ.54～59、P.72～

　81、P.82～95など　

学級活動　友達のよさを認め合い、
　集団生活の向上を目指そうとす
　る態度を育てる。
進路指導　自己の生き方を見つめ、
　自己の目標を定めて努力しようと
　する能力・態度を育てる。
生徒会活動　自己の責任を果たす
　とともに、よりよい学校づくりを
　目指す態度を育てる。
学校行事　集団の一員としての自
　覚を深め、学校生活の充実と発
　展に努めようとする態度を育て
　る。
　→様々な体験活動等の特質を踏
　　まえ、「私たちの道徳」を活動
　　内容に関連させたり、事前、
　　事後指導に活用したりする。
　→主に関連するページ
　　Ｐ.166～171、P.172～179など

家庭・地域社会との連携
○学校公開日や授業参観及び保護者会をはじめ、学校便りや道徳通信、ホームページ等を通して道徳教育について
　交流を図る。
○地域の諸行事への参加などを通して、生徒の健全育成と豊かな心を育てるための共通理解と相互連携を推進する。
　→道徳教育への共通理解を深め、相互連携を図るために、各種通信の発行や公開授業等の際に「私たちの道徳」を
　　活用する。

○自ら課題を見付け、学び、考え、主
　体的に判断して、よりよく問題を解
　決する資質や能力を育てる。
○学び方やものの考え方を身に付け、
　問題解決や探究活動を通して、自
　己の生き方を考えることができる
　ようにする。
　→課題をつかむための資料や、課
　　題の追究を深めたり広げたりす
　　るための資料などとして「私たち
　　の道徳」を柔軟に活用できるよ
　　うにする。
　→主に関連するページ
　　Ｐ.16～45、P.226～237など

総合的な学習の時間



4 
「
私
た
ち
の
道
徳
」
を
位
置
付
け
た
道
徳
教
育
の
全
体
計
画
の

　
 

別
葉

①
各
教
科
等
に
お
け
る
道
徳
教
育
に
か
か
わ
る
指
導
の
内
容
及
び

　時
期
を
整
理
し
た
も
の

②
道
徳
教
育
に
か
か
わ
る
体
験
活
動
や
実
践
活
動
の
時
期
等
が
一

　覧
で
き
る
も
の

③
道
徳
教
育
の
推
進
体
制
や
家
庭
や
地
域
社
会
等
と
の
連
携
の
た

　め
の
活
動
等
が
分
か
る
も
の

　平
成
二
十
年
の
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
お
い
て
、
道
徳
教
育

の
全
体
計
画
に
各
教
科
等
に
お
け
る
道
徳
教
育
に
関
わ
る
指
導
の

内
容
及
び
時
期
を
示
す
こ
と
が
新
た
に
求
め
ら
れ
た
。
一
覧
表
と

し
て
の
全
体
計
画
に
必
要
な
各
事
項
に
つ
い
て
文
章
化
し
た
り
、

具
体
化
し
た
り
し
た
別
葉
を
加
え
る
こ
と
で
、
教
育
活
動
全
体
を

通
じ
て
行
わ
れ
る
道
徳
教
育
を
意
図
的
、
計
画
的
に
展
開
す
る
こ

と
が
容
易
と
な
り
、
全
体
計
画
が
具
体
的
な
教
育
実
践
に
生
き
て

働
く
も
の
と
な
る
。

　学
習
指
導
要
領
解
説
道
徳
編
で
は
、
別
葉
と
し
て
、
次
の
例
が

示
さ
れ
て
い
る
。

　各
学
校
に
お
い
て
は
、
道
徳
教
育
推
進
教
師
を
中
心
と
し
た
協

力
体
制
と
共
通
理
解
の
下
、
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
様
々
な
別
葉

が
作
成
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
「
私
た
ち
の
道

徳
」
の
活
用
に
つ
い
て
も
別
葉
に
適
切
に
盛
り
込
む
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

⑴ 

道
徳
教
育
の
意
図
的
、
計
画
的
な
展
開

　道
徳
教
育
の
全
体
計
画
に
、
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
を
盛

り
込
ん
だ
別
葉
を
加
え
る
こ
と
で
様
々
な
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　例
え
ば
、
道
徳
教
育
の
全
体
計
画
に
は
、
学
校
や
地
域
の
実
態

に
応
じ
た
重
点
目
標
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
重
点
目
標
や
各
学

年
の
重
点
項
目
と
学
校
の
教
育
活
動
が
ど
の
よ
う
に
関
連
し
、
展

開
さ
れ
て
い
く
の
か
、
そ
の
際
、
「
私
た
ち
の
道
徳
」
を
ど
の
よ

う
に
活
用
す
る
の
か
な
ど
を
別
葉
に
お
い
て
示
す
こ
と
で
、
目
標

を
明
確
に
意
識
し
て
、
一
貫
し
た
指
導
方
針
の
下
、
「
私
た
ち
の

道
徳
」
を
効
果
的
に
活
用
し
な
が
ら
、
よ
り
重
点
的
、
具
体
的
な

指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　ま
た
、
各
教
科
等
に
お
け
る
学
習
と
道
徳
の
内
容
と
の
関
連
を

考
え
る
際
に
、
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
内
容
を
参
考
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
を
考
慮
し
な
が
ら
、
各

教
科
等
に
お
け
る
道
徳
教
育
に
関
わ
る
指
導
の
内
容
を
別
葉
に
示

す
こ
と
で
、
全
教
育
活
動
を
通
じ
た
意
図
的
、
計
画
的
な
道
徳
教

育
の
指
導
を
よ
り
具
体
的
に
構
想
し
、
実
践
に
生
か
す
こ
と
が
で

き
る
。

　さ
ら
に
は
、
家
庭
や
地
域
と
連
携
し
て
行
う
道
徳
教
育
の
活
動

や
、
家
庭
や
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用

の
方
法
等
を
示
し
た
別
葉
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
家
庭
や
地
域
と

の
共
通
理
解
を
図
り
つ
つ
、
よ
り
具
体
的
な
活
動
に
よ
っ
て
連
携

を
深
め
、
児
童
生
徒
の
豊
か
な
心
を
育
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

⑵ 

別
葉
を
作
成
す
る
こ
と
で
期
待
さ
れ
る
効
果

第１章●「私たちの道徳」の活用に当たって

総合的な
学習の時間

特別活動

学級活動 生徒会活動 学校行事

４
　
　
月

⑴ １－（３）
自主自律
『ネット将棋』
（「私たちの
道徳」P. 22～
31）

⑵ ２－（３）
真の友情
『違うんだよ、
健司』
（「私たちの
道徳」P.60～
65）

⑶ ３－（３）
良心のめざめ
『二人の弟子』
（「私たちの
道徳」P.120～
131）

道徳の時間 数　学

「正の数・負の
数」
正、負の加法・
減法の仕組み
を理解する。

１－（４）
真理を愛する

P.32～37

「郷土まち探
検」
自分たちが 住
む 郷土につい
て調べる探究
的な学習を行
う。

4－（８）
郷土の発展に
尽くした先人へ
の尊敬と感謝
の念

P.200～205

「１年生になっ
て」
目標の設定、学
級 組 織 づくり
をして、中学校
生活の充実を
図る。

１－（２）
目標に向かう
強い意志
４－（７）
学級・学 校の
一員としての自
覚

P.16～21、
P.194～199

「生徒会オリ
エンテーショ
ン」
生徒会の計画
や運営につい
て理解する。

４－（７）
学級・学 校の
一員としての自
覚

P.194～199

始業式、入学
式、身体測定、
健康診断

１－（１）
基本的な生活
習慣
１－（２）
目標に向かう
強い意志

P.10～15、
P.16～21

5 

「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
に
つ
い
て
示
し
た
道
徳
教
育
の
全
体
計
画
の
別
葉
の
例

⑴ 

道
徳
の
時
間
と
各
教
科
等
に
お
け
る
道
徳
教
育
に
関
わ
る
内
容
及
び
時
期
を
示
し
た
例

＊

　
　
　
　

  

は
、「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
に
関
す
る
箇
所

（第１学年）

（第３学年）

学
習
内
容

各
教
科
等

関
連
す
る
道
徳
の
内
容
項
目
「
私
た
ち
の
道
徳
」

二
　
他
の
人
と
の
関
わ
り

一
　
自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と

故郷（９月）

敬語（５月）

⑴望ましい
生活習慣、健
康、節度

⑵希望、勇気、
強い意志

⑶自主・自律、
誠実、責任

⑷ 真 理 愛 、
理想の実現

⑸向上心、個
性の伸長、充
実した生き方

⑴礼儀

⑵人間愛、思
いやり

⑶信頼、友情

国語
教科等

道徳の内容
社会 保健体育

自由権、社会
権、社会の変
化と「新しい
人権」（９月）

田中正造
（４月）

世 界 の 平 和
のために（12
月）、よりよい
地 球 社 会 の
ために（１月）

運動、食生活、
休 養と睡 眠 、
生活習慣病と
健康（５月）

喫煙、飲酒、
薬物乱用と
健康（６月）

性感染症と
その予防
（９月）

器械運動
（10月）

集団行動
（４月）

ダンス
（11月）

総合的な
学習の時間

総合発表会
（12月）

生き方を考
える（10－12
月）

特別活動

学級開き・組
織づくり（４・
10月）、生徒
総会議案審議
（５・１月）

目 標 づくり
（４・10月）、
二学期に向
けて（７月）

学 校祭（９
月）

道徳の時間

すてる思考
の 整 理 学
（５月）

メッセージ
〈松井秀喜〉
（４月）

ネット将 棋
（９月）

『忘れ残り
の 記 』より
（７月）

メッセージ
〈山中伸弥〉
（10月）

Ｖサイン
（４月）

賢者の贈り
物（12月）

嵐の後に
（11月）

「私たちの道徳」
（活用ページ）資料

導入P.10
終末P.13

導入P.16
終末P.17

導入P.22～23
終末P.26

導入P.32
終末P.35

導入P.38～40
終末P.41

導入P.48～49
終末P.53

導入P.54～55
終末P.56

導入P.60～61
終末P.62

25 24



第１章●「私たちの道徳」の活用に当たって

⑵ 
各
教
科
等
に
お
け
る
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
方
針
の
例

⑶ 

各
教
科
等
に
お
け
る
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
計
画
の
例

⑴

　各
教
科
の
学
習
内
容
と
の
関
連
で
活
用
す
る

　●
国
語
科
（
四
十
八
か
ら
五
十
三
、
六
十
か
ら
八
十
一
、
二
〇
六
か
ら
二
一
三
ペ
ー
ジ
）

　
　伝
え
合
う
力
を
高
め
、
言
語
感
覚
を
豊
か
に
す
る
こ
と
は
、
相
手
の
立
場
や
考
え
を

　尊
重
し
、
感
性
や
情
操
を
豊
か
に
し
、
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
に

　つ
な
が
る
。
ま
た
、
国
語
を
尊
重
す
る
態
度
を
育
て
る
こ
と
は
、
我
が
国
の
文
化
や
伝

　統
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　●
社
会
科

（
二
十
二
か
ら
三
十
一
、
一
三
二
か
ら
一
六
五
、
一
七
二
か
ら
一
七
九
、
二
一
四
か
ら
二
二
九
ペ
ー
ジ
）

　
　社
会
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
民
主
的
平
和
的
な
国
家
・
社
会
の
一
員
と
し
て
責
任

　の
あ
る
行
動
が
と
れ
る
た
め
の
公
民
的
資
質
を
養
う
こ
と
は
、
人
間
と
し
て
の
生
き
方

　を
追
求
す
る
道
徳
教
育
と
大
き
な
関
連
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

　●
数
学
科
（
三
十
二
か
ら
三
十
七
ペ
ー
ジ
）

　
　事
象
を
数
理
的
に
考
察
す
る
能
力
を
高
め
、
数
学
的
な
見
方
や
考
え
方
の
よ
さ
を
知

　り
、
そ
れ
ら
を
進
ん
で
活
用
す
る
態
度
を
育
て
る
こ
と
は
、
筋
道
を
立
て
て
考
え
る
能

　力
を
育
て
、
道
徳
的
判
断
力
の
育
成
に
も
資
す
る
も
の
で
あ
る
。

　●
理
科
（
十
か
ら
十
五
、
一
〇
二
か
ら
一
一
三
ペ
ー
ジ
）

　
　科
学
的
に
調
べ
る
能
力
と
態
度
の
育
成
や
生
物
学
的
な
見
方
や
考
え
方
は
、
道
徳
的

　判
断
力
の
育
成
や
心
情
の
涵
養
と
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。

　●
音
楽
科
（
一
一
四
か
ら
一
三
一
ペ
ー
ジ
）

　
　音
楽
を
愛
好
す
る
心
情
や
音
楽
に
対
す
る
感
性
は
、
美
し
い
も
の
や
崇
高
な
も
の
を

　尊
重
す
る
心
に
通
じ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
豊
か
な
情
操
を
養
う
こ
と
に
つ
な

　が
る
。

　●
美
術
科
（
一
一
四
か
ら
一
一
九
ペ
ー
ジ
）

　
　美
術
の
創
造
活
動
の
喜
び
を
味
わ
い
美
術
を
愛
好
す
る
心
情
を
育
て
、
心
豊
か
な
生

　活
を
創
造
し
て
い
く
意
欲
や
態
度
を
育
て
る
こ
と
や
、
美
術
の
基
礎
的
能
力
を
伸
ば
し
、

　豊
か
な
情
操
を
養
う
こ
と
は
、
道
徳
性
の
基
礎
を
養
う
こ
と
に
な
る
。

　●
保
健
体
育
科

　（
十
か
ら
十
五
、
六
十
六
か
ら
八
十
一
、
一
〇
二
か
ら
一
一
三
、
一
六
六
か
ら
一
七
一
ペ
ー
ジ
）

　
　健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
の
実
践
力
の
育
成
と
体
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
や
、
生
命

　の
誕
生
や
心
身
の
成
長
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
明
る
く
豊
か
な
生
活
を
営
む
態
度
を
育

　成
す
る
。

　●
技
術
・
家
庭
科

（
十
か
ら
十
五
、
六
十
六
か
ら
八
十
一
、
一
〇
二
か
ら
一
一
三
、
一
四
八
か
ら
一
五
九
、
一
七
二
か
ら
一
九
三
ペ
ー
ジ
）

　
　家
庭
生
活
を
営
ん
で
い
く
基
礎
的
知
識
を
学
び
、
進
ん
で
生
活
を
工
夫
し
創
造
す
る

　能
力
と
実
践
的
な
態
度
を
育
て
る
こ
と
は
、
自
分
の
生
き
方
を
考
え
、
生
活
を
よ
く
し

　よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
り
、
道
徳
教
育
の
基
本
で
あ
る
。

　●
外
国
語
科
（
四
十
八
か
ら
五
十
、
二
〇
六
か
ら
二
二
七
ペ
ー
ジ
）

　
　言
語
や
い
ろ
い
ろ
な
国
・
地
域
の
慣
習
や
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
は
、

　豊
か
な
人
間
関
係
を
築
い
て
い
く
上
で
必
要
な
も
の
で
あ
る
。

⑵

　道
徳
の
時
間
に
活
用
す
る

　①
導
入
段
階
の
題
材
と
し
て
…
…
写
真
や
文
な
ど
を
用
い
て
、
主
題
へ
の
関
心
を
高
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　る
。

　②
展
開
段
階
の
中
心
的
な
資
料
と
し
て
…
…
読
み
物
資
料
な
ど
を
活
用
し
て
道
徳
的
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　値
に
つ
い
て
考
え
、
話
し
合
う
。

　③
展
開
段
階
の
補
助
的
な
資
料
と
し
て
…
…
参
考
資
料
と
し
て
情
報
を
得
、
内
容
を
深

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　め
る
。

　④
生
徒
が
体
験
を
想
起
す
る
と
き
に
…
…
記
入
内
容
に
つ
い
て
発
表
し
合
い
、
体
験
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　基
に
、
価
値
の
自
覚
を
深
め
る
。

　⑤
終
末
段
階
の
題
材
と
し
て
…
…
学
習
し
た
こ
と
を
明
確
に
し
、
考
え
を
ま
と
め
る
。

　⑥
事
前
や
事
後
に
…
…
学
習
に
つ
な
が
る
問
い
掛
け
や
、
発
展
的
な
問
い
掛
け
を
す
る
。

⑶

　特
別
活
動
の
各
内
容
と
関
連
さ
せ
て
活
用
す
る

（
六
十
か
ら
九
十
五
、
一
六
〇
か
ら
一
七
一
、
一
九
四
か
ら
一
九
九
ペ
ー
ジ
）

　
　学
級
活
動
で
は
、
学
級
集
団
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
の
下
に
、
学
級
や
学
校
の
生
活

　の
充
実
と
向
上
に
関
す
る
活
動
を
行
う
。
生
徒
会
活
動
で
は
、
学
校
生
活
の
充
実
や
改

　善
向
上
を
図
る
た
め
に
、
生
徒
に
よ
る
自
発
的
、
自
治
的
な
活
動
を
展
開
す
る
。
ま
た
、

　学
校
行
事
に
お
い
て
は
全
校
や
学
年
を
単
位
と
し
て
、
学
校
生
活
の
充
実
と
発
展
に
資

　す
る
体
験
的
な
活
動
を
行
う
。

⑷

　総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
動
機
付
け
や
自
己
の
生
き
方
を
考
え
る
際
な
ど
に
活
用
す
る

（
三
十
二
か
ら
三
十
七
、
一
四
八
か
ら
一
七
九
、
二
〇
六
か
ら
二
二
九
ペ
ー
ジ
）

　
　総
合
的
な
学
習
の
時
間
は
、
地
域
や
学
校
の
実
態
に
応
じ
て
、
例
え
ば
国
際
理
解
、

　情
報
、
環
境
、
福
祉
・
健
康
な
ど
の
横
断
的
・
総
合
的
な
課
題
や
生
徒
の
興
味
・
関
心

　に
基
づ
く
課
題
に
つ
い
て
の
学
習
活
動
を
行
う
。

４

５～７

８～９

10～15

16～21

22～27

28～31

32～37

38～43

44～45

46～47

48～53

54～59

60～65

66～71

72～77

78～81

82～87

88～93

94～95

８

10

16

22

32

38

46

48

54

60

66

72

82

この本の使い方

今の私

自分を見つめ伸ばして

調和のある生活を送る

目標を目指しやり抜く強い意志を

自分で考え実行し責任をもつ

読み物資料「ネット将棋」（２年）

真理・真実・理想を求め人生を切り拓く

自分を見つめ個性を伸ばす

自分を深く見つめて

人と支え合って

礼儀の意味を理解し適切な言動を

温かい人間愛の精神と思いやりの心を

励まし合い高め合える生涯の友を

異性を理解し尊重して

認め合い学び合う心を

読み物資料「言葉の向こうに」（３年）

人々の善意や支えに応えたい

読み物資料「帰郷」（２年）

支え合い共に生きる

○自分を見つめ伸ばして

・調和のある生活を送る

・目標を目指しやり抜く強い意志を

・自分で考え実行し責任をもつ

・真理・真実・理想を求め人生

　を切り拓く

・自分を見つめ個性を伸ばす

○人と支え合って

・礼儀の意味を理解し適切な言

　動を

・温かい人間愛の精神と思いや

　りの心を

・励まし合い高め合える生涯の友

　を

・異性を理解し尊重して

・認め合い学び合う心を

・人々の善意や支えに応えたい

１－（１）

１－（２）

１－（３）

１－（３）

１－（４）

１－（５）

２－（１）

２－（２）

２－（３）

２－（４）

２－（５）

２－（５）

２－（６）

２－（６）

１－（１）

１－（２）

１－（３）

１－（４）

１－（５）

２－（１）

２－（２）

２－（３）

２－（４）

２－（５）

２－（６）

健康

目標

責任

進路

長所短所

友情

男女理解

様々な考え

感謝

理・保・家

国

国・美

社・保

家・社

国

国

長期休業日の前後

学年始め、学期始め

諸問題の解決

進路学習

家庭での話合い

職場体験活動前後

ボランティア活動前後

友達との関わりに関する

学習

男女理解を深める学習

討論活動

家庭での話合い

職場体験
活動

ボランティ
ア活動

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ページ タイトル（読み物資料活用学年）

ページ 内容項目 特別活動 総合的な
学習の時間 教科 活用場面例

内容項目 教科等との関連
国 社 数 理 音 美 体 技 外 特 総

27 26
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第１章●「私たちの道徳」の活用に当たって

4 
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
を
促
す
「
道
徳
の
時
間
の
年
間
指
導
計
画
」

１ 

「
私
た
ち
の
道
徳
」
を
位
置
付
け
た
道
徳
の
時
間
の
年
間
指
導

　

 

計
画

　「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
に
当
た
っ
て
は
、
道
徳
の
時
間
の

年
間
指
導
計
画
に
「
私
た
ち
の
道
徳
」
を
位
置
付
け
る
な
ど
し
て
、

活
用
場
面
や
活
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
学
校
内
で
共
通
理
解
を
図
っ

て
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　「
私
た
ち
の
道
徳
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
読
み
物
資
料
、
コ
ラ

ム
や
格
言
、
書
き
込
み
欄
な
ど
に
つ
い
て
は
、
道
徳
の
時
間
の
中

心
的
な
資
料
と
し
て
活
用
し
た
り
、
学
習
指
導
過
程
の
一
部
で
活

用
し
た
り
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
内
容
等
に
応
じ
て
、
発

達
の
段
階
を
考
慮
し
て
計
画
的
に
活
用
し
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
。

　な
お
、
「
私
た
ち
の
道
徳
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
内
容
等
は
、

三
学
年
で
割
り
振
っ
て
活
用
す
る
も
の
や
、
三
学
年
繰
り
返
し
て

活
用
す
る
も
の
な
ど
を
学
年
間
で
協
議
し
た
り
、
共
通
理
解
を
図
っ

た
り
し
て
計
画
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　ま
た
、
「
私
た
ち
の
道
徳
」
を
よ
り
効
果
的
に
活
用
し
て
い
く

た
め
に
、
活
用
状
況
等
を
振
り
返
っ
て
、
年
間
指
導
計
画
を
見
直

し
、
工
夫
・
改
善
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
読
み
物
資
料
等
を
三
学
年
の
う
ち
の
ど

の
学
年
で
活
用
す
る
の
か
を
三
学
年
間
で
検
討
し
、
各
学
年
の
年

間
指
導
計
画
に
位
置
付
け
る
。
ま
た
、
三
年
間
を
見
通
し
た
重
点

　学
習
指
導
要
領
解
説
道
徳
編
に
は
、
年
間
指
導
計
画
に
明
記
し

て
お
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
内
容
と
し
て
、
次
の
内
容
が
示
さ
れ
て

い
る
。

⑴ 
共
通
理
解
の
下
、
見
通
し
を
も
っ
て
計
画
を
立
て
る

2 

道
徳
の
時
間
の
年
間
指
導
計
画
に
「
私
た
ち
の
道
徳
」
を
位
置

　

 

付
け
る
際
の
配
慮
事
項

（
１
）
各
学
年
の
基
本
方
針

（
２
）
各
学
年
の
年
間
に
わ
た
る
指
導
の
概
要

　ア

　指
導
の
時
期

　イ

　主
題
名

　

　ウ

　ね
ら
い

　

　エ

　資
料

　

　オ

　主
題
構
成
の
理
由

　カ

　展
開
の
大
要
及
び
指
導
の
方
法

　キ

　他
の
教
育
活
動
等
に
お
け
る
道
徳
教
育
と
の
関
連

　

　ク

　そ
の
他
（
保
護
者
や
地
域
の
人
々
の
参
加
・
協
力
の
計
画
等
）

的
指
導
や
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
共

通
理
解
を
図
っ
て
計
画
に
位
置
付
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　三
年
間
の
見
通
し
を
も
っ
て
「
私
た
ち
の
道
徳
」
を
位
置
付
け

る
こ
と
、
ま
た
、
計
画
的
に
扱
う
こ
と
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、

学
級
の
実
態
や
学
級
担
任
の
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
弾
力
的
な
取
扱

い
も
考
え
ら
れ
る
。

　学
級
の
実
態
等
に
応
じ
て
計
画
を
変
更
す
る
場
合
に
は
、
学
校

内
で
の
共
通
理
解
を
図
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

⑵ 

計
画
の
弾
力
的
な
取
扱
い
に
つ
い
て
配
慮
す
る

　指
導
の
ね
ら
い
及
び
内
容
に
基
づ
い
て
、
「
私
た
ち
の
道
徳
」

を
効
果
的
に
生
か
し
た
指
導
、
各
教
科
等
と
の
関
連
を
図
っ
た
指

導
、
道
徳
的
実
践
に
生
か
す
指
導
、
発
達
の
段
階
に
応
じ
た
指
導

⑷ 

計
画
に
多
様
な
指
導
方
法
を
取
り
入
れ
る

　年
間
指
導
計
画
が
一
層
効
果
的
に
機
能
す
る
た
め
に
は
、
実
践

の
振
り
返
り
に
基
づ
き
、
年
間
指
導
計
画
の
評
価
と
改
善
を
行
う

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
年
間
指
導
計
画
に
は
、
「
私
た
ち
の
道

徳
」
の
活
用
状
況
や
活
用
を
通
し
て
気
付
い
た
こ
と
な
ど
を
書
き

込
む
欄
を
設
け
る
な
ど
し
て
、
年
間
指
導
計
画
の
評
価
と
工
夫
・

改
善
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　改
善
に
当
た
っ
て
は
、
校
内
研
修
や
学
年
会
等
で
、
「
私
た
ち

の
道
徳
」
の
活
用
の
仕
方
に
つ
い
て
情
報
交
換
や
研
修
等
を
行
っ

た
り
、
道
徳
教
育
推
進
教
師
や
学
年
主
任
等
が
他
の
教
師
に
指

導
・
助
言
を
し
た
り
し
て
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
効
果
的
な
活
用

に
つ
い
て
の
研
鑽
を
深
め
、
よ
り
よ
い
改
善
を
図
っ
て
い
く
よ
う

に
し
た
い
。

⑶ 

計
画
の
工
夫
・
改
善
を
図
る

な
ど
に
つ
い
て
多
様
な
指
導
方
法
を
取
り
入
れ
た
計
画
に
な
る
よ

う
に
工
夫
す
る
。

①
校
長
の
方
針
の
下
、
道
徳
教
育
推
進
教
師
を
中
心
に
し

　て
、
主
題
の
設
定
や
配
列
、
活
用
す
る
資
料
等
に
つ
い

　て
三
学
年
間
で
協
議
し
た
り
、
共
通
理
解
を
図
っ
た
り

　す
る
。

　

②
年
間
指
導
計
画
に
「
私
た
ち
の
道
徳
」
を
位
置
付
け
る
際

　の
配
慮
事
項
等
に
即
し
て
、
各
学
年
等
で
年
間
指
導
計
画

　を
作
成
す
る
。

③
作
成
し
た
年
間
指
導
計
画
に
つ
い
て
の
共
通
理
解
を
図

　る
。

④
各
学
級
で
は
、
年
間
指
導
計
画
に
基
づ
い
た
授
業
実
践

　を
行
う
。
計
画
に
つ
い
て
は
、
学
級
の
実
態
や
学
級
担

　任
の
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
柔
軟
な
扱
い
も
大
切
に
す
る
。

　ま
た
、
実
践
後
は
、
気
付
い
た
点
や
変
更
し
た
点
な
ど

　を
計
画
に
記
し
て
お
く
。

⑤
学
期
ご
と
な
ど
に
年
間
指
導
計
画
の
実
施
状
況
等
に
つ

　い
て
振
り
返
り
、
共
通
理
解
を
図
っ
た
り
、
今
後
の
工

　夫
・
改
善
に
生
か
し
た
り
す
る
。

●
年
間
指
導
計
画
に
「
私
た
ち
の
道
徳
」
を
位
置
付
け
、

　活
用
し
、
工
夫
・
改
善
を
図
る
取
組
〔
例
〕

け
ん  

さ
ん
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第１章●「私たちの道徳」の活用に当たって

3
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
に
つ
い
て
示
し
た
道
徳
の
時
間
の
年
間
指
導
計
画
の
例

⑴ 
主
題
等
一
覧
に「
私
た
ち
の
道
徳
」の
活
用
に
つ
い
て
示
し
た
例

⑵ 

展
開
の
大
要
の
欄
に
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
に
つ
い
て
示

　 

し
た
例

国際理解 ４－（10） 国際的視野に立って
人類の幸福に貢献し
ようとする態度を養
う。

P.217を終末で活用
する。P.219を読む。

１

生命尊重 ３－（１） 生命の尊さを理解し、
かけがえのない生命
を精一杯生きようと
する意欲を培う。

P.103、P.105を終末
で活用する。

２

３

１

２

きまりを守
る

４－（１） 誠実に実行し、その
結果に責任をもとう
とする態度を育てる。

P.134～137を終末で
活用する。

２

月 週 主題名 内容項目

海と空
―樫野の人々―

キミばあちゃん
の椿

二通の手紙

責任ある
行動

１－（３） 自ら判断しなくては
ならない状況のとき
に、自ら考え責任をも
って自主的に行動し
ようとする態度を育
てる。

P.22～23を導入で活
用する。

裏庭での出来
事

家族愛 ４－（６） 父母や祖父母に深い
愛情をもって育てら
れたことを自覚し、家
族に対する敬愛の念
を深める。

P.182～183を終末で
活用する。

一冊のノート

資料名 「私たちの道徳」の活用
（読み物資料を除く）ねらい

期日

資料名

《授業についての生徒アンケート》

成果と課題

今日の道徳授業はためになった。
自分の思いや考えをもち、振り返ることができた。
資料がよかった。

％
％
%

％
％
%

％
％
%

％
％
%

あてはまる あてはまらないややあてはまる あまりあてはまらない

ねらい

「ネット将棋」（私たちの道徳）

「私たちの道徳」
の活用

主題名 自主自律　内容項目１－（３）

○○月○○日（○）

誠実に実行し、その結果に責任をもとうとする態度を養う。

他の教育活動
等との関連 学級活動（自己理解と生活設計）

展
開
の
大
要

○一手一手に考え込んでいるふりをして、徹底的に時間稼ぎをし
　ている僕はどのようなことを考えているのだろう。
○どう考えて、僕はネット将棋でいきなりログアウトしたのだろう。
◎敏和のツッコミに明子と智子は笑ったが、僕が笑えなかったの
　は、どのようなことを考えているからだろう。

１

P．22～27「自分で考え実行し責任をもつ」を活用し、誠実に他者に
接することの大切さについて考える。

⑶ 

重
点
内
容
に
関
す
る
年
間
指
導
計
画
に
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の

　 

活
用
に
つ
い
て
示
し
た
例

⑷ 

「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
読
み
物
資
料
活
用
一
覧
の
例

情報モラル 技術分野、学級
活動、総合的な
学習の時間、道
徳

○コンピュータ、携帯電話などの適切な
　使い方について学習する。
○情報モラルについて講演を開催する。

いじめの問題
への対応

生徒会活動、学
級活動、総合的
な学習の時間、
道徳

○生徒会が中心になり、いじめ撲滅の
　ためのスローガンを掲げ、全校生徒
　に呼び掛ける。
○人間関係づくりの活動に学級で取り
　組む。

６

10

１

我が国の伝統
文化

社会科、学級活
動、総合的な学
習の時間、道徳

○地域巡り等を行って、地域のよさや地
　域の歴史について学習する。
○社会科の時間に地域の歴史、文化に
　ついて学ぶ。
○道徳の時間に我が国の伝統と文化に
　ついての考えを深める。

月 重点内容 取り組む教科等、
行事

P．226～229

P．230～237

P．206～211

具体的な取組
「私たちの道徳」

対応ページ

１－（３）
【責任・誠実】
ネット将棋

自分で考え、実行し責任をもつ態度
を育てる。

情報モラル

内容項目【主題名】
「私たちの道徳」資料名 ねらい 他の教育活動等との関連

対象学年
１年 ２年 ３年

４月

９月

１月

10 月

２－（５）
【認め合う心】
言葉の向こうに

立場を尊重し、多様な見方や考え方
があることを理解し、寛容な心をもと
うとする態度を育てる。

学級活動、生徒会活動、情報モ
ラル、いじめの問題５月

２－（６）【感謝】
帰郷

多くの人に支えられ、それに感謝す
る態度を育てる。

社会科、家庭分野

３－（１）
【生命尊重】
キミばあちゃんの椿

生命の尊さを理解し、かけがえのな
い生命を精一杯生きようとする意欲
を培う。

理科、家庭分野、総合的な学習
の時間２月

12 月

１月

９月

３－（３）
【人間の気高さ】
二人の弟子

自己の弱さ醜さと向き合い、それを克
服することで誇りある生き方に近づく
態度を育成する。

４－（１）
【規則の意義】
二通の手紙

誠実に実行し、その結果に責任をも
とうとする態度を育てる。

公民的分野、校外学習でのルー
ル

４－（２）
【住みやすい社会】
鳩が飛び立つ日
―石井筆子―

社会全体に目を向け、よりよい社会
の実現に努めようとする意欲を育て
る。

公民的分野、家庭分野、生徒会
活動、ボランティア活動、地域で
の職場体験活動

４－（６）【家族愛】
一冊のノート

家族の有り難さに気付き、家族との
関わりを通し、充実した家庭生活を
築く意欲を育てる。

家庭分野、学級活動、保護者会

４－（10）【国際理解】
海と空―樫野の人々―

日本人としての自覚をもち、世界に貢
献する態度を育てる。

外国語科、総合的な学習の時間

＊

　
　
　
　

  

は
、「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
に
関
す
る
箇
所

＊

　
　
　
　

  

は
、「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
に
関
す
る
箇
所

＊

　
　
　
　

  

は
、「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
に
関
す
る
箇
所

＊

　
　
　
　

  

は
、「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
に
関
す
る
箇
所

31 30
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中
学
校

第
二
章

　「私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
事
例

■
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
内
容
の
構
成

■
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
内
容
の
構
成

小
学
校
一
・
二
年

　
　
　【
内
容
項
目
数

　16
】

小
学
校
三
・
四
年

　
　
　【
内
容
項
目
数

　18
】

小
学
校
五
・
六
年

　
　
　【
内
容
項
目
数

　22
】

中
学
校

　
　
　【
内
容
項
目
数

　24
】

自
分
を
見
つ
め
て

 
【
内
容
項
目
数

　４
】

人
と
と
も
に

 

【
内
容
項
目
数

　４
】

い
の
ち
に
ふ
れ
て

 

【
内
容
項
目
数

　３
】

み
ん
な
と
と
も
に

 

【
内
容
項
目
数

　５
】

■
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
け
い

　帯
電
話
な
ど
を
ど
の
よ

　う
に
使
え
ば
よ
い
の
で

　し
ょ
う
か

●
道
徳
で
学
習
し
た
こ
と
を
書

　き
ま
し
ょ
う

●
道
徳
の
時
間
に
学
習
し
た
こ

　と

●
自
分
を
見
つ
め
豊
か
に
生
き

　る
●
道
徳
の
時
間
に
学
習
し
た
こ

　と

●
道
徳
の
時
間
に
感
じ
た
こ
と
、

　考
え
た
こ
と

●
私
が
出
会
っ
た
言
葉
、
心
に

　響
い
た
あ
の
ひ
と
言
／
家
族

　か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

●
今
の
私

自
分
を
高
め
て

 

【
内
容
項
目
数

　５
】

人
と
関
わ
っ
て

 

【
内
容
項
目
数

　４
】

命
を
感
じ
て

 

【
内
容
項
目
数

　３
】

み
ん
な
と
関
わ
っ
て

 
【
内
容
項
目
数

　６
】

■
情
報
社
会
に
生
き
る
私

　た
ち

自
分
を
み
が
い
て

 

【
内
容
項
目
数

　６
】

人
と
つ
な
が
っ
て

 

【
内
容
項
目
数

　５
】

命
を
い
と
お
し
ん
で

 

【
内
容
項
目
数

　３
】

み
ん
な
と
つ
な
が
っ
て

 

【
内
容
項
目
数

　８
】

■
情
報
社
会
の
光
と
影

■
あ
な
た
の
身
近
に
い
じ

　め
は
あ
り
ま
す
か

自
分
を
見
つ
め
伸
ば
し
て

 

【
内
容
項
目
数

　５
】

人
と
支
え
合
っ
て

 

【
内
容
項
目
数

　６
】

生
命
を
輝
か
せ
て

 

【
内
容
項
目
数

　３
】

社
会
に
生
き
る
一
員
と
し
て

 

【
内
容
項
目
数

　10
】

１
主
と
し
て
自
分
自
身

　に
関
す
る
こ
と

２
主
と
し
て
他
の
人
と

　の
関
わ
り
に
関
す
る

　こ
と

３
主
と
し
て
自
然
や
崇

　高
な
も
の
と
の
関
わ

　り
に
関
す
る
こ
と

４
主
と
し
て
集
団
や
社

　会
と
の
関
わ
り
に
関

　す
る
こ
と

　特
設
ペ
ー
ジ

ス
タ
ー
ト
ペ
ー
ジ

　ま
と
め
の
ペ
ー
ジ

●
こ
の
本
の
つ
か
い
方

●
あ
な
た
の
こ
と
を
教
え
て
ね

●
こ
の
本
の
使
い
方

●
こ
れ
が
今
の
私

●
こ
の
本
の
使
い
方

●
今
の
私

●
こ
の
本
の
使
い
方

●
自
分
の
こ
と
を
書
い
て
み
よ
う



　十
三
ペ
ー
ジ
の
書
き
込
み
欄
を
活
用
し
て
、
自
分
自
身
の
生
活

習
慣
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
上
で
、
授
業
に
臨
む
こ
と
が
で
き
る
。

「
人
物
探
訪
」
で
は
、
香
川
綾
の
「
健
康
」
に
対
す
る
考
え
や
取

組
か
ら
、
調
和
の
あ
る
生
活
の
重
要
性
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

①
十
二
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
を
見
て
、
十
三
ペ
ー
ジ
の
生
活
習
慣 

　チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
、
自
ら
の
生
活
を
振
り
返
る
。

②
十
二
ペ
ー
ジ
下
段
の
書
き
込
み
欄
に
、
大
切
に
し
て
い
る
生
活

　習
慣
や
改
善
し
た
い
生
活
習
慣
を
記
入
し
、
発
表
す
る
。

③
十
四
ペ
ー
ジ
の
「
人
物
探
訪
」
を
読
み
、
「
食
は
生
命
な
り
」

　と
い
う
言
葉
に
込
め
ら
れ
た
思
い
に
つ
い
て
考
え
る
。

④
「
食
事
日
記
」
を
な
ぜ
生
涯
書
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
か

　を
話
し
合
う
。

⑤
自
分
自
身
の
生
活
を
振
り
返

　り
、
今
後
に
向
け
て
調
和
の

　あ
る
生
活
を
送
る
た
め
の
ス

　ロ
ー
ガ
ン
を
決
め
、
十
三
ペ
ー 

　ジ
の
書
き
込
み
欄
に
記
入
す

　る
。

■
道
徳
の
時
間

　ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
建
国
の
た
め
に
活
躍
し
た
政
治
家
で
あ
る
。
ま
た
、
凧
を
用
い
た
実
験
で
雷
が

電
気
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
科
学
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
理
想
と
す
る
生
き
方
を
実
行
す
る
た
め
に
自
ら
ま
と
め
た
十
三
の
徳

目
を
実
践
し
た
。
十
五
ペ
ー
ジ
の
言
葉
に
あ
る
「
豊
か
」
は
、
原
文
で
は
「

　
　
　
　」
と
い
う
単
語
で
、
こ
の
語
に
は
「
富
裕
な
」
と

い
う
意
味
も
含
ま
れ
る
。
原
文
を
外
国
語
科
の
時
間
に
紹
介
す
る
な
ど
し
て
、
指
導
の
関
連
を
図
る
こ
と
も
で
き
る
。

◆
こ
の
人
の
ひ
と
言

 

「
早
寝
早
起
き
は
、
人
を
健
康
で
豊
か
で
賢
明
に
す
る
。
」

◆
人
物
探
訪
〈
香
川 

綾
〉

 

「
健
康
な
人
間
を
つ
く
る
こ
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　医
学
の
役
目
で
は
な
い
か
」

3 

活
用
場
面
例

１ 

こ
の
内
容
項
目
の
ペ
ー
ジ
の
特
徴

2 

活
用
の
ポ
イ
ン
ト

　心
身
の
健
康
は
、
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
の
欠
か
せ
な
い
要
素

で
あ
る
。
本
内
容
項
目
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
節
度
と
調
和

の
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
が
心
身
の
健
康
を
維
持
し
て
い
く
上
で
重

要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
十
二

ペ
ー
ジ
の
小
学
六
年
生
と
、
中
学
三
年
生
の
基
本
的
生
活
習
慣
を
比

較
し
た
グ
ラ
フ
で
は
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
向
け
て
の
動
機
付
け
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
。

　さ
ら
に
、
「
人
物
探
訪
」
で
は
、
「
病
気
に
な
ら
な
い
健
康
な
人

間
を
つ
く
る
」
こ
と
も
医
学
の
役
目
と
考
え
た
香
川
綾
の
考
え
方
を

通
し
て
、
健
康
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

1－（1）

P.１０～１５

１ 
自
分
を
見
つ
め
伸
ば
し
て

　
 

⑴ 
調
和
の
あ
る
生
活
を
送
る

　十
四
ペ
ー
ジ
の
「
人
物
探
訪
」
を
読
み
、
生
活
の
中
で
食
事
が

果
た
す
役
割
や
健
康
に
よ
い
食
習
慣
、
栄
養
素
の
種
類
と
働
き
、

中
学
生
に
必
要
な
栄
養
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
す

る
。

　香
川
綾
は
夫
の
昇
三
と
と
も
に
、
昭
和
初
期
、
胚
芽
米
が
ビ
タ

ミ
ン
B
を
多
く
含
み
脚
気
の
予
防
に
効
果
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。

　病
気
に
な
ら
な
い
健
康
な
人
間
を
つ
く
る
こ
と
も
医
学
の
役
目

で
あ
る
と
し
て
、
食
品
の
栄
養
、
調
理
方
法
を
詳
細
に
研
究
、
記

録
を
続
け
、
食
品
摂
取
の
目
安
と
な
る
「
四
群
点
数
法
」
を
考
案

し
た
。
昭
和
十
年
に
発
刊
し
た
月
刊
『
栄
養
と
料
理
』
は
現
在
も

発
行
さ
れ
て
い
る
。

　昭
和
十
二
年
に
女
子
栄
養
学
園
を
創
設
。
学
園
が
昭
和
二
十
年

四
月
の
空
襲
で
焼
失
し
た
後
、
終
戦
ま
で
は
群
馬
県
へ
学
校
が
疎

開
。
こ
の
間
の
過
労
か
ら
、
昇
三
は
急
逝
す
る
。

　綾
は
、
二
人
で
目
指
し
た
栄
養
学
へ
の
熱
い
思
い
を
引
き
継
ぎ
、

戦
後
、
埼
玉
県
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
建
設
し
、
日
本
の
栄
養
学
の
普

及
発
展
に
貢
献
し
た
。

望
ま
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
、
心
身
の
健
康
の
増
進
を
図
り
、

節
度
を
守
り
節
制
に
心
掛
け
調
和
の
あ
る
生
活
を
す
る
。

P.13

　本
内
容
項
目
は
、
理
科
や
保
健
体
育
科
、
技
術
・
家
庭
科
な
ど

の
教
科
と
の
関
連
が
深
く
、
様
々
な
場
面
で
の
活
用
が
考
え
ら
れ

る
。　書

き
込
み
欄
以
外
に
も
、
例
え
ば
「
健
康
ノ
ー
ト
」
な
ど
を
作

り
、
生
活
習
慣
を
日
常
的
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
な
ど
の
工
夫
を
促
す

こ
と
も
で
き
る
。
節
度
と
調
和
の
あ
る
生
活
の
積
み
上
げ
に
よ
っ

て
、
心
身
の
健
康
が
増
進
さ
れ
、
健
や
か
で
豊
か
な
人
生
が
送
れ

る
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
と
も
に
、
自
分
自
身
の
生
活
を
振
り

返
っ
て
、
望
ま
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
よ
う
と
す
る
態
度
を

育
み
た
い
。

■
技
術
・
家
庭
科
（
家
庭
分
野
）

　十
一
ペ
ー
ジ
の
「
心
と
体
の
健
康
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
」
を

活
用
し
、
各
教
科
、
特
別
活
動
、
道
徳
の
時
間
な
ど
で
学
ん
だ
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
家
の
人
と
話
し
合
い
な
が
ら
、
書
き
込
み
欄
に

記
入
す
る
。

■
家
庭
と
の
連
携

　十
二
・
十
三
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
、
食
事
、
運
動
、
休
養
及
び
睡

眠
の
調
和
の
と
れ
た
生
活
を
継
続
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
、
適
切
な
運
動
に
よ
る
発
汗
や
気
分
転
換

は
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
も
有
効
で
あ
る
。
具
体
的
な
生
活
習

慣
の
改
善
に
結
び
付
く
よ
う
に
健
康
な
生
活
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
て
い
き
た
い
。

■
保
健
体
育
科
（
保
健
分
野
）

１

w
ealthy

 

E
arly

 to b
ed

 and
 early

 to rise m
akes a m

an
 healthy, w

ealthy
 and

 w
ise.

か
っ   

け

た
こ

は
い    

が 
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事 

例



　二
十
ペ
ー
ジ
の
松
井
秀
喜
氏
の
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
や
二
十
一
ペ
ー

ジ
の
「
こ
の
人
の
ひ
と
言
」
を
活
用
し
て
、
着
実
に
や
り
抜
く
強

い
意
志
を
も
つ
た
め
に
大
切
な
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
。

①
自
分
の
夢
や
目
標
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

②
二
十
ペ
ー
ジ
の
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を

　読
む
。

③
「
夢
」
と
言
え
る
よ
う
な
大
き
な
目

　標
を
実
現
す
る
た
め
に
は
何
が
必
要

　か
を
考
え
、
発
表
し
合
う
。

④
二
十
一
ペ
ー
ジ
の
「
こ
の
人
の
ひ
と

　言
」
を
読
み
、
目
標
に
向
か
っ
て
努

　力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考

　え
を
深
め
る
。

■
道
徳
の
時
間

　魯
迅
は
、
中
国
の
小
説
家
、
思
想
家
。
明
治
三
十
五
年
、
日
本
に
留
学
。
こ
の
言
葉
は
、
中
学
生
に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
小
説

「
故
郷
」
の
一
節
で
あ
る
。
常
に
よ
り
よ
い
未
来
を
見
つ
め
て
前
進
し
よ
う
と
し
た
魯
迅
の
生
き
方
が
示
さ
れ
た
言
葉
で
あ
る
。

◆
メ
ッ
セ
ー
ジ
〈
松
井
秀
喜
〉

 

「
僕
は
一
歩
ず
つ
階
段
を
上
が
っ
て
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　タ
イ
プ
だ
と
思
い
ま
す
。
」

3 

活
用
場
面
例

１ 

こ
の
内
容
項
目
の
ペ
ー
ジ
の
特
徴

2 

活
用
の
ポ
イ
ン
ト

　将
来
に
向
け
て
大
き
な
夢
を
も
つ
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
夢
の
実

現
の
た
め
に
大
切
な
こ
と
は
何
か
に
つ
い
て
、
十
六
ペ
ー
ジ
の
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
の
こ
と
わ
ざ
や
、
十
七
ペ
ー
ジ
の
ク
ラ
ー
ク
の
言
葉
な
ど

を
通
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　中
学
生
の
時
期
に
、
よ
り
高
い
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
し
よ
う
と

す
る
強
い
意
志
を
養
う
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
目
標
を
達
成
し
た
と

き
の
充
足
感
は
自
己
肯
定
感
を
高
め
、
人
生
を
切
り
拓
い
て
い
く
原

動
力
に
な
る
。

　し
か
し
、
実
際
に
は
、
目
標
の
実
現
に
向
け
た
道
の
り
は
決
し
て

平
坦
で
は
な
く
、
思
い
通
り
に
い
か
な
い
場
面
に
直
面
す
る
こ
と
が

多
い
。
二
十
ペ
ー
ジ
の
松
井
秀
喜
氏
の
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
や
、
二
十

一
ペ
ー
ジ
の
「
こ
の
人
の
ひ
と
言
」
な
ど
を
通
し
て
、
誰
も
が
苦
し

い
経
験
や
挫
折
を
乗
り
越
え
、
目
標
に
向
か
っ
て
懸
命
に
努
力
し
て

き
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

1－（2）

P.１６～２１

１ 
自
分
を
見
つ
め
伸
ば
し
て

　
 

⑵ 
目
標
を
目
指
し
や
り
抜
く
強
い
意
志
を

■
特
別
活
動
（
学
級
活
動
）

　学
級
活
動
の
内
容
「
（
3
）
学
業
と
進
路
」
の
「
オ

　主
体
的

な
進
路
の
選
択
と
将
来
設
計
」
の
指
導
に
当
た
っ
て
、
本
内
容
項

目
の
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
、
自
分
の
夢
や
希
望
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
発
表
を
行
う
。

　ま
た
、
学
年
や
学
期
の
始
め
の
目
標
設
定
の
際
に
、
本
内
容
項
目

の
文
章
や
資
料
な
ど
を
読
ん
で
、
十
七
ペ
ー
ジ
の
中
学
生
の
う
ち
に

達
成
し
た
い
目
標
の
欄
や
将
来
の
目
標
の
欄
に
記
入
す
る
。
な
お
、

そ
の
際
に
は
、
単
に
目
標
を
立
て
る
だ
け
で
は
な
く
、
障
害
や
困
難

が
生
じ
た
と
き
の
手
立
て
も
併
せ
て
考
え
る
よ
う
に
す
る
。

　さ
ら
に
、
十
九
ペ
ー
ジ
は
、
学
期
末
や
学
年
末
、
行
事
の
事
後
指
導

の
際
に
、
目
標
の
達
成
度
を
自
己
評
価
す
る
と
き
に
も
活
用
で
き
る
。

①
十
六
・
十
七
ペ
ー
ジ
の
言
葉
を
参
考
に
し
て
十
七
ペ
ー
ジ
の
書

　き
込
み
欄
に
記
入
す
る
。

②
十
八
か
ら
二
十
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
、
理
想
通
り
に
い
か
な
い
現

　実
に
直
面
し
た
と
き
の
対
処
法
を
考
え
、
話
し
合
う
。

③
十
八
・
十
九
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
、
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
、

　こ
れ
か
ら
取
り
組
み
た
い
こ
と
を
考
え
、
記
入
す
る
。

　元
プ
ロ
野
球
選
手
で
あ
る
松
井
秀
喜
氏
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
読
み
、
よ
り
高
い
目
標
を
目
指
し
て
段
階
的
に
堅
実
な

努
力
を
す
る
姿
勢
か
ら
学
ぶ
よ
う
に
す
る
。

　「
一
進
一
退
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
ち
ょ
っ
と
ず
つ
進

歩
し
て
い
く
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」
と
い
う
松

井
氏
の
言
葉
か
ら
、
深
い
思
慮
と
強
い
意
志
を
も
っ
て
挑

む
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
す
る
。

　松
井
氏
が
、
身
近
な
目
標
を
定
め
て
そ
れ
を
実
現
す
る

に
当
た
っ
て
具
体
的
な
行
動
が
目
安
に

な
る
と
指
摘
し
て
い
る
点
に
注
目
し
、

「
ま
ず
は
身
近
な
目
標
を
定
め
る
」
よ

う
に
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
、
よ
り
高

い
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
何
が
大

切
な
の
か
、
目
標
立
案
の
ヒ
ン
ト
と
し

て
も
考
え
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
。

よ
り
高
い
目
標
を
目
指
し
、
希
望
と
勇
気
を
も
っ
て
着
実
に
や
り
抜

く
強
い
意
志
を
も
つ
。

P.20～21

　中
学
生
の
時
期
に
は
、
希
望
や
勇
気
を
も
っ
て
生
き
る
崇
高
な

生
き
方
に
憧
憬
を
も
つ
一
方
で
、
自
分
の
好
む
こ
と
に
は
意
欲
的

に
取
り
組
む
が
、
障
害
や
困
難
に
直
面
す
る
と
簡
単
に
諦
め
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
る
。

　指
導
に
当
た
っ
て
は
、
書
き
込
み
欄
な
ど
を
活
用
し
て
、
具
体

的
な
生
活
の
中
で
目
標
を
達
成
し
た
経
験
を
振
り
返
ら
せ
た
り
、

も
う
少
し
の
努
力
で
達
成
で
き
る
目
標
を
も
た
せ
た
り
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

　ま
た
、
達
成
を
繰
り
返
す
こ
と
で
得
ら
れ
る
成
就
感
や
満
足
感

が
、
希
望
と
勇
気
を
生
み
、
目
標
に
向
か
う
努
力
の
動
機
に
つ
な
が

る
こ
と
に
つ
い
て
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
留
意
し
た
い
。

ひ
ら

へ
い  

た
ん

事 

例
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第２章●「私たちの道徳」の活用事例

◆
こ
の
人
の
ひ
と
言

 

「
希
望
と
は
、
も
と
も
と
あ
る
も
の
と
も
言
え
ぬ
し
、
な
い
も
の
と
も
言
え
な
い
。
そ
れ
は
地
上
の
道
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　も
と
も
と
地
上
に
は
道
は
な
い
。
歩
く
人
が
多
く
な
れ
ば
、
そ
れ
が
道
に
な
る
の
だ
。
」

事 

例



　書
き
込
み
欄
や
各
ペ
ー
ジ
の
文
章
を
活
用
し
、
行
動
の
背
景
に

あ
る
べ
き
配
慮
に
つ
い
て
生
徒
に
自
覚
を
促
し
、
自
律
的
な
生
き

方
に
つ
い
て
内
省
す
る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。

　読
み
物
資
料
「
ネ
ッ
ト
将
棋
」
や
「
人
物
探
訪
」
、
「
こ
の
人

の
ひ
と
言
」
は
、
道
徳
の
時
間
の
中
心
的
な
資
料
、
ま
た
は
補
助

的
な
資
料
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
二
十
四
ペ
ー
ジ
の
書
き
込
み
欄
に
記
入
す
る
。

②
読
み
物
資
料
「
ネ
ッ
ト
将
棋
」
を
読
ん
で
話
し
合
う
。

③
二
十
四
・
二
十
五
ペ
ー
ジ
の
文
章
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
自
律

　的
に
生
き
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
、
発
表
し
合
う
。

④
「
考
え
、
判
断
し
、
実
行
し
、

　責
任
を
も
つ
こ
と
」
と
い
う
行

　動
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
心

　掛
け
が
必
要
な
の
か
、
ま
た
、

　な
ぜ
そ
れ
が
必
要
な
の
か
に
つ

　い
て
話
し
合
う
。

　近
世
、
江
戸
時
代
中
期
の
藩
政
改
革
の
学
習
で
二
十
六
ペ
ー
ジ

■
道
徳
の
時
間

■
社
会
科
（
歴
史
的
分
野
）

　白
洲
次
郎
は
、
戦
後
の
占
領
下
、
終
戦
連
絡
中
央
事
務
局

次
長
、
経
済
安
定
本
部
次
長
、
貿
易
庁
長
官
を
歴
任
し
、
連

合
国
軍
総
司
令
部
（
G
H
Q
）
と
の
折
衝
で
活
躍
し
た
。
ま

た
、
随
筆
家
で
あ
る
妻
白
洲
正
子
の
言
葉
も
二
一
一
ペ
ー
ジ

で
取
り
上
げ
て
い
る
。
夫
妻
が
半
世
紀
を
過
ご
し
た
茅
葺
き

農
家
は
、
東
京
都
町
田
市
に
「
旧
白
洲
邸

　武
相
荘
」
と
し

て
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　白
洲
次
郎
は
、
日
本
人
と
い
う
の
は
、
物
事
を
考
え
る
時

に
、
物
事
の
原
則
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
い
、
自
分
で
も
の

を
考
え
る
人
が
少
な
い
、
と
い
っ
た
こ
と
も
述
べ
て
い
る
。

◆
こ
の
人
の
ひ
と
言

 

「
プ
リ
ン
シ
プ
ル
を
持
っ
て
生
き
て
い
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　人
生
に
迷
う
こ
と
は
無
い
。
」

◆
人
物
探
訪
〈
上
杉
鷹
山
〉

 

「
な
せ
ば
成
る

　な
さ
ね
ば
成
ら
ぬ

　何
事
も

　
　
　
　
　
　
　
　成
ら
ぬ
は
人
の

　な
さ
ぬ
な
り
け
り
」

3 

活
用
場
面
例

１ 

こ
の
内
容
項
目
の
ペ
ー
ジ
の
特
徴

2 

活
用
の
ポ
イ
ン
ト

　人
間
は
様
々
な
場
面
で
考
え
、
判
断
し
、
行
動
し
て
い
る
。
そ

の
際
、
深
く
考
え
て
判
断
し
て
い
る
か
、
周
囲
の
思
惑
を
気
に
し

て
他
人
の
言
動
に
左
右
さ
れ
て
い
な
い
か
を
振
り
返
り
、
自
律
と

は
何
か
、
誠
実
に
生
き
る
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
な
ど
に
つ
い

て
、
自
分
自
身
の
日
常
生
活
と
重
ね
合
わ
せ
て
考
え
て
い
き
た
い

内
容
で
あ
る
。

　二
十
三
ペ
ー
ジ
で
は
、
易
き
に
流
れ
が
ち
な
面
も
あ
る
中
学
生

の
時
期
の
一
面
を
問
い
掛
け
、
自
分
を
振
り
返
っ
て
考
え
、
二
十

四
・
二
十
五
ペ
ー
ジ
で
は
自
律
と
は
何
か
、
さ
ら
に
は
自
律
的
に

判
断
し
、
誠
実
に
実
行
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
「
人
物
探
訪
」
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
上
杉
鷹
山
の
考
え
方
や
生
き
方
か
ら
も
自
律
的
で

誠
実
な
生
き
方
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　中
学
生
の
時
期
は
、
自
我
意
識
が
高
ま
り
自
主
的
な
行
動
を
強

く
求
め
る
一
方
で
、
周
囲
の
考
え
や
思
惑
を
気
に
し
て
他
者
と
の

迎
合
も
目
立
つ
不
安
定
な
時
期
で
も
あ
る
。

　自
律
と
は
何
か
、
責
任
あ
る
行
動
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
、

自
問
と
内
省
を
促
す
構
成
を
生
か
し
て
、
自
己
の
行
動
に
責
任
を

も
つ
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
た
り
、
話
合
い
を
深
め
た
り
す

る
よ
う
に
し
た
い
。

1－（3）

P.２２～３１

１ 
自
分
を
見
つ
め
伸
ば
し
て

　
 

⑶ 
自
分
で
考
え
実
行
し
責
任
を
も
つ

の
「
人
物
探
訪
」
を
活
用
す
る
。
上
杉
鷹
山
は
、
米
沢
藩
の
財
政

改
革
に
粘
り
強
く
当
た
り
、
財
政
状
態
を
改
善
し
た
人
物
で
あ
る
。

鷹
山
の
政
治
に
対
す
る
高
い
志
は
今
日
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　ま
た
、
鷹
山
の
温
か
な
人
柄
は
、
今
も
米
沢
で
尊
敬
さ
れ
て
い

る
。
歴
史
的
分
野
の
学
習
の
際
に
本
ペ
ー
ジ
の
活
用
を
通
し
て
、

江
戸
時
代
に
活
躍
し
た
人
物
の
一
人
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き

る
。

　（
道
徳
の
時
間
の
学
習
展
開
の
例
）

　こ
の
「
人
物
探
訪
」
を
道
徳
の
時
間
の
中
心
的
な
資
料
と

し
て
活
用
し
、
次
の
よ
う
な
問
い
掛
け
を
行
っ
て
話
し
合
う

こ
と
も
で
き
る
。

①
鷹
山
は
、
藩
主
と
し
て
、
財
政
改
善
に
ど
の
よ
う
な
気
持

　ち
で
取
り
組
ん
だ
の
か
。

②
「
な
せ
ば
成
る

　な
さ
ね
ば
成
ら
ぬ

　何
事
も

　成
ら
ぬ

　は
人
の

　な
さ
ぬ
な
り
け
り
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味

　か
。

③
鷹
山
の
再
度
の
改
革
へ
の
取
組
が
、
な
ぜ
成
功
し
た
の
か
。

　鷹
山
は
米
沢
藩
中
興
の
祖
で
あ
る
。
絹
の
着
用
を
制
限
し
、

質
素
倹
約
を
奨
励
、
東
北
地
方
を
襲
っ
た
天
明
の
大
飢
饉
を

乗
り
越
え
、
全
国
の
諸
藩
が
財
政
難
に
苦
し
む
中
、
農
地
開

発
、
学
問
の
奨
励
を
進
め
た
。
公
平
無
私
の
生
き
方
を
自
ら

示
し
、
領
地
内
の
す
べ
て
の
民
人
の
父
と
し
て
、
愛
情
深
く
、

常
に
誠
実
に
実
行
し
続
け
た
。
明
治
時
代
、
内
村
鑑
三
の
著

作
『
代
表
的
日
本
人
』
の
中
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
海
外
に
紹

介
さ
れ
た
。

自
律
の
精
神
を
重
ん
じ
、
自
主
的
に
考
え
、
誠
実
に
実
行
し
て
そ
の

結
果
に
責
任
を
も
つ
。

（
プ
リ
ン
シ
プ
ル             

／
主
義
、
信
条
、
原
則
）

principle

や
す

か
や    

ぶ

ぶ   

あ
い   

そ
う

だ
い   

き    

き
ん

P.26
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事 

例



　自
立
心
や
自
律
性
の
内

容
を
学
習
す
る
際
に
、
こ

の
詩
を
読
ん
で
、
感
じ
た

こ
と
に
つ
い
て
意
見
交
流

を
し
、
自
分
を
深
く
見
つ

め
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
い
。

「
一
本
の
道
を
行
く
」
と

は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
自

分
に
と
っ
て
の
「
一
本
の

道
」
と
は
何
か
な
ど
に
つ

い
て
話
し
合
う
こ
と
が
で

き
る
。

■
道
徳
の
時
間

P.44～45

　一
の
視
点
に
関
わ
る
重
点
化
「
自
立
心
や
自
律
性
を
育

成
す
る
こ
と
」
に
関
す
る
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。

　坂
村
真
民
は
、
高
等
学
校
な
ど
で
国
語
を
教
え
る
傍
ら
、

数
多
く
の
詩
を
作
っ
た
。
愛
媛
県
伊
予
郡
砥
部
町
に
記
念

館
が
あ
る
。

１ 

こ
の
ペ
ー
ジ
の
特
徴

2 

活
用
事
例

自
分
を
深
く
見
つ
め
て

一
の
視
点  

重
点
ペ
ー
ジ

P.４４～４５

１ 

資
料
の
特
性

2 

指
導
上
の
留
意
点

　将
棋
や
囲
碁
は
、
対
局
者
の
一
方
が
自
分
の
負
け
を
宣
告
す
る

こ
と
で
終
局
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
対
局
者
双
方
の
自
主
性
・
自

律
性
が
不
可
欠
な
ゲ
ー
ム
で
あ
る
。
本
資
料
は
、
そ
の
自
主
性
・

自
律
性
を
無
視
し
、
一
方
的
に
試
合
を
中
断
さ
せ
て
し
ま
う
主
人

公
の
不
誠
実
さ
が
道
徳
的
な
論
点
と
な
っ
て
い
る
。

　誠
実
と
は
、
真
心
を
も
っ
て
他
者
に
接
す
る
生
き
方
で
あ
る
。

誠
実
な
態
度
で
ネ
ッ
ト
将
棋
を
楽
し
み
、
実
力
を
伸
ば
す
敏
和
と

は
対
照
的
に
、
主
人
公
の
「
僕
」
は
、
ネ
ッ
ト
将
棋
を
楽
し
め
ず
、

気
分
や
感
情
に
支
配
さ
れ
て
不
誠
実
に
振
る
舞
っ
て
い
る
。
そ
う

し
た
折
、
智
子
や
明
子
と
話
し
て
い
る
敏
和
の
「
自
ら
『
負
け
ま

し
た
。
』
」
「
目
に
は
見
え
な
い
相
手
と
ど
う
向
き
合
う
か
で
、

自
分
が
試
さ
れ
て
る
気
が
し
て
」
と
い
う
言
葉
を
聞
き
、
誠
実
に

自
ら
の
行
動
に
責
任
を
も
っ
て
行
動
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か

を
考
え
始
め
る
と
い
う
資
料
で
あ
る
。

　中
学
生
の
時
期
は
、
自
主
的
に
考
え
、
行
動
で
き
る
よ
う
に
な

る
一
方
で
、
自
由
の
意
味
を
は
き
違
え
、
自
分
の
行
為
が
自
分
や

他
人
に
ど
の
よ
う
な
結
果
を
も
た
ら
す
か
を
深
く
考
え
な
い
で
行

動
す
る
面
も
見
ら
れ
る
。

　ネ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る
匿
名
性
は
、
や
や
も
す
る
と
無
責
任
な
態
度

や
攻
撃
的
な
言
動
と
結
び
付
き
や
す
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

3 

展
開
例

【
ね
ら
い
】

　誠
実
に
行
動
し
、
そ
の
結
果
に
責
任
を
も
と
う
と
す
る
態
度
を

育
て
る
。

ネ
ッ
ト
将
棋

読
み
物
資
料

1－（3）

P.２８～３１

　
　「
僕
」
の
思
い
を
通
し
て
、
誠
実
に
実
行
す
る
こ
と
の
大
切

　さ
を
考
え
る
展
開

【
主
な
学
習
】

①
嫌
そ
う
な
顔
も
せ
ず
、
手
早
く
駒
を
片
付
け
る
敏
和
を
見
て
、

　「
僕
」
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
思
っ
て
い
た
の
か
。

　・
僕
が
時
間
稼
ぎ
を
し
て
い
た
こ
と
を
、
敏
和
は
本
当
は
気
付

　
　い
て
い
た
ん
だ
ろ
う
。
な
の
に
、
何
も
言
わ
な
い
な
ん
て
、

　
　格
好
付
け
る
な
よ
。

　・
敏
和
は
、
自
分
が
勝
っ
て
い
た
と
思
っ
て
、
き
っ
と
い
い
気

　
　分
だ
ろ
う
な
。
い
い
気
に
な
る
な
よ
。

②
ど
う
考
え
て
、
「
僕
」
は
ネ
ッ
ト
将
棋
で
い
き
な
り
ロ
グ
ア
ウ

　ト
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　・
相
手
が
誰
だ
か
分
か
ら
な
い
し
、
ま
た
、
自
分
が
誰
か
も
知

　
　ら
れ
て
い
な
い
か
ら
ま
あ
い
い
か
。

　・
負
け
そ
う
に
な
っ
た
ら
や
め
れ
ば
い
い
だ
け
だ
。
こ
ん
な
の

　
　で
敏
和
が
強
く
な
っ
た
な
ん
て
信
じ
ら
れ
な
い
。

③
敏
和
の
ツ
ッ
コ
ミ
に
明
子
と
智
子
は
笑
っ
た
が
、
「
僕
」
が
笑

　え
な
か
っ
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
か
ら
だ

　
　登
場
人
物
の
言
動
を
通
し
て
、
誠
実
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
る

　展
開

【
主
な
学
習
】

①
心
か
ら
「
負
け
ま
し
た
。
」
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
ど

　の
よ
う
な
思
い
か
ら
だ
ろ
う
か
。

　・
勝
負
の
結
果
を
素
直
に
受
け
止
め
る
気
持
ち
。

　・
相
手
へ
の
敬
意
。

　・
自
分
自
身
、
力
の
限
り
頑
張
っ
た
こ
と
に
達
成
感
を
感
じ
て

　
　い
る
。

②
「
心
か
ら
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の

　だ
ろ
う
か
。

　・
悔
し
く
て
も
、
負
け
惜
し
み
で
は
な
く
、
負
け
を
素
直
に
認

　
　め
る
こ
と
で
、
心
か
ら
「
負
け
ま
し
た
。
」
と
言
え
る
。

　・
自
分
が
正
々
堂
々
、
誠
実
に
勝
負
し
た
か
ら
こ
そ
、
心
か
ら

　
　言
え
る
言
葉
。

③
誠
実
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
誠
実
に
行
動
す
る
た
め
に

　ど
の
よ
う
な
こ
と
が
大
切
な
の
だ
ろ
う
か
。

　・
結
果
を
素
直
に
受
け
止
め
、
自
分
の
行
動
に
責
任
を
も
つ
こ

　
　と
。

　・
自
分
の
言
動
が
ど
う
い
う
結
果
に
つ
な
が
る
の
か
を
よ
く
考

　
　え
る
こ
と
が
大
切
。

た
機
器
や
通
信
手
段
を
有
益
に
活
用
す
る
た
め
に
は
、
他
人
の
立
場

や
結
果
に
対
す
る
責
任
を
熟
慮
し
た
上
で
、
誠
実
に
実
行
し
て
い
く

こ
と
が
よ
り
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
こ
と
を
自
分
た
ち
の

行
動
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
生
徒
一
人
一
人
に
深
く
考
え
さ
せ
た
い
。

　ろ
う
か
。

　・
ネ
ッ
ト
で
相
手
が
見
え
な
い
か
ら
と
ひ
き
ょ
う
な
こ
と
を
し

　
　て
い
た
。

　・
勝
ち
負
け
で
な
く
、
相
手
と
誠
実
に
対
戦
す
る
姿
勢
が
大
切
だ
。

　・
相
手
が
目
の
前
に
い
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
い
つ
で

　
　も
誰
に
対
し
て
も
相
手
の
立
場
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
な
ん
だ
。
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　三
十
四
ペ
ー
ジ
の
書
き
込
み

欄
を
活
用
し
て
、
友
達
や
家
族
、

地
域
の
人
に
取
材
を
し
、
家
庭

や
地
域
と
連
携
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
導
入
や
終
末

で
自
己
の
生
き
方
と
関
わ
ら
せ

て
考
え
を
深
め
る
際
に
も
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
事
前
学
習
で
三
十
四
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
、
夢
や
理
想
の
実
現
に

　つ
い
て
、
友
達
や
人
生
の
先
輩
の
考
え
を
取
材
す
る
。

②
取
材
し
て
き
た
こ
と
を
グ
ル
ー
プ
で
紹
介
し
合
う
。

③
三
十
六
ペ
ー
ジ
の
「
人
物
探
訪
」
を
読
み
、
湯
川
秀
樹
の
生
き

　方
に
つ
い
て
考
え
、
理
想
の
実
現
を
目
指
し
て
自
己
の
人
生
を

　切
り
拓
い
て
い
く
生
き
方
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

④
三
十
七
ペ
ー
ジ
の
「
こ
の
人
の
ひ
と
言
」
を
読
み
、
自
分
が
関

　心
を
も
っ
た
言
葉
を
選
び
、
理
由
を
添
え
て
発
表
す
る
。

■
道
徳
の
時
間

■
理
科
（
第
一
分
野
）

3 

活
用
場
面
例

１ 

こ
の
内
容
項
目
の
ペ
ー
ジ
の
特
徴

2 

活
用
の
ポ
イ
ン
ト

　本
内
容
項
目
で
は
、
理
想
の
実
現
を
目
指
し
て
自
己
の
人
生
を

切
り
拓
い
て
い
く
力
強
い
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
理
想
を
追
い
求
め
る
こ
と
は
、
と
も
す
れ
ば
宙
に
浮
い
た
空

想
的
な
態
度
に
陥
る
場
合
も
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
理
想
を
求
め
て

生
き
て
い
く
原
動
力
と
な
る
真
理
を
愛
し
、
真
実
を
求
め
る
態
度

が
要
求
さ
れ
る
。
本
項
目
の
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
、
理
想
を
も
っ

て
生
き
、
夢
や
理
想
を
実
現
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か

を
友
達
や
人
生
の
先
輩
の
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
湯
川
秀
樹
の
「
人
物
探
訪
」
か
ら
、
真
理
や

真
実
を
探
求
し
、
実
現
す
べ
き
理
想
に
向
け
て
生
き
る
こ
と
の
大

切
さ
を
自
覚
す
る
こ
と
が
で
き
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

1－（4）

P.３２～３７

１ 
自
分
を
見
つ
め
伸
ば
し
て

　
 

⑷ 
真
理
・
真
実
・
理
想
を
求
め
人
生
を
切
り
拓
く

真
理
を
愛
し
、
真
実
を
求
め
、
理
想
の
実
現
を
目
指
し
て
自
己
の
人

生
を
切
り
拓
い
て
い
く
。

　中
学
生
の
時
期
に
は
、
自
分
の
将
来
に
向
か
っ
て
理
想
を
求
め
る

傾
向
が
強
く
な
っ
て
く
る
。
一
方
で
、
現
実
と
遊
離
し
た
理
想
を
性

急
に
求
め
る
あ
ま
り
、
そ
の
夢
が
破
れ
た
と
き
は
人
生
の
虚
し
さ
を

感
じ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
い
。
そ
こ
で
、
理
想
や
夢
に
つ
い
て
漠
然

と
思
い
を
巡
ら
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
真
理
や
真
実
を
探
求
す
る
こ

と
で
目
標
を
も
っ
た
生
き
方
が
で
き
る
こ
と
に
気
付
か
せ
た
い
。
内

容
項
目
１
―
（
２
）
「
目
標
を
目
指
し
や
り
抜
く
強
い
意
志
を
」
と

の
違
い
と
相
互
の
関
連
を
意
識
し
た
指
導
が
求
め
ら
れ
る
。

　第
一
学
年
の
始
め
の
時
期
に
、
理
科
の
学
習
へ
の
意
識
付
け
を

図
る
段
階
に
お
い
て
、
三
十
六
ペ
ー
ジ
の
「
人
物
探
訪
」
を
読
ん

で
、
「
未
知
の
世
界
を
探
究
す
る
人
々
は
地
図
を
持
た
な
い
旅
人

で
あ
る
。
」
の
言
葉
の
意
味
を
考
え
さ
せ
、
科
学
的
に
探
究
す
る

学
習
へ
の
意
欲
を
高
め
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
い
。

ひ
ら

◆
こ
の
人
の
ひ
と
言

 

「
大
切
な
の
は

　疑
問
を
持
ち
続
け
る
こ
と
。
」

　ア
ル
ベ
ル
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
科
学
者
と
し
て

の
思
い
が
こ
の
言
葉
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

　ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
十
六
歳
の
と
き
に
「
も
し
自

分
が
光
の
速
さ
で
飛
ん
だ
ら
、
顔
は
鏡
に
映
る
の
だ
ろ
う

か
。
」
と
い
う
疑
問
を
も
ち
、
悩
ん
で
い
た
と
い
う
逸
話

が
知
ら
れ
て
い
る
。

　こ
の
逸
話
を
紹
介
し
、
「
今
、
も
ち
続
け
て
い
る
疑
問

は
あ
る
か
。
」
「
そ
の
疑
問
と
こ
れ
か
ら
先
ど
の
よ
う
に

向
き
合
っ
て
い
く
か
。
」
な
ど
の
問
い
に
よ
っ
て
、
真

理
・
真
実
と
正
対
す
る
こ
と
が
理
想
の
実
現
を
目
指
し
て

人
生
を
切
り
拓
く
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
に
気
付
か
せ
た

い
。

P.37

　湯
川
秀
樹
が
人
々
の
尊
敬
を
集
め
る
の
は
、
日
本
人
初
の

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
科
学
者

の
執
念
で
真
理
・
真
実
を
追
い
求
め
続
け
る
真
摯
な
生
き
方

が
、
時
代
を
超
え
て
人
々
に
多
く
の
こ
と
を
語
り
掛
け
て
い

る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
湯
川
は
研
究
を
世
界
最
高
峰
へ
の
登

頂
に
例
え
て
、
「
科
学
の
探
究
者
に
は
ど
こ
に
最
高
峰
が
あ

る
か
は
、
あ
ら
か
じ
め
知
ら
さ
れ
て
は
い
な
い
。
行
け
ど
も

行
け
ど
も
は
て
し
な
い
山
脈
が
、
ど
こ
か
で
終
っ
て
坦
々
た

る
平
野
に
続
く
の
か
、
そ
れ
と
も
人
智
の
力
で
は
超
え
る
こ

と
の
で
き
な
い
絶
壁
に
ぶ
つ
か
る
の
か
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ

を
知
ら
ず
に
進
ん
で
ゆ
く
だ
け
で
あ
る
。
」
と
述
べ
、
真
理

や
真
実
の
探
求
は
ゴ
ー
ル
が
分
か
ら
な
い
冒
険
で
あ
る
こ
と

を
伝
え
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
伝
え
て
、
「
未
知
の
世
界
を

探
究
す
る
人
々
は
地
図
を
持
た
な
い
旅
人
で
あ
る
。
」
と
い

う
言
葉
の
意
味
を
考
え
さ
せ
た
い
。

◆
人
物
探
訪
〈
湯
川
秀
樹
〉

 

「
未
知
の
世
界
を
探
究
す
る
人
々
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　地
図
を
持
た
な
い
旅
人
で
あ
る
。
」

P.34

む
な

た
ん  

た
ん

お
わ
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　三
十
九
ペ
ー
ジ
や
、
四
十
二
ペ
ー
ジ
の
山
中
伸
弥
氏
の
「
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
、
四
十
三
ペ
ー
ジ
の
「
こ
の
人
の
ひ
と
言
」
な
ど
を
読

ん
で
、
自
分
の
個
性
と
そ
の
伸
長
に
つ
い
て
考
え
、
自
己
を
見
つ

め
自
己
の
向
上
を
願
っ
て
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
。

①
三
十
八
・
三
十
九
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
、
「
私
の
カ
ラ
ー
」
を
考

　え
、
三
十
九
ペ
ー
ジ
の
書
き
込
み
欄
に
記
入
す
る
。

②
「
私
の
カ
ラ
ー
」
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
で
紹
介
し
合
い
、
友
達

　か
ら
意
見
を
も
ら
う
。

③
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
読
み
、
そ
の
生
き
方
か
ら
自
己
を
見
つ
め
、

　個
性
を
伸
ば
す
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

④
四
十
三
ペ
ー
ジ
の
「
こ
の
人
の
ひ
と
言
」
を
読
ん
で
、
感
じ
た

　こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
記
入
し
、
発
表
す
る
。

■
道
徳
の
時
間

　ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
た
山
中
伸
弥
氏
は
、

最
初
か
ら
順
調
に
研
究
者
と
し
て
の
道
を
歩
ん
で
き
た
わ
け

で
は
な
い
。
研
修
医
時
代
の
あ
だ
名
は
「
ジ
ャ
マ
ナ
カ
」
。

何
度
も
壁
に
ぶ
つ
か
り
く
じ
け
そ
う
に
な
っ
た
。
順
調
な
と

き
も
困
難
な
と
き
も
一
喜
一
憂
せ
ず
、
自
己
を
見
つ
め
「
こ

う
在
り
た
い
」
と
い
う
思
い
を
常
に
も
ち
、
努
力
を
続
け
て

き
た
。
そ
の
生
き
方
か
ら
、
自
分
の
長
所
も
短
所
も
含
め
て

そ
れ
が
自
分
の
個
性
だ
と
い
う
こ
と
や
、
将
来
こ
う
在
り
た

い
と
い
う
願
い
を
も
っ
て
生
き
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
に
つ

い
て
考
え
さ
せ
た
い
。

　
　

◆
メ
ッ
セ
ー
ジ
〈
山
中
伸
弥
〉

 

「
医
師
に
な
っ
た
か
ら
に
は

　最
期
は
人
の
役
に
立
っ
て
死
に
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」

◆
こ
の
人
の
ひ
と
言

 

「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」

3 

活
用
場
面
例

１ 

こ
の
内
容
項
目
の
ペ
ー
ジ
の
特
徴

2 

活
用
の
ポ
イ
ン
ト

　本
内
容
項
目
は
、
生
徒
一
人
一
人
の
自
己
肯
定
感
を
高
め
、
個

性
を
伸
ば
し
て
い
く
よ
う
に
す
る
こ
と
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
将
来
こ
う
在
り
た
い
と
い
う
自
分
像
を
描
く
こ
と
は
、
自

己
の
向
上
を
願
っ
て
生
き
て
い
く
上
で
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

　そ
の
た
め
、
三
十
八
か
ら
四
十
一
ペ
ー
ジ
で
、
自
分
の
「
良
い

所
」
も
「
改
め
た
い
所
」
も
含
め
て
そ
れ
が
自
分
の
個
性
だ
と
い

う
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
、
四
十
二
・
四
十
三

ペ
ー
ジ
で
は
、
自
分
の
個
性
を
伸
ば
し
て
充
実
し
た
生
き
方
を
追

求
す
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

1－（5）

P.３８～４３

１ 
自
分
を
見
つ
め
伸
ば
し
て

　
 

⑸ 
自
分
を
見
つ
め
個
性
を
伸
ば
す

①
三
十
八
・
三
十
九
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
、
自
分
の
「
良
い
所
」
「
改

　め
た
い
所
」
を
見
つ
め
、
四
十
一
ペ
ー
ジ
の
書
き
込
み
欄
の
「
自

　分
の
こ
ん
な
所
を
…
」
「
こ
う
し
た
い
」
に
記
入
す
る
。

②
四
十
一
ペ
ー
ジ
に
書
き
込
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
友
達
と
意
見
交
流

　し
、
「
良
い
所
」
に
磨
き
を
か
け
た
り
、
「
改
め
た
い
所
」
を
改

　善
し
た
り
す
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
。

③
友
達
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
基
に
、
自
分
の
「
良
い
所
」
に
磨
き

　を
か
け
た
り
、
「
改
め
た
い
所
」
を
改
善
し
た
り
す
る
こ
と
に
つ

　い
て
再
度
考
え
た
こ
と
を
四
十
一
ペ
ー
ジ
に
書
き
加
え
る
。

④
自
分
の
個
性
を
伸
ば
し
て
い
く
た
め
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
こ
と

　を
決
め
て
発
表
し
、
実
践
し
て
い
く
よ
う
に
す
る
。

　世
阿
弥
が
「
花
鏡
」
で
芸
に
精
進
す
る
際
の
心
得
と
し

て
記
し
た
言
葉
で
あ
る
。

「
初
心
不
可
忘

　此
句
、
三
ヶ
条
口
伝
在
。
是
非
初
心
不

可
忘
。
時
々
初
心
不
可
忘
。
老
後
初
心
不
可
忘
。
此
三
、

能
々
口
伝
可
為
。
」

○
本
来
は
、
「
若
い
頃
の
未
熟
な
芸
を
忘
れ
る
な
」
と
い

　う
意
味
で
あ
っ
た
。
世
阿
弥
の
言
う
「
初
心
」
と
は
、

　未
熟
だ
っ
た
自
分
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
思
い
出
す

　と
恥
ず
か
し
く
な
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も

　目
を
そ
ら
さ
ず
に
自
分
を
振
り
返
り
見
つ
め
る
こ
と
で
、

　こ
れ
か
ら
な
す
べ
き
道
が
見
え
、
い
つ
ま
で
も
上
達
し

　続
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
そ
の

　時
に
経
験
す
る
芸
の
未
熟
さ
が
「
初
心
」
で
あ
り
、
そ

　れ
を
忘
れ
ず
努
力
す
る
こ
と
で
自
分
の
能
力
を
伸
ば
し

　続
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

○
世
阿
弥
は
、
室
町
時
代
に
猿
楽
や
田
楽
な
ど
の
芸
能
を
、

　総
合
舞
台
芸
術
の
能
楽
と
し
て
大
成
さ
せ
た
能
役
者
で

　あ
る
。
六
〇
〇
年
経
っ
た
今
で
も
演
じ
ら
れ
る
作
品
や

　読
ま
れ
る
秘
伝
書
か
ら
は
、
日
本
人
が
大
切
に
し
て
き

　た
心
や
文
化
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
社
会
科
の
歴
史
的
分
野
の
学
習
だ
け
で
な
く
、
音
楽
科
、

　総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
で
の
学
習
と
関
連
さ
せ
て
活

　用
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

自
己
を
見
つ
め
、
自
己
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
個
性
を
伸
ば
し

て
充
実
し
た
生
き
方
を
追
求
す
る
。

　学
級
活
動
の
内
容
「
（
２
）
適
応
と
成
長
及
び
健
康
安
全
」
の

「
イ

　自
己
及
び
他
者
の
個
性
の
理
解
と
尊
重
」
の
指
導
に
当
た
っ

て
、
か
け
が
え
の
な
い
自
己
を
肯
定
的
に
捉
え
、
自
己
の
優
れ
て

い
る
面
な
ど
の
発
見
に
努
め
、
自
己
と
の
対
話
を
深
め
つ
つ
、
さ

ら
に
個
性
を
伸
ば
し
て
い
こ
う
と
す
る
意
欲
を
高
め
る
学
習
で
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

■
特
別
活
動
（
学
級
活
動
）

　中
学
生
の
時
期
は
、
自
己
理
解
が
深
ま
り
、
自
分
の
在
り
方
や

生
き
方
に
つ
い
て
の
関
心
が
高
ま
る
一
方
で
、
自
分
の
姿
を
自
ら

の
基
準
に
照
ら
し
て
考
え
た
り
、
他
人
と
の
比
較
に
お
い
て
捉
え

た
り
す
る
た
め
に
、
そ
の
至
ら
な
さ
に
悩
む
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

自
己
の
欠
点
や
短
所
に
こ
だ
わ
る
だ
け
で
な
く
、
自
己
を
ま
ず
は

肯
定
的
に
捉
え
る
と
と
も
に
、
自
己
の
優
れ
て
い
る
面
な
ど
の
発

見
に
努
め
、
自
己
と
の
対
話
を
深
め
つ
つ
、
よ
り
よ
く
個
性
を
伸

ば
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
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　国
際
理
解
な
ど
の
横
断
的
・
総
合
的
な
課
題
に
つ
い
て
の
学
習
活

動
に
お
い
て
、
外
国
の
礼
儀
・
マ
ナ
ー
を
例
と
し
て
取
り
上
げ
、
国

や
民
族
の
独
自
の
伝
統
や
習
慣
に
つ
い
て
探
究
的
な
学
習
を
行
う
際

に
、
五
十
ペ
ー
ジ
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　時
と
場
に
応
じ
た
適
切
な
言
葉
遣
い
や
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
礼
儀
の
意
義
を
考
え
る
。
礼
儀
は
、
相
手
を
人
間
と

し
て
尊
重
す
る
気
持
ち
の
表
れ
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
日
本
の

伝
統
的
な
礼
儀
作
法
だ
け
で
な
く
、
国
際
化
・
国
際
理
解
と
い
う

視
点
か
ら
外
国
の
礼
儀
に
つ
い
て
も
理
解
を
深
め
る
。

　ま
た
、
五
十
二
ペ
ー
ジ
の
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
や
五
十
三
ペ
ー
ジ

の
「
こ
の
人
の
ひ
と
言
」
の
意
味
を
考
え
て
、
書
き
込
み
欄
に
記

入
し
て
、
自
分
自
身
の
礼
儀
を
見
つ
め
直
す
機
会
と
す
る
。

①
四
十
八
・
四
十
九
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
、
礼
儀
や
作
法
に
込
め
ら

　れ
た
思
い
を
知
る
と
と
も
に
、
礼
儀
の
大
切
さ
が
分
か
っ
て
い

　て
も
実
際
に
は
振
る
舞
え
な
か
っ
た
こ
と
を
話
し
合
う
。

②
五
十
二
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
、
松
下
幸
之
助
の
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

　に
込
め
ら
れ
た
思
い
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

③
外
国
の
礼
儀
・
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
外
国
の
文
化
に
詳
し
い
ゲ
ス

　ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
か
ら
話
を
聞
く
。

④
五
十
三
ペ
ー
ジ
の
「
こ
の
人
の
ひ
と
言
」
を
読
み
、
考
え
を
深

　め
る
。

　学
級
活
動
の
内
容
「
（
３
）
学
業
と
進
路
」
の
「
エ

　望
ま
し

い
勤
労
観
・
職
業
観
の
形
成
」
の
指
導
に
当
た
っ
て
、
職
場
体
験

活
動
・
社
会
奉
仕
活
動
の
事
前
及
び
事
後
指
導
で
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　事
前
指
導
で
四
十
八
ペ
ー
ジ
の
文
章
や
四
十
九
ペ
ー
ジ
の
「
礼

儀
に
込
め
ら
れ
た
思
い
」
「
礼
儀
へ
の
た
め
ら
い
」
を
活
用
し
て
、

他
者
の
言
動
か
ら
自
分
自
身
を
振
り
返
っ
て
考
え
た
り
、
よ
り
よ

い
言
動
を
心
掛
け
た
り
す
る
態
度
を
養
う
よ
う
に
し
た
い
。

　事
後
指
導
で
は
五
十
一
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
、
「
時
と
場
に
応

じ
た
ふ
さ
わ
し
い
言
動
」
に
つ
い
て
、
体
験
を
踏
ま
え
て
話
し
合

い
、
心
と
形
が
一
体
と
な
っ
た
礼
儀
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
る

よ
う
に
し
た
い
。

■
道
徳
の
時
間

■
特
別
活
動
（
学
級
活
動
）

■
家
庭
と
の
連
携

　新
渡
戸
稲
造
は
、
幕
末
に
武
士
の
子
と
し
て
現
在
の
岩
手
県
盛
岡
市
に
生
ま
れ
、
札
幌
農
学
校
で
学
ん
だ
後
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・

ド
イ
ツ
に
留
学
し
て
農
業
経
済
学
や
統
計
学
を
修
め
た
。
帰
国
後
、
母
校
の
教
授
と
な
っ
た
が
体
調
を
崩
し
た
た
め
、
渡
米
し
て
療
養
。

療
養
中
に
、
日
本
人
の
精
神
を
世
界
に
紹
介
す
る
た
め
英
文
で
著
し
た
本
が
、
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　」
で
あ
る
。

各
国
語
に
翻
訳
さ
れ
、
日
本
文
化
が
欧
米
人
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
国
際
連
盟
事
務
次
長
を
務
め
る
な
ど
、
国
際
平
和
の
た
め

に
貢
献
し
た
。

◆
こ
の
人
の
ひ
と
言

 

「
信
実
と
誠
実
な
く
し
て
は
、
礼
儀
は
茶
番
で
あ
り
芝
居
で
あ
る
。
」

◆
メ
ッ
セ
ー
ジ
〈
松
下
幸
之
助
〉

 

「
礼
儀
作
法
は
堅
苦
し
い
も
の
で
は
な
く

　

 

単
な
る
形
式
で
も
な
い
、
社
会
生
活
の
潤
滑
油
で
す
。
」

3 

活
用
場
面
例

１ 

こ
の
内
容
項
目
の
ペ
ー
ジ
の
特
徴

2 

活
用
の
ポ
イ
ン
ト

　日
本
の
礼
儀
は
、
伝
統
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
い
う
一
面

も
あ
る
。
ま
た
、
礼
儀
に
は
相
手
を
尊
重
す
る
心
が
込
め
ら
れ
て
お

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
上
で
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

本
内
容
項
目
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
こ
う
し
た
礼
儀
の
意
義
に
つ
い
て
考

え
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

　四
十
八
か
ら
五
十
一
ペ
ー
ジ
で
、
心
と
形
が
一
体
と
な
っ
た
礼
儀

と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
を
具
体
的
に
考
え
る
と
と
も
に
、
五
十
二

ペ
ー
ジ
の
松
下
幸
之
助
の
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
や
五
十
三
ペ
ー
ジ
の

「
こ
の
人
の
ひ
と
言
」
を
活
用
し
て
、
自
分
の
礼
儀
や
作
法
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
内
面
に
基
づ
い
て
時
と
場
に
応
じ
た
適
切
な
言
動
を

と
っ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　中
学
生
の
段
階
で
は
、
礼
儀
の
意
義
に
つ
い
て
の
理
解
が
十
分

で
は
な
く
、
適
切
な
言
葉
遣
い
、
行
動
の
仕
方
が
十
分
に
習
慣
化

し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
面
も
あ
る
。
ま
た
、
照
れ
る
気
持
ち
や

そ
の
場
の
状
況
に
左
右
さ
れ
た
り
し
て
、
望
ま
し
い
行
動
が
で
き

な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　日
常
生
活
に
お
け
る
時
と
場
に
応
じ
た
適
切
な
言
動
を
体
験
的

に
学
習
す
る
機
会
を
工
夫
す
る
な
ど
し
て
、
形
の
根
底
に
あ
る
そ

の
意
義
を
考
え
さ
せ
、
時
と
場
に
応
じ
た
適
切
な
言
動
を
と
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
態
度
を
養
い
た
い
。

2－（1）

P.４８～５３

２ 
人
と
支
え
合
っ
て

　
 

⑴ 
礼
儀
の
意
義
を
理
解
し
適
切
な
言
動
を

　

　心
と
形
の
一
体
化
と
い
う
視
点
か
ら
、
礼
儀
作
法
は
社

会
の
潤
滑
油
で
あ
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
意
味
を
具
体

的
に
考
え
さ
せ
る
。
ま
た
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
あ
る
「
社
会

生
活
に
お
け
る
〝
潤
滑
油
〞
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の

か
、
さ
ら
に
松
下
が
「
心
と
形
の
両
面
が
あ
い
ま
っ
た
適

切
な
礼
儀
、
作
法
」
を
大
事
に
す
る
の
は
ど
う
し
て
な
の

か
を
考
え
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
い
。

礼
儀
の
意
義
を
理
解
し
、
時
と
場
に
応
じ
た
適
切
な
言
動
を
と
る
。

■
総
合
的
な
学
習
の
時
間

　五
十
一
ペ
ー
ジ
の
書
き
込
み
欄
に
記
入
し
た
考
え
を
基
に
、
家
の

人
と
話
し
合
い
、
ど
の
よ
う
な
言
葉
や
態
度
で
接
す
る
と
、
毎
日
互

い
に
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
か
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る
。
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　思
い
や
り
の
心
は
、
自
分
が
他
者
に
能
動
的
に
接
す
る
と
き
に

必
要
な
心
の
在
り
方
で
あ
る
こ
と
、
他
の
人
の
立
場
を
尊
重
し
な

が
ら
、
親
切
に
し
た
り
、
い
た
わ
っ
た
り
、
励
ま
し
た
り
、
時
に

は
、
黙
っ
て
温
か
く
見
守
る
と
い
っ
た
場
合
も
あ
る
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
考
え
、
思
い
や
り
の
心
と
態
度
が
育
ま
れ
て
い
く
よ
う
に

す
る
。

①
五
十
四
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
、
思
い
や
り
の
心
は
、
単
な
る
哀
れ

　み
や
自
己
満
足
と
は
違
う
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
思
い
や
り
の

　心
を
も
っ
て
他
の
人
と
接
す
る
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
に
つ

　い
て
話
し
合
う
。

②
五
十
八
ペ
ー
ジ
の
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
読
ん
で
、
若
田
光
一
氏

　の
「
日
本
人
の
『
思
い
や
り
』
を
世
界
が
見
て
い
る
」
と
い
う
言

　葉
に
込
め
ら
れ
た
思
い
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

③
五
十
五
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で
自
分
だ
っ
た

　ら
ど
う
す
る
か
考
え
て
、
書
き
込
み
欄
に
記
入
し
、
話
し
合
う
。

④
思
い
や
り
の
心
に
つ
い
て
、
自
分
な
り
に
大
切
に
し
た
い
こ
と

　を
考
え
て
発
表
す
る
。

■
道
徳
の
時
間

　マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
は
、
最
も
悲
し
む
べ
き
こ
と
は
、
自
分

は
こ
の
世
に
不
要
な
人
間
だ
と
思
い
込
む
こ
と
、
現
世
の
最

大
の
悪
は
、
そ
う
い
う
人
た
ち
に
対
す
る
愛
が
足
り
な
い
こ

と
で
あ
る
と
考
え
、
そ
の
人
た
ち
の
た
め
に
尽
く
す
生
涯
を

送
っ
た
。

　マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
が
残
し
た
次
の
言
葉
の
意
味
に
つ
い
て

も
考
え
さ
せ
た
い
。

「
大
切
な
の
は
、
私
た
ち
が

ど
れ
だ
け
行
動
す
る
か
で
は

な
く
、
そ
れ
を
す
る
の
に
、

ど
れ
だ
け
愛
を
注
い
で
い
る

か
で
す
。
」

◆
こ
の
人
の
ひ
と
言

 

「
優
し
い
言
葉
は
、
短
く
て
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　ず
っ
と
ず
っ
と
心
に
こ
だ
ま
す
る
。
」

3 

活
用
場
面
例

１ 

こ
の
内
容
項
目
の
ペ
ー
ジ
の
特
徴

2 

活
用
の
ポ
イ
ン
ト

　思
い
や
り
の
心
は
、
人
と
人
と
が
生
活
し
て
い
く
上
で
相
互
に

欠
か
せ
な
い
心
情
で
あ
る
。

　五
十
五
ペ
ー
ジ
で
は
、
「
『
思
い
や
り
』
っ
て
…
…
な
ん
だ
ろ

う
？
」
と
い
う
問
い
掛
け
に
よ
っ
て
、
思
い
や
り
の
意
味
を
考
え
、

五
十
六
ペ
ー
ジ
で
は
、
グ
ラ
フ
か
ら
思
い
や
り
に
関
す
る
実
態
に

つ
い
て
考
え
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
五
十
八
ペ
ー
ジ
の
若
田
光

一
氏
の
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
で
は
、
「
日
本
人
の
『
思
い
や
り
』
を

世
界
が
見
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、
利
己
心
に
流
さ
れ
な
い

思
い
や
り
の
心
が
、
世
界
に
誇
れ
る
日
本
人
の
国
民
性
と
し
て
称

賛
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

2－（2）

P.５４～５９

２ 
人
と
支
え
合
っ
て

　
 

⑵ 
温
か
い
人
間
愛
の
精
神
と
思
い
や
り
の
心
を

温
か
い
人
間
愛
の
精
神
を
深
め
、
他
の
人
々
に
対
し
思
い
や
り
の
心

を
も
つ
。

　中
学
生
に
限
ら
ず
、
人
は
、
思
い
や
り
や
人
間
愛
に
基
づ
く
他
者

と
の
関
わ
り
が
大
切
だ
と
は
知
り
な
が
ら
も
、
な
か
な
か
相
手
の
立

場
に
立
っ
て
物
事
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。

　指
導
に
当
た
っ
て
は
、
単
に
思
い
や
り
の
心
の
大
切
さ
に
気
付

か
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
他
と
も
に
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で

あ
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
い
。
そ
し
て
、
そ
の
存
在

が
共
に
認
め
合
い
尊
重
し
合
う
思
い
や
り
の
心
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
、
他
の
人
に
対
し
て

思
い
や
り
の
心
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

　五
十
七
ペ
ー
ジ
の
「
賢
者
の
贈
り
物
」
に
つ
い
て
、
英
語
で
書

か
れ
た
原
作
を
紹
介
し
て
、
読
む
機
会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

■
外
国
語
科

　五
十
七
ペ
ー
ジ
の
「
賢
者
の
贈
り
物
」
を
家
の
人
と
一
緒
に
読

ん
で
、
家
の
人
の
考
え
や
思
い
を
聞
き
、
話
し
合
う
。

■
家
庭
と
の
連
携

第２章●「私たちの道徳」の活用事例

　若
田
光
一
氏
は
、
I
Ｓ
Ｓ
（
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

第
三
十
九
次
長
期
滞
在
に
お
い
て
日
本
人
初
の
船
長
（
コ
マ

ン
ダ
ー
）
に
就
任
し
た
。
そ
の
際
、
東
日
本
大
震
災
の
こ
と

に
も
触
れ
、
震
災
地
域
の
街
の
明
か
り
が
力
強
く
輝
い
て
い

る
の
が
印
象
的
で
復
興
へ
の
努
力
を
感
じ
取
り
、
自
分
自
身

も
強
く
励
ま
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
語
る
と
と
も
に
、
「
和

（
ハ
ー
モ
ニ
ー
）
」
を
大
切
に
し
て
任
務
を
全
う
し
た
い
と

語
っ
た
。

　若
田
氏
は
、
約
一
八
八
日
間
の
長
期
滞
在
か
ら
無
事
帰
還

し
、
宇
宙
滞
在
期
間
は
三
四
七
日
を
超
え
、
日
本
人
最
長
記

録
と
な
っ
て
い
る
。
帰
国
後
、
「
宇
宙
と
地
球
と
人
の

『
和
』
と
」
と
題
す
る
講
演
の
中
で
、
き
ち
ん
と
議
論
す
る

こ
と
で
お
互
い
の
信
頼
関
係
が
強
ま
り
、
チ
ー
ム
の
「
和
」

が
生
ま
れ
る
こ
と
、
「
個
」
の
切
磋
琢
磨
が
チ
ー
ム
全
体
の

向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
な
ど
を
話
し
、
お
互
い
に
相
手
を
思

い
や
る
気
持
ち
が
信
頼
関
係
を
生
み
出
す
と
語
っ
た
。
「
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
と
と
も
に
こ
う
し
た
こ
と
も
紹
介
し
、
人
を
思
い

や
る
気
持
ち
の
大
切
さ
に
つ
い
て
話
し
合
わ
せ
る
よ
う
に
し

た
い
。

　ま
た
、
若
田
氏
の
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
に
あ
る
協
力
し
助
け

合
っ
た
震
災
時
の
様
子
や
身
近
に
起
こ
っ
た
災
害
時
の
避
難

経
験
な
ど
を
地
域
の
人
か
ら
聞
き
取
り
、
思
い
や
り
に
つ
い

て
の
考
え
を
深
め
る
こ
と
も
で
き
る
。

◆
メ
ッ
セ
ー
ジ
〈
若
田
光
一
〉

 

「
日
本
人
の
『
思
い
や
り
』
を
世
界
が
見
て
い
る
」

P.59
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　真
の
友
情
は
、
互
い
に
励
ま
し
合
い
、
高
め
合
い
、
協
力
を
惜

し
ま
な
い
と
い
う
関
係
か
ら
生
ま
れ
る
こ
と
を
生
徒
が
自
分
自
身

の
現
状
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

六
十
四
ペ
ー
ジ
の
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
、
自
分
自
身
の
こ
と
を
振
り
返
っ
て
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

■
道
徳
の
時
間

　二
度
の
世
界
大
戦
の
時
代
に
生
き
た
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
は
、

一
貫
し
て
反
戦
を
訴
え
続
け
た
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
と
し
て
知
ら

れ
、
生
き
方
に
悩
み
を
抱
え
た
人
々
を
励
ま
す
文
学
作
品
を
書

き
続
け
た
。
一
九
一
五
年
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　友
情
に
関
す
る
次
の
言
葉
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。

 

「
君
を
理
解
す
る
友
人
は
、
君
を
創
造
す
る
。
」

◆
こ
の
人
の
ひ
と
言

 

「
私
は
世
界
に
ふ
た
つ
の
宝
を
も
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

私
の
友
と
私
の
魂
と
。
」

◆
メ
ッ
セ
ー
ジ
〈
本
田
宗
一
郎
〉

 

「
友
情
は
、
人
間
感
情
の
中
で
最
も
洗
練
さ
れ
た
、

　
　
　

 

そ
し
て
純
粋
な
美
し
い
も
の
の
一
つ
だ
と
思
う
。
」

3 

活
用
場
面
例

１ 

こ
の
内
容
項
目
の
ペ
ー
ジ
の
特
徴

2 

活
用
の
ポ
イ
ン
ト

　中
学
生
に
と
っ
て
友
人
と
の
関
わ
り
は
難
し
い
と
感
じ
る
テ
ー

マ
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
要
因
の
一
つ
に
は
、
真
の
友
情
に
つ
い

て
の
理
解
が
十
分
で
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
内
容
項
目

で
は
真
の
友
情
に
つ
い
て
の
考
え
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
大
切
に

し
た
い
。

　六
十
ペ
ー
ジ
で
は
、
生
徒
の
現
状
に
関
わ
っ
て
、
心
か
ら
信
頼

で
き
る
友
を
得
る
た
め
に
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
問
い
掛
け
て
い
る
。

六
十
一
ペ
ー
ジ
で
は
、
生
徒
の
友
情
観
を
確
認
し
、
六
十
三
ペ
ー

ジ
で
は
、
友
情
に
つ
い
て
家
族
や
先
輩
の
話
を
聞
い
て
書
き
込
む

こ
と
が
で
き
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

　真
の
友
情
は
表
面
的
な
仲
よ
し
で
は
な
く
、
い
つ
も
近
く
に
い

る
こ
と
で
も
な
い
。
信
頼
と
い
う
目
に
は
見
え
な
い
心
の
つ
な
が

り
が
そ
こ
に
あ
る
か
ど
う
か
だ
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
、
真

の
友
情
を
深
め
て
い
く
よ
う
な
態
度
を
育
て
て
い
き
た
い
。

2－（3）
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⑶ 
励
ま
し
合
い
高
め
合
え
る
生
涯
の
友
を

　正
岡
子
規
の
俳
句
や
夏
目
漱
石
の
小
説
を
学
習
す
る
際
に
、
六

十
二
ペ
ー
ジ
の
「
正
岡
子
規
と
夏
目
漱
石
」
を
活
用
し
、
作
者
へ

の
関
心
を
高
め
る
よ
う
に
し
た
い
。

　あ
わ
せ
て
、
子
規
は
俳
句
や
短
歌
を
研
究
し
、
俳
句
の
世
界
に

大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
、
漱
石
と
下
宿
を
同
じ
く
し
て
、
共
に
俳

句
を
読
む
な
ど
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
子
規
と
漱
石
は
文
学
的
、

人
間
的
に
影
響
を
与
え
合
っ
た
こ
と
な
ど
を
理
解
さ
せ
た
い
。

　六
十
三
ペ
ー
ジ
の
書
き
込
み
欄
を
活
用
し
て
、
家
の
人
や
人
生

の
先
輩
に
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
る
友
情
に
つ
い
て
取
材
し
、
聞
い
た

こ
と
を
ま
と
め
て
記
入
す
る
。

　本
田
宗
一
郎
は
、
日
本
を
代
表
す
る
世
界
有
数
の
自
動

車
メ
ー
カ
ー
を
共
に
育
て
上
げ
た
藤
沢
武
夫
と
、
か
け
が

え
の
な
い
友
で
あ
り
続
け
た
。
そ
の
た
め
に
心
に
留
め
て

い
た
こ
と
な
ど
が
こ
の
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
に
記
さ
れ
て
い

る
。　こ

の
こ
と
を
生
徒
一
人
一
人
に
自
分
の
こ
と
と
し
て
捉

え
さ
せ
、
自
分
の
身
近
な
友
人
関
係
を
振
り
返
り
な
が
ら

具
体
的
に
考
え
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　ま
た
、
「
友
情
は
、
人
間
感
情
の
中
で
最
も
洗
練
さ
れ

た
、
そ
し
て
純
粋
な
美
し
い
も
の
の
一
つ
だ
と
思
う
。
」

と
い
う
言
葉
に
込
め
ら
れ
た
本
田
の
思
い
や
考
え
、
ま
た
、

そ
の
言
葉
に
対
す
る
自

分
の
考
え
を
ま
と
め
、

生
徒
に
と
っ
て
の
友
情

の
定
義
を
表
現
さ
せ
て

み
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。

友
情
の
尊
さ
を
理
解
し
て
心
か
ら
信
頼
で
き
る
友
達
を
も
ち
、
互
い

に
励
ま
し
合
い
、
高
め
合
う
。

P.64

　中
学
生
と
も
な
る
と
、
互
い
に
心
を
許
し
合
え
る
友
達
を
真
剣
に

求
め
る
よ
う
に
な
る
。
相
手
の
こ
と
を
心
か
ら
信
頼
で
き
る
友
達
関

係
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
関
係
の
構
築
は
容
易
な
も

の
で
は
な
い
。

　指
導
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
よ
う
な
難
し
さ
も
認
め
つ
つ
、
尊
敬

し
信
頼
し
合
う
こ
と
の
で
き
る
友
情
を
育
て
る
た
め
に
、
ま
ず
自
分

①
六
十
・
六
十
一
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
、
自
分
に
と
っ
て
友
達
と
は

　ど
の
よ
う
な
存
在
か
を
考
え
、
話
し
合
う
。

②
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
読
ん
で
、
「
友
情
は
、
人
間
感
情
の
中
で

　最
も
洗
練
さ
れ
た
、
そ
し
て
純
粋
な
美
し
い
も
の
の
一
つ
だ
と

　思
う
。
」
と
い
う
言
葉
に
込
め
ら
れ
た
本

　田
宗
一
郎
の
思
い
や
考
え
に
つ
い
て
話
し

　合
う
。

③
生
涯
の
友
を
得
る
た
め
に
、
ま
た
、
友
と

　な
る
た
め
に
自
分
な
り
に
大
切
に
し
た
い

　こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

④
友
達
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
、

　六
十
一
ペ
ー
ジ
の
書
き
込
み
欄
に
記
入
す
る
。

■
国
語
科

■
家
庭
と
の
連
携

第２章●「私たちの道徳」の活用事例

P.60～61
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　異
性
に
対
す
る
理
解
と
互
い
を
尊
重
し
た
中
学
生
の
男
女
交
際

の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
た
め
に
、
六
十
六
か
ら
六
十
八

ペ
ー
ジ
や
七
十
ペ
ー
ジ
の
「
人
物
探
訪
」
を
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

①
六
十
六
ペ
ー
ジ
の
イ
ラ
ス
ト
の
男
女
は
、
何
を
思
い
、
考
え
て

　い
る
の
か
。
六
十
七
ペ
ー
ジ
の
異
性
に
対
す
る
好
き
嫌
い
に
関

　す
る
思
い
を
参
考
に
し
て
話
し
合
う
。

②
異
性
へ
の
関
心
が
芽
生
え
る
中
学
生
の
時
期
の
男
女
の
在
り
方

　に
つ
い
て
話
し
合
う
。
そ
の
際
、
六
十
八
ペ
ー
ジ
の
書
き
込
み

　欄
に
記
入
し
た
り
、
中
学
生
の
男
女
交
際
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

　討
議
し
や
す
い
課
題
を
設
定
し
、
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
っ
た
り
す

　る
。

③
七
十
ペ
ー
ジ
の
「
人
物
探
訪
」
を
通
し
て
、
互
い
を
尊
重
し
合

　う
関
係
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

　日
本
国
憲
法
と
平
等
権
の
単
元
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
社
会

な
ど
の
学
習
で
本
項
目
の
ペ
ー
ジ
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
国
際
社
会
の
単
元
で
も
、
国
際
連
合
な
ど
が
中
心
と
な
っ

■
道
徳
の
時
間

■
社
会
科
（
公
民
的
分
野
）

　倉
田
百
三
の
評
論
『
愛
と
認
識
と
の
出
発
』
の
一
節
で
あ

る
。
百
三
は
、
巻
頭
に
「
こ
の
書
を
後
れ
て
来
た
る
青
年
に

贈
る
」
と
し
、
青
年
が
ま
さ
に
考
え
る
べ
き
重
要
な
問
題
の

一
つ
と
し
て
、
善
、
真
理
、
友
情
、
信
仰
な
ど
と
と
も
に
、

恋
愛
に
関
し
て
も
本
質
的
な
考
え
方
を
示
そ
う
と
し
た
。

　『
愛
と
認
識
と
の
出
発
』
の
「
版
を
改
む
る
に
際
し
て
」

の
最
後
の
文
章
、
「
青
春
は
短
い
。
宝
石
の
ご
と
く
に
し
て

そ
れ
を
惜
し
め
。
俗
卑
と
凡
雑
と
低
吝
と
の
い
や
し
く
も
こ

れ
に
入
り
込
む
こ
と
を
拒
み
、
そ
の
想
い
を
偉
い
な
ら
し
め
、

そ
の
夢
を
清
か
ら
し
め
よ
。
夢
見
る
こ
と
を
や
め
た
と
き
、

そ
の
青
春
は
終
わ
る
の
で
あ
る
。
」
も
知
ら
れ
て
い
る
。

◆
こ
の
人
の
ひ
と
言

 

「
愛
と
は
他
人
の
運
命
を
自
分
の
興
味
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　他
人
の
運
命
を
傷
つ
け
る
こ
と
を
畏
れ
る
心
で
あ
る
。
」

◆
人
物
探
訪
〈
新
島
八
重
〉

（
彼
女
は
美
し
い
行
い
を
す
る
人
で
す
）

3 

活
用
場
面
例

１ 

こ
の
内
容
項
目
の
ペ
ー
ジ
の
特
徴

2 

活
用
の
ポ
イ
ン
ト

　男
女
は
社
会
の
対
等
な
構
成
員
で
あ
り
、
両
性
の
尊
重
と
協
力
に

よ
っ
て
、
社
会
生
活
が
営
ま
れ
て
い
る
。

　現
代
社
会
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た
っ
て
男
女
が
平
等
に
活

動
で
き
る
機
会
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
両
性
相
互

の
尊
重
と
協
力
が
あ
っ
て
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
項

目
は
、
互
い
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
や
、
中
学
生

の
男
女
交
際
、
さ
ら
に
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
の
課
題

な
ど
に
つ
い
て
考
え
、
異
性
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
を
深
め
、
相
手

の
人
格
を
尊
重
す
る
態
度
を
養
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

2－（4）
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２ 
人
と
支
え
合
っ
て

　
 

⑷ 
異
性
を
理
解
し
尊
重
し
て

　家
族
・
家
庭
と
子
供
の
成
長
の
学
習
で
、
六
十
九
ペ
ー
ジ
の
文

章
を
読
ん
だ
り
写
真
を
見
た
り
し
て
、
互
い
に
理
解
し
合
い
、
協

力
し
て
家
族
関
係
を
よ
り
よ
く
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
や
、

家
族
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
た
り
、
話
し
合
っ
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　（
道
徳
の
時
間
の
学
習
展
開
の
例
）

　歴
史
の
資
料
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
こ
の
「
人
物
探

訪
」
を
活
用
し
、
次
の
よ
う
な
問
い
掛
け
を
行
っ
て
話
し

合
う
こ
と
も
で
き
る
。

①
男
女
の
協
力
か
ら
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
は
ど
の
よ
う
な
こ

　と
か
を
考
え
、
発
表
す
る
。

②
七
十
ペ
ー
ジ
の
「
人
物
探
訪
」
を
読
む
。

③
新
島
八
重
の
人
柄
や
功
績
な
ど
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

　感
じ
、
考
え
る
か
発
表
す
る
。

④
新
島
襄
が
「
亭
主
が
東
を
向
け
と
命
令
す
れ
ば
、
三
年
間

　で
も
東
を
向
い
て
い
る
よ
う
な
御
婦
人
は
ご
め
ん
で
す
。
」

　と
言
っ
た
思
い
に
つ
い
て
発
表
す
る
。

⑤
「
美
し
い
行
い
を
す
る
人
」
と
襄
が
八
重
の
こ
と
を
語
っ

　て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
、
襄
と
八
重
は
お
互
い
に
ど

　の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
か
話
し
合
う
。

⑥
男
女
の
協
力
に
よ
り
新

　た
な
力
が
創
出
で
き
、

　よ
り
よ
い
社
会
生
活
が

　営
ま
れ
る
こ
と
に
つ
い

　て
考
え
を
深
め
る
。

男
女
は
、
互
い
に
異
性
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
を
深
め
、
相
手
の

人
格
を
尊
重
す
る
。

　イ
ラ
ス
ト
や
写
真
等
を
用
い
て
、
生
徒
自
身
が
考
え
た
り
、
グ

ル
ー
プ
討
議
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
男
女
は
互
い
に
理
解
し
、
高

め
合
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
自
分
自
身
や
集
団
生

活
を
豊
か
に
楽
し
く
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
般
に
異
性
に
対
す
る
関

心
が
強
く
な
る
こ
の
時
期
、
偏
っ
た
考
え
方
や
誤
解
を
見
直
し
、
違

い
を
受
け
止
め
、
尊
重
す
る
態
度
を
育
て
た
い
。

　ま
た
保
健
体
育
科
に
お
け
る
性
に
関
す
る
指
導
等
と
の
関
連
を
生

か
し
た
活
用
に
つ
い
て
も
工
夫
す
る
よ
う
に
し
た
い
。

※
性
同
一
性
障
害
に
係
る
生
徒
に
対
し
て
は
、
生
徒
の
心
情
に
十
分
配
慮
し
た
対

　応
を
行
う
よ
う
に
す
る
（
「
児
童
生
徒
が
抱
え
る
問
題
に
対
し
て
の
教
育
相
談

　の
徹
底
に
つ
い
て
（
通
知
）
」
平
成
二
十
二
年
四
月
（
文
部
科
学
省
Ｈ
P
に
も

　掲
載
）
等
参
照
）
。

て
進
め
て
い
る
両
性
の
平
等
、
男
女
共
同
参
画
な
ど
に
つ
い
て
学

習
し
た
後
で
、
六
十
九
ペ
ー
ジ
の
書
き
込
み
欄
に
様
々
な
情
報
を

基
に
し
て
課
題
を
書
き
出
し
、
異
性
の
相
互
理
解
と
尊
重
に
つ
い

て
も
改
め
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

■
技
術
・
家
庭
科
（
家
庭
分
野
）

「
…

she is a person w
ho does handsom

e.」
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　人
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
も
の
の
見
方
や
考
え
方
が
あ
る
こ
と
を

実
感
し
、
認
め
合
い
学
び
合
う
心
の
大
切
さ
を
確
認
で
き
る
よ
う

に
、
七
十
五
ペ
ー
ジ
の
書
き
込
み
欄
な
ど
を
活
用
す
る
。

①
七
十
三
ペ
ー
ジ
の
書
き
込
み
欄
に
記
入
す
る
。

②
読
み
物
資
料
「
言
葉
の
向
こ
う
に
」
を
読
ん
で
話
し
合
う
。

③
七
十
六
ペ
ー
ジ
の
「
人
物
探
訪
」
を
読
み
、
山
岡
鉄
舟
の
「
己

　の
知
ら
ざ
る
こ
と
は
何
人
に
て
も
な
ら
う
べ
し
」
の
言
葉
に
込

　め
ら
れ
た
思
い
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

④
七
十
五
ペ
ー
ジ
の
書
き
込
み
欄
に
、

　異
な
る
意
見
を
尊
重
し
つ
つ
、
自
分

　も
成
長
し
て
い
く
に
は
ど
う
す
れ
ば

　よ
い
か
、
自
分
の
考
え
を
記
入
し
て

　話
し
合
う
。

　七
十
六
ペ
ー
ジ
の
「
人
物
探
訪
」
や
七

十
七
ペ
ー
ジ
の
「
こ
の
人
の
ひ
と
言
」
の

■
道
徳
の
時
間

■
国
語
科

■
特
別
活
動
（
学
級
活
動
）

　孔
子
は
、
古
代
中
国
の
思
想
家
で
、
儒
教
の
祖
と
し
て
尊
敬
さ
れ
、
日
本
の
文
化
に
も
古
く
か
ら
影
響
を
与
え
た
。
こ
の
言
葉
は
、

『
論
語
』
の
中
に
あ
る
。

　こ
の
言
葉
を
通
し
て
、
他
者
と
単
に
同
調
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
考
え
を
も
っ
て
調
和
す
る
こ
と
が
、
人
と
の
関
わ
り
を
深
め

て
い
く
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
い
。
そ
し
て
、
自
分
自
身
の
こ
と
を
振
り
返
っ
て
、
こ
の
言
葉
に
込
め
ら
れ

た
思
い
を
深
く
考
え
さ
せ
、
望
ま
し
い
人
間
関
係
の
育
成
に
つ
な
げ
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
。

◆
こ
の
人
の
ひ
と
言

「
君
子
は
和
し
て
同
ぜ
ず
。
小
人
は
同
じ
て
和
せ
ず
。
」

◆
人
物
探
訪
〈
山
岡
鉄
舟
〉

「
己
の
知
ら
ざ
る
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　何
人
に
て
も
な
ら
う
べ
し
」

3
活
用
場
面
例

１
こ
の
内
容
項
目
の
ペ
ー
ジ
の
特
徴

2
活
用
の
ポ
イ
ン
ト

　人
間
が
物
事
に
つ
い
て
そ
の
全
体
を
知
り
尽
く
す
こ
と
は
難
し

く
、
自
分
な
り
の
角
度
や
視
点
か
ら
物
事
を
見
る
こ
と
が
多
い
。

大
切
な
こ
と
は
、
互
い
が
相
手
の
存
在
の
独
自
性
を
認
め
、
相
手

の
考
え
や
立
場
を
尊
重
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　七
十
三
ペ
ー
ジ
で
は
、
自
分
と
異
な
る
も
の
の
見
方
や
考
え
方

と
出
会
っ
た
経
験
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
七
十
五

ペ
ー
ジ
に
は
異
な
る
意
見
を
尊
重
す
る
こ
と
と
自
己
の
内
面
的
成

長
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
書
き
込
み
欄
が
あ
る
。

　七
十
六
ペ
ー
ジ
の
「
人
物
探
訪
」
で
は
、
心
の
広
さ
奥
深
さ
が

あ
る
か
ら
こ
そ
誰
か
ら
も
学
ぼ
う
と
す
る
姿
勢
を
も
つ
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

2－（5）
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　⑸
認
め
合
い
学
び
合
う
心
を

言
葉
を
読
ん
で
、
こ
れ
ま
で
読
ん
だ
本
の
中
か
ら
、
自
分
の
も
の
の

見
方
や
考
え
方
を
広
げ
て
く
れ
た
言
葉
な
ど
に
つ
い
て
七
十
七
ペ
ー

ジ
に
記
入
し
て
、
意
見
を
交
流
す
る
。
こ
う
し
た
活
動
に
よ
り
、
読

書
へ
の
興
味
・
関
心
が
喚
起
さ
れ
る
と
と
も
に
、
生
き
方
に
つ
い
て

の
考
え
を
広
げ
、
深
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

　ま
た
、
『
論
語
』
を
教
材
と
し
た
学
習
を
す
る
際
に
、
孔
子
の

「
君
子
は
和
し
て
同
ぜ
ず
。
小
人
は
同
じ
て
和
せ
ず
。
」
と
い
う
言

葉
を
活
用
し
、
自
身
の
体
験
を
振
り
返
ら
せ
な
が
ら
、
生
き
る
教
訓

を
短
文
に
ま
と
め
さ
せ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
題
材
と
自
己
と
を
つ
な

ぐ
と
と
も
に
、
学
習
意
欲
を
高
め
、
言
語
感
覚
を
豊
か
に
す
る
こ
と

も
で
き
る
。

　学
級
活
動
の
内
容
「
（
２
）
適
応
と
成
長
及
び
健
康
安
全
」
の

「
イ

　自
己
及
び
他
者
の
個
性
の
理
解
と
尊
重
」
の
指
導
に
当
た
っ

て
七
十
三
・
七
十
四
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
他
者
の
個
性
を

理
解
し
、
互
い
に
尊
重
し
合
い
、
自
己
理
解
を
一
層
深
め
、
豊
か
な

人
間
関
係
を
育
ん
で
い
く
よ
う
な
態
度
を
養
う
際
に
活
用
す
る
。

　山
岡
鉄
舟
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
、
個
性
の
尊
重
や
寛
容

の
心
を
も
ち
謙
虚
に
学
ぶ
こ
と
を
具
体
的
に
考
え
さ
せ
る

よ
う
に
し
た
い
。

　鉄
舟
が
十
五
歳
の
と
き
に
自
ら
を
律
す
る
た
め
に
作
っ

た
ル
ー
ル
を
、
同
じ
年
代
の
生
徒
た
ち
は
ど
う
感
じ
る
で

あ
ろ
う
か
。

　十
五
歳
の
と
き
に
作
っ
た
自
己
を
律
し
た
ル
ー
ル
を
守

り
続
け
た
鉄
舟
の
生
き
方
は
、

そ
の
後
、
関
わ
り
の
あ
っ
た

多
く
の
人
々
の
生
き
方
に
も

影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
も

押
さ
え
て
お
き
た
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
立
場
を
尊
重
し
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
の
見
方
や

考
え
方
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
、
寛
容
の
心
を
も
ち
謙
虚
に
他
に

学
ぶ
。

P.74～75

　中
学
生
の
時
期
に
は
、
自
分
の
考
え
や
立
場
に
固
執
す
る
傾
向

が
強
く
な
り
、
他
者
と
意
見
の
対
立
や
摩
擦
が
生
じ
る
こ
と
も
少

な
く
な
い
。
個
性
に
つ
い
て
の
自
覚
も
芽
生
え
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に

も
の
の
見
方
や
考
え
方
に
違
い
が
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
よ
う
に

な
る
。
そ
の
た
め
に
各
ペ
ー
ジ
を
通
し
て
、
自
分
自
身
を
振
り
返

ら
せ
、
自
分
の
視
点
か
ら
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
意
見
も
取
り
入

れ
、
認
め
合
い
学
び
合
う
心
を
育
み
た
い
。

　指
導
に
当
た
っ
て
は
、
個
性
と
は
何
か
に
つ
い
て
の
理
解
を
促

す
と
と
も
に
、
多
様
な
個
性
を
認
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
差
異
を
尊
重

す
る
態
度
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
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P.78～79

１
資
料
の
特
性

2
指
導
上
の
留
意
点

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
通
信
手
段
は
、
電
子
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）
、
友
人
や
仲

間
、
同
じ
趣
味
や
関
心
を
も
っ
た
人
々
と
の
多
様
な
方
法
で
の
交

流
を
可
能
に
す
る
。
中
学
生
に
な
る
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
を
使

用
す
る
機
会
も
増
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
情
報
の
収
集

や
発
信
の
経
験
を
も
つ
生
徒
も
多
く
な
る
。
そ
の
た
め
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
魅
力
を
体
験
す
る
一
方
で
、
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
遇

す
る
可
能
性
も
高
く
な
る
。

　主
人
公
の
加
奈
子
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
Ａ
選
手
の
フ
ァ
ン
仲
間
と
の
交
流
を
楽
し
ん

で
い
る
。
あ
る
試
合
を
き
っ
か
け
に
、
心
な
い
書
き
込
み
が
続
い

た
こ
と
に
怒
っ
た
加
奈
子
は
、
自
分
も
ひ
ど
い
言
葉
で
応
酬
し
注

意
さ
れ
て
し
ま
う
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
言
葉
の
や
り
取
り

の
難
し
さ
に
直
面
し
た
加
奈
子
だ
っ
た
が
、
「
言
葉
の
向
こ
う
に

い
る
人
々
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
て
み
て
。
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、

言
葉
の
受
け
手
の
存
在
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
自
分
に
気
付
く

と
い
う
資
料
で
あ
る
。

　加
奈
子
が
置
か
れ
た
状
況
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

い
れ
ば
誰
も
が
想
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、

情
報
モ
ラ
ル
に
留
意
し
な
が
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
書
き
込

3
展
開
例

【
ね
ら
い
】

　そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
尊
重
し
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
の
見
方
や
考

え
方
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
、
寛
容
の
心
を
も
と
う
と
す
る
態

度
を
育
て
る
。

言
葉
の
向
こ
う
に

読
み
物
資
料

2－（5）
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　加
奈
子
の
思
い
を
通
し
て
、
他
の
人
の
考
え
方
を
尊
重
す
る

　こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
展
開

【
主
な
学
習
】

①
必
死
で
反
論
す
る
加
奈
子
の
言
葉
が
段
々
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る

　の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

　・
フ
ァ
ン
と
し
て
Ａ
選
手
の
悪
口
を
言
わ
れ
っ
ぱ
な
し
に
で
き

　
　な
い
か
ら
。

　・
相
手
が
見
え
な
い
の
で
反
論
も
書
き
や
す
い
か
ら
。

②
「
中
傷
す
る
人
た
ち
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
争
わ
な
い
で
。
」
と
い
う

　書
き
込
み
を
見
て
、
加
奈
子
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
思
っ
た
だ
ろ

　う
か
。

　・
悪
い
の
は
悪
口
を
書
い
て
く
る
方
だ
。

　・
大
好
き
な
選
手
の
悪
口
は
許
せ
な
い
。

　・
私
は
悪
く
な
い
。
同
じ
フ
ァ
ン
仲
間
だ
と
思
っ
て
い
た
の
に

　
　ひ
ど
い
。

　
　い
ろ
い
ろ
な
も
の
の
見
方
や
考
え
方
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
考

　え
る
展
開

【
主
な
学
習
】

①
加
奈
子
は
、
「
あ
な
た
が
書
い
た
言
葉
の
向
こ
う
に
い
る
人
々

　の
顔
を
思
い
浮
か
べ
て
み
て
。
」
と
言
わ
れ
て
、
ど
の
よ
う
な

　こ
と
を
考
え
た
だ
ろ
う
か
。

　・
サ
イ
ト
上
の
字
面
だ
け
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
が
、
匿
名
だ
か

　
　ら
こ
そ
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
言
葉
の
や
り
取
り
に
は
難
し
さ
や

　
　恐
ろ
し
さ
が
あ
る
。

　・
自
分
の
発
す
る
言
葉
の
向
こ
う
に
、
そ
れ
を
受
け
取
る
相
手

　
　の
存
在
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

　・
全
く
同
じ
顔
の
人
が
い
な
い
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
の

　
　見
方
や
考
え
方
が
あ
る
の
は
、
当
た
り
前
だ
。

②
加
奈
子
が
発
見
し
た
「
す
ご
い
こ
と
」
と
は
何
だ
ろ
う
か
。

　・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
単
に
言
葉
を
交
わ
し
合
う
こ

み
に
よ
る
心
の
す
れ
違
い
に
着
目
し
、
考
え
を
深
め
ら
れ
る
よ
う

に
指
導
し
て
い
き
た
い
。

　具
体
的
に
は
、
自
分
の
発
す
る
言
葉
の
向
こ
う
に
そ
れ
を
受
け

取
る
他
者
が
い
る
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
こ
と
で
、
ネ
ッ
ト
社
会
に

お
け
る
よ
り
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
在
り
方
に
つ
い
て
考

え
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
い
。

③
画
面
か
ら
目
を
離
し
て
椅
子
の
背
に
も
た
れ
た
加
奈
子
は
、
ど

　の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
だ
ろ
う
か
。

　・
多
く
の
人
が
サ
イ
ト
を
見
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
た
。
読

　
　む
人
の
気
持
ち
を
全
く
考
え
て
い
な
か
っ
た
。

　・
直
接
会
っ
て
話
し
て
い
る
時
よ
り
も
ネ
ッ
ト
上
の
コ
ミ
ュ
ニ

　
　ケ
ー
シ
ョ
ン
っ
て
難
し
い
。
言
葉
じ
り
に
こ
だ
わ
っ
て
、
ゆ

　
　と
り
を
も
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
な
い
。

　・
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
ば
か
り
に
な
っ
て
相
手
の
こ
と
を
じ
っ

　
　く
り
考
え
ら
れ
な
い
。

④
異
な
る
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
受
け
止
め
な
が
ら
、
他
の
人

　と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
ど
の
よ

　う
な
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
か
。

　
　と
だ
け
で
は
な
い
。
言
葉
の
奥
に
あ
る
思
い
や
気
持
ち
を
交

　
　わ
し
合
う
こ
と
だ
。

　・
や
り
と
り
し
て
い
る
言
葉
は
、
人
の
全
部
で
は
な
く
て
、
一

　
　部
だ
と
考
え
れ
ば
冷
静
に
な
れ
た
の
だ
と
思
う
。

　・
大
事
な
の
は
、
字
面
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、
言
葉

　
　の
奥
に
あ
る
人
の
気
持
ち
を
考
え
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
を

　
　認
め
た
上
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
だ
。

③
こ
の
学
習
を
通
し
て
、
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
は
、
ど

　の
よ
う
な
こ
と
か
。
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　読
み
物
資
料
で
の
話
合
い
の
前
後
に
、
「
こ
の
人
の
ひ
と
言
」

を
活
用
し
、
相
手
に
感
謝
の
心
を
届
け
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
八
十
七
ペ
ー
ジ
の
「
こ
の
人
の
ひ
と
言
」
を
読
み
、
自
分
が
関

　心
を
も
っ
た
言
葉
を
選
び
、
理
由
を
添
え
て
発
表
す
る
。

②
読
み
物
資
料
「
帰
郷
」
を
読
ん
で
話
し
合
う
。

③
八
十
六
ペ
ー
ジ
の
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
読
ん
で
、
感
じ
た
こ
と

　や
考
え
た
こ
と
を
話
し
合

　う
。

④
自
分
が
伝
え
た
い
「
あ
り

　が
と
う
」
に
つ
い
て
八
十

　五
ペ
ー
ジ
の
書
き
込
み
欄

　に
記
入
す
る
。

■
道
徳
の
時
間

■
特
別
活
動
（
学
級
活
動
）

　ア
ル
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
、
世
の
中
に
善

事
を
な
す
力
や
明
る
さ
が
も
っ
と
増
え
る
よ
う
に
、
「
自

分
自
身
は
、
水
の
流
れ
出
る
道
を
見
つ
け
て
泉
と
な
り
、

人
々
が
感
謝
へ
の
渇
き
を
癒
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
」
と
い
う
言
葉
も
残
し
て
い
る
。

◆
こ
の
人
の
ひ
と
言

「
感
謝
を
言
葉
や
態
度
で
表
す
こ
と
を

　
　
　
　
　後
延
ば
し
に
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　自
分
を
訓
練
し
な
さ
い
。
」

3
活
用
場
面
例

１
こ
の
内
容
項
目
の
ペ
ー
ジ
の
特
徴

2
活
用
の
ポ
イ
ン
ト

　感
謝
の
心
は
、
他
の
人
が
自
分
の
こ
と
を
大
切
に
思
っ
て
く
れ
て

い
る
こ
と
に
触
れ
、
相
手
の
行
為
を
有
り
難
い
と
感
じ
た
と
き
に
起

こ
る
人
間
の
自
然
な
感
情
で
あ
る
。
他
者
か
ら
の
善
意
や
支
え
に
気

付
き
、
こ
れ
を
受
け
止
め
て
感
謝
す
る
豊
か
な
心
の
働
き
が
人
間
関

係
を
築
く
上
で
大
切
で
あ
る
。

　中
学
生
の
時
期
は
、
自
立
心
の
強
ま
り
と
と
も
に
、
日
々
の
生
活

の
中
で
自
己
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
多
く
の
人
々
の
善
意
や
支
え
に

気
付
く
一
方
で
、
感
謝
の
気
持
ち
を
素
直
に
伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ

も
感
じ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

　そ
こ
で
、
八
十
三
ペ
ー
ジ
で
は
、
な
ぜ
感
謝
の
気
持
ち
を
う
ま
く

表
現
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
の
か
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　感
謝
の
意
味
を
考
え
る
書
き
込
み
欄
や
読
み
物
資
料
と
と
も
に
、

八
十
四
ペ
ー
ジ
の
詩
な
ど
に
よ
っ
て
、
感
謝
の
気
持
ち
を
素
直
に
伝

え
る
こ
と
の
難
し
さ
や
大
切
さ
を
考
え
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

2－（6）

P.８２～９３

２
人
と
支
え
合
っ
て

　⑹
人
々
の
善
意
や
支
え
に
応
え
た
い

　学
級
活
動
の
内
容
「
（
２
）
適
応
と
成
長
及
び
健
康
安
全
」
の

「
オ

　望
ま
し
い
人
間
関
係
の
確
立
」
に
関
わ
っ
て
、
八
十
四
ペ
ー

ジ
の
「
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
『
あ
り
が
と
う
』
が
迷
子
に
な
っ
て
い

ま
せ
ん
か
。
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
話
し
合
う
。

①
八
十
五
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
、
伝
え
ら
れ
て
う
れ
し
か
っ
た

　「
あ
り
が
と
う
」
と
、
伝
え
た
い
「
あ
り
が
と
う
」
に
つ
い
て

　考
え
る
。

②
八
十
四
ペ
ー
ジ
の
詩
を
読
ん
で
、
自
分
の
体
験
を
基
に
、
伝
え

　ら
れ
な
か
っ
た
「
あ
り
が
と
う
」
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

③
な
ぜ
感
謝
の
気
持
ち
を
う
ま

　く
表
現
で
き
な
い
こ
と
が
あ

　る
の
か
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

④
自
分
が
伝
え
た
い
と
思
う
感

　謝
の
気
持
ち
に
つ
い
て
考
え

　る
。

⑤
そ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
ど
の

　よ
う
に
し
て
伝
え
る
の
か
を

　自
分
な
り
の
方
法
を
考
え
、

　実
践
す
る
よ
う
に
す
る
。

　自
分
が
不
器
用
な
人
間
で
あ
る
と
自
覚
し
て
い
る
振
分

親
方
は
、
最
後
の
一
番
の
後
、
支
度
部
屋
で
、
よ
う
や
く

た
く
さ
ん
の
人
の
支
え
に
気
付
く
。

　親
方
が
現
役
力
士
を
引
退
す
る
断
髪
式
で
、
次
の
よ
う

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
さ
れ
て
い
る
。
大
銀
杏
に
は
さ
み
を

入
れ
た
先
代
の
東
関
親
方
（
元
関
脇
高
見
山
）
に
対
し
て

高
見
盛
（
現
振
分
親
方
）
は
、
「
親
方
、
力
士
で
生
き
る

甲
斐
を
与
え
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
角
界
に
ス
カ
ウ
ト
し
て
く
れ
た
師
匠
に
つ
ぶ
や
い
た
と

い
う
。
不
器
用
な
振
分
親
方
と
し
て
は
、
こ
の
機
会
を
逃

せ
ば
伝
え
ら
れ
な
い
感
謝
の
思
い
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

多
く
の
人
々
の
善
意
や
支
え
に
よ
り
、
日
々
の
生
活
や
現
在
の
自
分

が
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
、
そ
れ
に
こ
た
え
る
。

◆
メ
ッ
セ
ー
ジ
〈
振
分
精
彦
（
元
小
結
高
見
盛
）
〉

「
不
器
用
な
自
分
を
支
え
て
く
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　全
て
の
人
に
感
謝
し
た
い
。
」

　指
導
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
、
多
く
の
人
々
の
善
意
や
支
え
に

よ
っ
て
、
日
々
の
生
活
が
成
り
立
ち
、
現
在
の
自
分
が
あ
る
こ
と

に
気
付
か
せ
る
よ
う
に
す
る
。
そ
の
上
で
、
そ
の
善
意
や
支
え
に

対
す
る
感
動
や
喜
び
が
自
ず
と
感
謝
の
心
と
な
っ
て
表
出
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
経
験
を
振
り
返
っ
て
理
解

を
深
め
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
し
て
、
自
分
の
心

の
中
に
あ
る
感
謝
の
気
持
ち
を
素
直
に
表
現
し
、
そ
れ
が
相
手
の

心
に
届
く
こ
と
に
よ
っ
て
潤
い
の
あ
る
人
間
関
係
が
築
か
れ
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
さ
せ
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
。

P.87
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　人
は
、
相
互
依
存
の
間

柄
に
あ
っ
て
生
き
て
い
る

存
在
で
も
あ
る
。
こ
の
ペ
ー

ジ
を
活
用
し
て
、
人
間
関

係
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に

つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
し

た
い
。
特
に
、
最
後
の
行

の
「
さ
り
げ
な
さ
で
」
の

言
葉
に
着
目
し
、
「
沢
山

の
や
さ
し
い
手
」
と
は
何

か
な
ど
に
つ
い
て
、
話
し

合
う
こ
と
が
で
き
る
。

■
道
徳
の
時
間

P.94～95

　二
の
視
点
に
関
わ
る
重
点
化
「
人
間
関
係
を
築
く
力
」

に
関
す
る
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。

　茨
木
の
り
子
は
、
多
く
の
詩
人
を
輩
出
し
た
同
人
誌

「
櫂
」
を
発
刊
し
、
叙
情
詩
を
多
数
創
作
し
た
。
「
知

命
」
は
、
人
間
同
士
の
心
の
交
わ
り
の
世
界
を
描
い
た
作

品
で
あ
る
。

１
こ
の
ペ
ー
ジ
の
特
徴

2
活
用
事
例

支
え
合
い
共
に
生
き
る

二
の
視
点

重
点
ペ
ー
ジ

P.９４～９５

１
資
料
の
特
性

2
指
導
上
の
留
意
点

　本
資
料
は
、
主
人
公
の
研
一
が
故
郷
へ
帰
り
、
故
郷
の
人
々
の

温
か
さ
に
触
れ
、
感
謝
の
気
持
ち
を
感
じ
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

　東
京
で
俳
優
と
な
っ
た
研
一
は
、
脳
卒
中
で
母
親
が
倒
れ
た
と

い
う
連
絡
を
受
け
、
故
郷
の
病
院
へ
と
急
ぐ
。
夜
遅
く
病
室
に
着

く
と
、
子
供
の
頃
か
ら
世
話
に
な
っ
た
老
夫
婦
が
母
親
を
見
守
っ

て
お
り
、
母
親
の
無
事
を
告
げ
ら
れ
る
。
翌
日
、
研
一
は
、
老
夫

婦
や
母
親
が
開
い
て
い
た
居
酒
屋
の
常
連
客
の
温
か
さ
に
触
れ
る
。

研
一
は
、
リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
な
母
親
に
東
京
で
暮
ら
そ
う
と
言
う

が
、
母
親
は
首
を
横
に
振
る
。
そ
ん
な
様
子
を
見
て
い
た
老
夫
婦

が
、
母
親
の
面
倒
を
見
る
と
切
り
出
す
。

　「
離
れ
た
く
な
い
」
と
母
が
言
う
町
の
ぬ
く
も
り
に
触
れ
、
研

一
は
人
々
の
温
か
さ
を
感
じ
な
が
ら
東
京
に
戻
る
と
い
う
内
容
で

あ
る
。
研
一
が
感
じ
た
故
郷
の
ぬ
く
も
り
や
人
の
温
か
さ
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
人
の
善
意
や
支
え
に
よ
り
、

現
在
の
自
分
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
資
料
で
あ
る
。

　中
学
生
の
時
期
は
自
立
心
が
強
ま
り
、
時
に
、
自
己
を
過
信
し
、

自
分
の
力
だ
け
で
生
き
て
い
る
と
錯
覚
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　本
資
料
の
主
人
公
の
研
一
が
帰
郷
を
通
じ
て
気
付
い
た
こ
と
は
、

母
親
へ
の
感
謝
だ
け
で
は
な
く
、
母
親
を
支
え
て
い
る
老
夫
婦
や

町
の
人
々
の
優
し
さ
な
ど
も
含
め
た
ぬ
く
も
り
で
あ
り
、
人
は
支

3
展
開
例

【
ね
ら
い
】

　多
く
の
人
々
の
善
意
や
支
え
に
よ
り
、
日
々
の
生
活
や
現
在
の

自
分
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、
そ
れ
に
感
謝
し
、
応
え
よ
う
と
す

る
態
度
を
育
て
る
。

帰

　郷

　

読
み
物
資
料

2－（6）

P.８８～９３

　
　研
一
の
思
い
を
通
し
て
、
感
謝
に
つ
い
て
考
え
る
展
開

【
主
な
学
習
】

①
故
郷
に
向
か
う
電
車
の
中
で
、
研
一
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

　考
え
て
い
た
だ
ろ
う
か
。

　・
母
の
病
状
は
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
。
心
配
だ
。
普
段
か
ら
も
っ

　
　と
連
絡
を
と
っ
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
。

　・
大
変
な
状
況
だ
っ
た
ら
、
自
分
の
仕
事
に
も
影
響
し
て
し
ま

　
　う
だ
ろ
う
な
。

　

②
老
夫
婦
が
病
室
に
持
っ
て
き
て
く
れ
た
チ
ャ
ー
ハ
ン
を
押
し
頂

　く
よ
う
に
受
け
取
っ
た
研
一
の
胸
に
は
、
ど
の
よ
う
な
思
い
が

　込
み
上
げ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

　・
母
だ
け
で
な
く
自
分
の
こ
と
ま
で
気
遣
っ
て
く
れ
て
有
り
難
い
。

　・
大
人
に
な
っ
た
自
分
に
対
し
て
、
子
供
の
頃
と
同
じ
よ
う
に

　
　し
て
く
れ
る
こ
と
へ
の
驚
き
と
感
謝
の
気
持
ち
。

③
来
た
道
を
引
き
返
す
電
車
の
中
で
、
研
一
は
、
ど
の
よ
う
な
こ

　と
を
思
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　・
こ
れ
ま
で
自
分
の
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た
。

　・
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
へ
の
感
謝
の
思
い
。
常
連
客
や
雅
也

　
　研
一
が
感
じ
た
ぬ
く
も
り
や
優
し
さ
の
元
に
な
っ
て
い
る
も
の

　に
つ
い
て
考
え
る
展
開

【
主
な
学
習
】

①
研
一
は
、
母
が
町
の
人
た
ち
と
ど
の
よ
う
な
つ
な
が
り
を
つ
く
っ

　て
暮
ら
し
て
き
た
と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　・
み
ん
な
に
優
し
く
接
し
、
思
い
や
り
の
あ
る
態
度
で
過
ご
し

　
　て
き
た
。

　・
気
取
ら
ず
自
慢
し
な
い
人
で
、
み
ん
な
に
愛
さ
れ
て
い
る
。

　・
母
に
普
段
、
世
話
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
ん
な
と
き
こ
そ

　
　役
に
立
ち
た
い
と
、
み
ん
な
思
っ
て
く
れ
て
い
る
。

②
研
一
が
感
じ
た
「
ぬ
く
も
り
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の

　だ
ろ
う
か
。

　・
母
を
包
ん
で
い
る
町
の
み
ん
な
の
思
い
や
り
や
親
切
、
愛
情
。

　・
ふ
る
さ
と
の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
安
心
感
。

③
研
一
が
帰
郷
に
よ
っ
て
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
は
、
ど
の

　よ
う
な
こ
と
か
。

　・
自
分
は
一
人
で
生
き
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
様
々
な
人

　
　の
善
意
や
支
え
に
よ
っ
て
生
き
て
い
る
。

　・
人
の
支
え
や
善
意
に
対
し
て
感
謝
し
、
そ
の
思
い
に
応
え
て

　
　い
き
た
い
。

え
合
い
な
が
ら
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
と
き
の

研
一
の
気
付
き
や
東
京
に
帰
る
研
一
の
心
の
変
化
に
つ
い
て
も
考

え
さ
せ
、
自
分
も
多
く
の
人
の
善
意
や
支
え
に
よ
っ
て
、
日
々
の

生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
取
ら
せ
る
よ
う
に
し
た
い
。

　
　の
優
し
さ
を
有
り
難
く
感
じ
る
。

　・
自
分
一
人
で
俳
優
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
た
が
、
母
や
町
の

　
　人
た
ち
み
ん
な
に
支
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
今
の
自
分
が

　
　あ
る
の
だ
。

④
こ
の
学
習
を
通
し
て
、
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
は
、
ど
の

　よ
う
な
こ
と
か
。
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■
理
科
（
第
二
分
野
）

2
活
用
事
例

１
こ
の
ペ
ー
ジ
の
特
徴

生
命
を
考
え
る

①
花
の
つ
く
り
を
調
べ
る
。

　エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ツ
ツ
ジ
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
マ
ツ
な
ど
の
植

　物
を
観
察
し
、
そ
の
特
徴
を
ス
ケ
ッ
チ
す
る
。

②
花
の
つ
く
り
の
違
い
を
知
る
。

　被
子
植
物
と
裸
子
植
物
の
つ
く
り
の
違
い
を
学
ぶ
。

③
花
の
つ
く
り
の
特
徴
を
深
く
考
え
る
。

　裸
子
植
物
の
胚
珠
や
花
粉
の
う
が
、
な
ぜ
り
ん
片
の
裏
側
に
つ
い

　て
い
る
の
か
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
で
討
議
し
、
パ
ネ
ル
発
表
を
行

　う
。

④
一
〇
一
ペ
ー
ジ
の
「
生
命
を
考
え
る

　連
続
性
」
を
読
み
、
植
物

　に
も
生
命
を
連
続
さ
せ
る
体
の
仕
組
み
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
感

　じ
た
こ
と
を
ま
と
め
、
発
表
し
合
う
。
ま
た
、
一
一
九
ペ
ー
ジ
の

　「
こ
の
人
の
言
葉
」
の
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
詩
を
読
み
、
考
え
た
こ

　と
を
記
入
す
る
。

①
九
十
八
か
ら
一
〇
一
ペ
ー
ジ
の
「
生
命
を
考
え
る

　偶
然
性

　有
限

　性

　連
続
性
」
を
読
み
、
私
た
ち
の
命
が
今
の
自
分
だ
け
の
も
の
で

　は
な
く
、
過
去
か
ら
現
在
、
未
来
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
考

　え
る
。

②
一
〇
四
ペ
ー
ジ
の
「
科
学
技
術
の
発
達
と
生
命
倫
理
」
に
関
す
る

　新
聞
記
事
な
ど
の
資
料
を
活
用
し
、
実
態
と
課
題
を
知
る
。

③
遺
伝
子
治
療
に
つ
い
て
意
見
交
流
を
行
い
、
そ
の
是
非
に
つ
い
て

　考
え
を
深
め
る
。

④
か
け
が
え
の
な
い
生
命
を
大
切
に
す
る
た
め
に
、
日
々
の
生
活
の

　中
で
心
掛
け
よ
う
と
思
う
こ
と
な
ど
を
決
め
て
実
践
に
生
か
す
よ

　う
に
す
る
。

※
生
命
倫
理
の
課
題
に
つ
い
て
の
議
論
で
は
、
多
様
な
価
値
観
か
ら

　意
見
が
対
立
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
両
論
を
併
記
す
る
な
ど

　し
て
、
授
業
の
展
開
に
は
十
分
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
中
学
生

　の
学
習
に
お
い
て
は
、
性
急
に
結
論
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
こ

　れ
か
ら
一
人
一
人
が
こ
の
よ
う
な
現
代
的
な
課
題
に
向
き
合
っ
て

　い
く
た
め
の
出
発
点
で
あ
る
と
の
意
識
を
生
徒
に
も
た
せ
る
こ
と

　が
大
切
で
あ
る
。

　生
物
に
つ
い
て
の
観
察
、
実
験
を
通
し
て
、
植
物
の
体
の
つ
く

り
と
特
徴
に
つ
い
て
学
ぶ
際
に
、
こ
の
ペ
ー
ジ
を
活
用
す
る
。
植

物
は
ど
の
よ
う
に
し
て
仲
間
を
ふ
や
す
の
か
。
植
物
は
ど
の
よ
う
な

体
の
つ
く
り
を
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
る
。

◆
有
限
性

　有
限
性
か
ら
は
、
生
き
て
い
る
こ
と
を
大
切
に
す
る
心
情
が
引

き
出
せ
る
。
一
日
一
日
が
去
っ
て
行
く
よ
う
に
、
い
つ
か
私
た
ち

も
去
っ
て
い
く
。
誰
に
と
っ
て
も
か
け
が
え
の
な
い
貴
重
な
一
日

を
精
一
杯
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
思
い
を
養
い
た
い
。

◆
連
続
性

　過
去
か
ら
現
在
へ
、
そ
し
て
未
来
へ
と
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て

い
く
生
命
。
こ
の
連
続
性
に
つ
い
て
は
、
人
間
の
み
な
ら
ず
、
あ

ら
ゆ
る
生
命
に
つ
い
て
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

P.100～101P.104

P.98～99

　三
の
視
点
に
関
わ
る
重
点
化
「
自
他
の
生
命
の
尊
重
」
に
関
す
る

ペ
ー
ジ
で
あ
る
。
本
ペ
ー
ジ
は
、
生
命
を
「
偶
然
性
」
「
有
限
性
」

「
連
続
性
」
の
観
点
か
ら
捉
え
、
生
徒
た
ち
に
生
命
の
か
け
が
え
の

な
さ
を
語
り
掛
け
て
い
る
。
自
ら
の
生
命
を
愛
し
み
、
他
者
の
生
命

を
尊
び
、
あ
る
い
は
生
き
物
の
死
に
涙
す
る
。
生
命
を
尊
ぶ
と
い
う
、

人
と
し
て
の
感
情
を
、
こ
こ
で
し
っ
か
り
と
胸
に
刻
み
直
し
た
い
。

　生
命
の
偶
然
性
に
は
、
神
秘
的
な
面
が
あ
る
。
生
徒
に
と
っ
て
は

自
己
の
存
在
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
意
味
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
も

な
り
、
哲
学
的
な
思
索
へ
と
誘
う
か
も
し
れ
な
い
。
有
限
性
は
、
最

も
一
般
的
な
考
え
方
で
あ
る
が
、
身
近
な
生
死
と
の
関
連
の
中
で
、

そ
の
重
さ
を
認
識
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
連
続
性
は
、
主
に
、
家
族

と
の
結
び
付
き
を
再
認
識
さ
せ
、
同
時
に
、
自
分
も
、
脈
々
と
続
く

で
あ
ろ
う
生
命
の
環
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
せ
る
。

　日
常
生
活
の
中
で
は
、
生
命
の
誕
生
に
遭
遇
し
た
り
、
身
近
な
人

と
の
死
別
を
経
験
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
書
物
や

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
中
の
そ
う
し
た
場
面
を
見
て
、
感
動
し
た
り
深
い

悲
し
み
に
包
ま
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
体
験
と
重

ね
合
わ
せ
て
、
こ
の
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
生
命
の
か
け
が
え
の
な
さ

を
実
感
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

◆
偶
然
性

　「
な
ぜ
自
分
は
生
ま
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。
」
そ
の
よ
う
な
思
い

を
、
感
傷
的
に
抱
く
生
徒
も
い
る
。
偶
然
性
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
ス

思
考
で
捉
え
る
よ
う
に
助
言
し
た
い
。

　科
学
技
術
の
発
達
と
生
命
倫
理
と
の
関
わ
り
か
ら
生
命
の
意
味

を
考
え
る
際
に
、
こ
の
ペ
ー
ジ
を
活
用
す
る
。
生
命
の
有
限
性
と

科
学
技
術
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
深
く
考
え
、
か
け
が
え
の
な
い
生

命
を
尊
重
す
る
態
度
を
育
む
。

■
特
別
活
動
（
学
級
活
動
）

い
と
お

い
の
ち

わ

は
い

し
ゅ

は

事
例

63 62
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三
の
視
点

重
点
ペ
ー
ジ

P.９８～１０１

事
例



　一
〇
六
ペ
ー
ジ
の
「
人
物
探
訪
」
を
読
ん
で
、
人
命
を
救
う
こ

と
を
自
ら
の
使
命
と
し
た
緒
方
洪
庵
の
生
き
方
を
考
え
た
り
、
同

じ
く
人
命
を
救
う
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
人
か
ら
の
話
を
聞
い
た

り
し
て
、
生
命
の
尊
さ
を
考
え
る
。

■
道
徳
の
時
間

　内
容
「
（
４
）
健
康
な
生
活
と
疾
病
の
予
防
」
の
感
染
症
の
予

防
に
関
し
て
、
病
原
体
対
策
と
と
も
に
、
体
力
や
抵
抗
力
を
高
め

免
疫
を
つ
け
る
こ
と
が
感
染
症
予
防
に
つ
な
が
る
こ
と
を
学
習
す

る
。
こ
の
単
元
の
学
習
の
際
に
、
一
〇
六
ペ
ー
ジ
の
「
人
物
探

訪
」
を
読
む
こ
と
で
、
感
染
症
に
よ
り
奪
わ
れ
て
き
た
生
命
を
救

う
た
め
に
身
を
呈
し
て
研
究
に
励
ん
だ
緒
方
洪
庵
の
生
き
方
が
、

予
防
接
種
に
よ
る
医
療
の
先
駆
け
と
な
っ
た
こ
と
に
気
付
く
こ
と

が
で
き
る
。

　吉
川
英
治
の
言
葉
は
、
吉
川
が
終
戦
後
の
混
乱
期
に
執
筆
し
た
『
大
岡
越
前
』
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
言
葉
は
、
後
の
大
岡

越
前
、
大
岡
市
十
郎
が
自
ら
の
生
き
方
に
苦
悩
し
、
命
を
絶
と
う
と
し
て
い
た
と
き
に
出
会
っ
た
僧
が
市
十
郎
に
語
っ
た
言
葉
と
し
て
書

か
れ
て
い
る
。

　吉
川
は
日
本
の
敗
戦
後
、
一
時
筆
を
絶
っ
て
い
る
。
『
大
岡
越
前
』
は
、
そ
の
ブ
ラ
ン
ク
を
乗
り
越
え
、
作
家
と
し
て
の
復
活
を
か
け

た
作
品
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
は
こ
う
続
い
て
い
る
。
「
自
分
の
生
命
す
ら
粗
雑
に
持
ち
扱
う
人
間
が
、
何
で
、
ひ
と
か
ら
そ
の
生
命
を
祝

福
さ
れ
よ
う
か
、
愛
さ
れ
よ
う
か
。
」
吉
川
の
こ
の
言
葉
の
意
味
を
想
像
す
る
こ
と
で
、
「
か
け
が
え
の
な
い
自
他
の
生
命
を
尊
重
す

る
」
生
き
方
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

◆
こ
の
人
の
ひ
と
言

　
　

「
ひ
と
の
生
命
を
愛
せ
な
い
者
に
、
自
分
の
生
命
を
愛
せ
る
わ
け
が
な
い
。
」 ◆

人
物
探
訪
〈
緒
方
洪
庵
〉

「
人
の
命
を
救
い
、
人
々
の
苦
し
み
を
和
ら
げ
る
以
外
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考
え
る
こ
と
は
何
も
な
い
。
」

3
活
用
場
面
例

１
こ
の
内
容
項
目
の
ペ
ー
ジ
の
特
徴

2
活
用
の
ポ
イ
ン
ト

　生
命
を
尊
ぶ
こ
と
は
、
か
け
が
え
の
な
い
生
命
を
愛
し
み
、
自
ら

も
ま
た
多
く
の
生
命
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
素
直
に
応

え
よ
う
と
す
る
心
の
現
れ
と
言
え
る
。

　そ
こ
で
、
一
〇
二
ペ
ー
ジ
で
は
生
命
の
神
秘
性
に
触
れ
な
が
ら
、

生
命
が
唯
一
無
二
の
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ

れ
、
一
〇
三
ペ
ー
ジ
で
は
生
命
の
「
誕
生
」
と
「
終
焉
」
と
い
う
対

極
の
現
実
的
な
出
来
事
か
ら
生
命
に
つ
い
て
考
え
る
構
成
を
と
っ
て

い
る
。
一
〇
四
・
一
〇
五
ペ
ー
ジ
で
は
、
科
学
技
術
の
進
歩
と
と
も

に
生
じ
る
生
命
倫
理
に
関
わ
る
問
題
や
現
代
社
会
の
抱
え
る
生
命
に

関
す
る
課
題
を
投
げ
掛
け
て
い
る
。
ま
た
、
一
〇
六
・
一
〇
七
ペ
ー

ジ
で
は
、
先
人
の
生
き
方
や
格
言
か
ら
社
会
的
な
関
わ
り
の
中
で
の

生
命
に
つ
い
て
も
考
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
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３
生
命
を
輝
か
せ
て

　⑴
か
け
が
え
の
な
い
自
他
の
生
命
を
尊
重
し
て

　大
阪
市
中
央
区
北
浜
の
ビ
ジ
ネ
ス
街
に
、
今
も
当
時
の
姿

を
残
す
「
適
塾
」
。
創
設
者
の
緒
方
洪
庵
は
優
れ
た
蘭
学

者
・
医
学
者
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
す
ば
ら
し
い
教
育
者

で
も
あ
っ
た
。
明
治
維
新
で
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
多
く

の
偉
人
が
学
ん
だ
適
塾
の
入
門
者
は
千
人
に
も
達
し
た
。
こ

れ
ほ
ど
多
く
の
人
に
適
塾
で
学
び
た
い
と
思
わ
せ
た
魅
力
は

何
だ
ろ
う
か
。

　一
つ
は
、
や
は
り
洪
庵
の
生
き
様
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　自
分
の
名
声
や
利
益
を
顧
み
ず
、
人
の
た
め
に
生
き
る
姿

か
ら
、
か
け
が
え
の
な
い
生
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
る

よ
う
に
し
た
い
。

生
命
の
尊
さ
を
理
解
し
、
か
け
が
え
の
な
い
自
他
の
生
命
を
尊
重
す

る
。

　指
導
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
自
分
の
生
命
に
つ
い
て
、
そ
の
尊

さ
や
か
け
が
え
の
な
さ
を
深
く
自
覚
さ
せ
た
い
。
さ
ら
に
、
人
間

の
生
命
の
み
な
ら
ず
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
生
命
の
尊
厳
に
気

付
か
せ
、
生
命
あ
る
も
の
は
互
い
に
支
え
あ
っ
て
生
き
、
生
か
さ

れ
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
の
念
を
も
た
せ
る
き
っ
か
け
と
し
た
い
。

　ま
た
、
自
己
の
生
命
の
尊
さ
や
か
け
が
え
の
な
さ
を
深
く
感
じ
、

今
を
精
一
杯
生
き
よ
う
と
す
る
姿
勢
に
つ
な
げ
た
い
。
さ
ら
に
、

二
の
視
点
や
四
の
視
点
と
の
関
連
の
下
で
、
人
間
の
生
命
は
人
間

関
係
の
中
で
保
た
れ
て
い
る
と
い
う
側
面
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も

考
え
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

■
理
科
（
第
二
分
野
）

■
社
会
科
（
歴
史
的
分
野
）

　内
容
「
（
５
）
生
命
の
連
続
性
」
の
単
元
で
「
ア

　生
命
の
成
長

と
殖
え
方
」
と
「
イ

　遺
伝
の
規
則
性
と
遺
伝
子
」
に
つ
い
て
学
習

す
る
際
に
、
本
項
目
の
ペ
ー
ジ
を
学
習
の
き
っ
か
け
と
し
た
り
、
一

〇
一
ペ
ー
ジ
の
「
生
命
を
考
え
る

　連
続
性
」
を
読
み
、
植
物
に
も

動
物
に
も
生
命
を
連
続
さ
せ
る
体
の
仕
組
み
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

感
じ
た
こ
と
を
ま
と
め
て
話
し
合
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
と
が
で
き
る
。

■
保
健
体
育
科
（
保
健
分
野
）
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①
一
〇
三
ペ
ー
ジ
の
書
き
込
み
欄
に
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
を
振
り

　返
っ
て
、
生
命
の
か
け
が
え
の
な
さ
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
を

　記
入
し
て
発
表
す
る
。

②
「
人
物
探
訪
」
を
読
ん
で
考
え
た
こ
と
を
話
し
合
う
。

③
人
命
を
救
う
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
人
を
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

　と
し
て
招
き
、
生
命
に
つ
い
て
の
話
を
聞
く
。

④
生
命
の
尊
さ
に
つ
い
て
、
考
え
た
こ
と
を
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
う
。

　「
近
世
の
日
本
」
の
中
の
「
新
し
い
学
問
・
思
想
の
動
き
」
の

学
習
の
際
に
「
人
物
探
訪
」
を
読
む
こ
と
で
、
蘭
学
者
や
国
学
者

な
ど
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
い
た
人
物
の
生
き
方
に
つ
い
て
知
る

し
ゅ
う
え
ん

い
と
お

ひ
ら
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１
資
料
の
特
性

2
指
導
上
の
留
意
点

　本
資
料
は
、
病
弱
な
広
瀬
淡
窓
が
、
医
師
の
倉
重
湊
の
助
言
に

よ
っ
て
生
き
方
を
変
え
た
の
を
知
っ
て
、
主
人
公
の
裕
介
も
こ
れ

ま
で
の
生
き
方
を
変
え
て
い
こ
う
と
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

　病
気
の
た
め
に
入
退
院
を
繰
り
返
し
「
何
の
た
め
に
生
き
て
る

の
か
な
、
生
き
て
い
て
も
仕
方
が
な
い
の
じ
ゃ
な
い
か
」
と
苦
し

む
裕
介
が
、
人
間
の
生
き
る
意
味
に
つ
い
て
考
え
、
生
命
を
尊
重

し
よ
う
と
す
る
生
き
方
に
変
化
す
る
と
こ
ろ
を
中
心
に
考
え
さ
せ

た
い
。
キ
ミ
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
言
葉
の
中
に
あ
る
「
生
き
る
こ
と
は

一
と
筋
が
よ
し
寒
椿
」
の
「
生
き
切
る
椿
」
が
象
徴
的
な
意
味
を

も
っ
て
お
り
、
か
け
が
え
の
な
い
生
命
を
精
一
杯
生
き
る
こ
と
に

つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
資
料
で
あ
る
。
人
間
の
生
命
の
み
な
ら

ず
、
身
近
な
動
植
物
を
は
じ
め
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
生
命
の

尊
厳
に
も
気
付
か
せ
た
い
。

　自
己
の
生
命
の
尊
厳
、
尊
さ
を
深
く
考
え
、
生
き
て
い
る
こ
と
の
有

り
難
さ
に
深
く
思
い
を
寄
せ
る
こ
と
は
、
自
他
の
生
命
を
尊
重
し
て
生

き
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

中
学
生
の
時
期
は
、
比
較
的
健
康
に
過
ご
せ
る
場
合
が
多
い
た
め
か
、

自
己
の
生
命
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
る
生
徒
は
決
し
て
多
い
と
は
言
え

な
い
。
ま
た
、
生
命
の
か
け
が
え
の
な
さ
に
思
い
が
及
ば
ず
、
生
命
軽

視
の
軽
は
ず
み
な
言
動
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
。

3
展
開
例

【
ね
ら
い
】

　生
命
の
尊
さ
を
理
解
し
、
か
け
が
え
の
な
い
生
命
を
精
一
杯
生

き
よ
う
と
す
る
態
度
を
育
て
る
。

キ
ミ
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
椿

読
み
物
資
料

3－（1）
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　裕
介
の
思
い
を
通
し
て
、
生
命
の
尊
さ
に
つ
い
て
考
え
る
展

　開
【
主
な
学
習
】

①
裕
介
は
、
な
ぜ
、
「
何
の
た
め
に
生
き
て
る
の
か
な
、
生
き
て

　い
て
も
仕
方
が
な
い
の
じ
ゃ
な
い
か
」
と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　・
病
気
が
ち
で
入
退
院
を
繰
り
返
し
て
い
て
苦
し
い
。

　・
親
に
も
心
配
や
迷
惑
ば
か
り
掛
け
て
い
る
。

　・
生
き
る
意
味
が
分
か
ら
な
い
。

②
裕
介
は
、
広
瀬
淡
窓
の
生
き
方
や
「
万
善
簿
」
の
こ
と
を
知
っ

　て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
た
の
だ
ろ
う
か
。

　・
僕
と
同
じ
よ
う
に
病
弱
だ
っ
た
け
ど
、
意
味
の
あ
る
人
生
を

　
　懸
命
に
生
き
た
ん
だ
。

　・
健
康
で
あ
る
か
病
弱
で
あ
る
か
は
、
生
き
方
に
は
関
係
が
な

　
　い
の
だ
。

　
　キ
ミ
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
思
い
を
通
し
て
、
精
一
杯
生
き
る
こ
と
に

　つ
い
て
考
え
る
展
開

【
主
な
学
習
】

①
裕
介
の
病
室
に
見
舞
い
に
行
っ
た
と
き
の
様
子
を
順
平
か
ら
聞

　い
た
キ
ミ
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
た
だ
ろ

　う
か
。

　・
裕
介
は
元
気
な
同
級
生
た
ち
に
自
分
の
悩
み
を
打
ち
明
け
る

　
　こ
と
が
で
き
ず
苦
し
ん
で
い
る
に
違
い
な
い
。

　・
裕
介
が
希
望
を
も
て
る
よ
う
な
話
を
聞
か
せ
て
や
れ
な
い
だ

　
　ろ
う
か
。

②
キ
ミ
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
広
瀬
淡
窓
の
「
万
善
簿
」
を
通
し
て
、
裕

　介
に
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
だ
ろ
う
か
。

　・
病
気
で
あ
っ
て
も
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

　
　よ
い
こ
と
を
積
み
重
ね
て
い
こ
う
と
い
う
前
向
き
な
生
き
方

　
　が
生
き
る
意
欲
を
生
む
こ
と
。

　裕
介
は
、
自
分
と
同
じ
よ
う
に
病
弱
で
、
自
ら
の
生
き
方
を
憂
い

悩
ん
だ
淡
窓
と
い
う
人
物
と
、
淡
窓
の
実
践
し
た
「
万
善
簿
」
を
キ

ミ
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
紹
介
さ
れ
、
生
き
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
さ
せ

ら
れ
る
。
裕
介
は
、
淡
窓
の
生
き
方
を
知
り
、
自
分
の
考
え
の
甘
さ

に
気
付
か
さ
れ
る
。
倉
重
か
ら
の
淡
窓
へ
の
言
葉
、
「
万
善
簿
」
、

そ
し
て
キ
ミ
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
友
達
と
の
や
り
と
り
な
ど
か
ら
命
の
連

続
性
や
有
限
性
、
偶
然
性
、
そ
し
て
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
て
い
く

よ
う
に
し
た
い
。

③
裕
介
は
、
キ
ミ
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
手
を
ぐ
っ
と
握
り
締
め
て
、
ど

　の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　・
生
き
て
い
て
も
仕
方
が
な
い
な
ん
て
考
え
て
い
た
け
れ
ど
、

　
　し
っ
か
り
と
生
き
る
。

　・
キ
ミ
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
大
切
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
て
あ
り
が

　
　と
う
。
自
分
だ
け
が
苦
し
い
の
で
は
な
い
ん
だ
。
前
を
向
い

　
　て
生
き
な
け
れ
ば
。

　・
周
り
の
人
々
が
自
分
の
こ
と
を
気
に
掛
け
て
い
る
こ
と
も
忘

　
　れ
な
い
。

※
キ
ミ
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ
の
感
謝
だ
け
に
と
ど
ま
る
発
言
に
は
、
ど

　う
い
う
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
の
か
な
ど
を
問
い
、
裕
介
の
生

　き
る
こ
と
に
対
す
る
姿
勢
に
考
え
が
及
ぶ
よ
う
に
す
る
。

　・
淡
窓
も
若
い
頃
は
、
裕
介
と
同
じ
よ
う
に
自
分
の
病
気
の
こ

　
　と
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
に
生
き
る
か
を

　
　追
求
し
て
い
く
こ
と
で
、
生
き
る
意
味
を
見
い
だ
し
た
こ
と
。

③
キ
ミ
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
ど
の
よ
う
な
思
い
か
ら
「
生
き
る
こ
と

　は
一
と
筋
が
よ
し
寒
椿
」
の
句
を
「
い
い
ね
え
。
」
と
言
う
の

　だ
ろ
う
か
。

　・
生
き
る
こ
と
と
は
、
た
だ
日
々
を
過
ご
す
だ
け
で
な
く
、
自

　
　分
の
思
い
の
限
り
、
力
一
杯
、
生
き
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

　
　が
椿
を
見
て
い
る
と
思
い
返
さ
れ
る
。

　・
最
後
ま
で
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
が
椿
の
様
子
と
重
な
っ
て

　
　心
に
伝
わ
っ
て
く
る
。

④
「
生
き
る
こ
と
は
」
の
言
葉
に
続
け
て
、
生
き
る
こ
と
に
つ
い

　て
の
自
分
の
考
え
を
表
現
す
る
。

つ
ば
き
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　自
然
と
共
存
し
調
和
し
て
、
よ
り
よ
く
生
き
て
い
く
た
め
に
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
か
を
考
え
る
手
掛
か
り
と
し
て
、
本
項
目

の
ペ
ー
ジ
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

■
道
徳
の
時
間

　ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
は
一
時
期
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
強
く
惹
か

れ
て
い
た
。
し
か
し
、
革
命
に
よ
る
争
い
と
流
血
に
失
望
す

る
。
故
国
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
戻
っ
た
彼
は
、
辺
境
の
風
景
を

こ
よ
な
く
愛
す
る
詩
人
と
な
り
、
一
八
〇
二
年
に
こ
の

「
虹
」
が
作
ら
れ
た
。

　こ
の
詩
は
、
道
徳
の
時
間
の
終
末
な
ど
で
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
詩
を
朗
読
し
て
、
前
述
の
背
景
を
紹
介
し

「
生
き
て
い
る
意
味
」
「
子
供
の
頃
の
思
い
」
か
ら
彼
が
抱

く
自
然
へ
の
畏
敬
の
念
に
思
い
を
馳
せ
て
み
る
こ
と
も
で
き

る
。

◆
こ
の
人
の
言
葉

◆
メ
ッ
セ
ー
ジ
〈
大
木
聖
子
〉

「
私
た
ち
の
た
め
に
地
球
と
い
う
星
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」

3
活
用
場
面
例

１
こ
の
内
容
項
目
の
ペ
ー
ジ
の
特
徴

2
活
用
の
ポ
イ
ン
ト

　悠
久
の
時
間
の
流
れ
の
中
で
育
ま
れ
て
き
た
地
球
の
自
然
。
そ

の
大
自
然
を
前
に
私
た
ち
は
息
を
の
む
。
本
内
容
項
目
で
は
、
人

間
の
力
を
超
え
る
自
然
に
対
し
畏
敬
の
念
を
抱
く
と
と
も
に
、
自

然
と
共
存
す
る
将
来
を
考
え
て
い
く
よ
う
に
す
る
。

　一
一
四
ペ
ー
ジ
で
は
、
自
然
と
人
間
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え

る
き
っ
か
け
を
与
え
て
い
る
。
一
一
五
ペ
ー
ジ
で
は
自
然
の
恵
み
と

美
し
さ
、
一
一
六
ペ
ー
ジ
で
は
、
人
知
の
及
ば
ぬ
自
然
の
猛
威
と
神

秘
、
そ
し
て
一
一
七
ペ
ー
ジ
で
は
自
然
と
の
共
存
、
調
和
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
一
一
八
ペ
ー
ジ

の
大
木
聖
子
氏
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
あ
る
「
私
た
ち
の
た
め
に
地
球
と

い
う
星
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
い
う
言
葉
は
、
こ
の

地
球
上
で
の
自
然
と
共
存
し
た
生
き
方
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
。

3－（2）

P.1１４～1１９

３
生
命
を
輝
か
せ
て

　⑵
美
し
い
も
の
へ
の
感
動
と
畏
敬
の
念
を

　地
球
に
息
づ
く
人
間
を
、
手
の
ひ
ら
に
乗
る
ア
リ
に
例
え
、

地
球
や
自
然
に
対
す
る
人
間
の
傲
慢
さ
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

「
地
球
と
い
う
星
に
間
借
り
を
し
て
暮
ら
し
て
い
る
の
は
私

た
ち
人
類
の
方
」
と
い
う
大
木
聖
子
氏
の
考
え
方
か
ら
、
自

然
に
対
す
る
感
謝
と
謙
虚
さ
に
つ
い
て
気
付
き
を
促
す
こ
と

が
で
き
る
。

　こ
の
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
は
、
理
科
の
生
物
に
関
す
る
単
元

へ
の
導
入
で
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
球
に
暮
ら
す
私
た

ち
が
、
自
分
た
ち
の
小
さ
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
時
折

起
こ
る
地
震
に
は
謙
虚
に
備
え
よ
う
と
思
え
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
大
木
氏
の
言
葉
の
意
味
を
考
え
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
い
。

自
然
を
愛
護
し
、
美
し
い
も
の
に
感
動
す
る
豊
か
な
心
を
も
ち
、
人

間
の
力
を
超
え
た
も
の
に
対
す
る
畏
敬
の
念
を
深
め
る
。

　中
学
生
の
時
期
は
感
受
性
も
豊
か
に
な
り
、
自
然
や
人
間
の
力

を
超
え
た
も
の
に
対
し
て
畏
怖
や
神
秘
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
。

し
か
し
、
自
然
そ
の
も
の
に
親
し
み
、
そ
の
美
し
さ
に
感
動
す
る

機
会
に
乏
し
い
場
合
も
多
く
、
必
ず
し
も
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
を

十
分
に
実
感
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
、
地
震
や
台
風
な

ど
自
然
の
猛
威
を
目
の
当
た
り
に
し
、
人
間
の
無
力
さ
を
強
く
感

じ
て
い
る
面
も
あ
る
。

　指
導
に
当
た
っ
て
は
、
時
に
人
類
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す

こ
と
の
あ
る
自
然
が
、
一
方
で
は
我
々
を
豊
か
に
し
、
癒
し
、
育

ん
で
く
れ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
せ
、
人
間
と
自
然
と
の

調
和
を
考
え
、
共
存
を
目
指
そ
う
と
い
う
意
欲
を
引
き
出
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

■
理
科
（
第
二
分
野
）

①
一
一
八
ペ
ー
ジ
の
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
読
み
、
人
間
と
自
然
と

　の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
、
話
し
合
う
。

②
人
間
が
自
然
に
対
し
て
で
き
る
こ
と
や
自
然
と
の
調
和
に
つ
い

　て
様
々
な
資
料
を
基
に
考
え
、
環
境
に
関
す
る
個
人
の
学
習
テ
ー

　マ
を
設
定
す
る
。

③
個
人
別
テ
ー
マ
を
基
に
、
探
究
活
動
の
計
画
を
立
て
、
活
動
を

　行
う
。

④
個
人
的
テ
ー
マ
に
つ
い
て
調
査
し
た
こ
と
を
整
理
し
て
ま
と
め

　る
。

⑤
探
究
活
動
の
結
果
を
踏
ま
え
、
調
査
し
て
ま
と
め
た
こ
と
や
、

　自
然
と
の
調
和
に
つ
い
て
身
近
な
事
柄
と
し
て
自
分
に
で
き
る

　こ
と
を
発
表
す
る
。

■
総
合
的
な
学
習
の
時
間

第２章●「私たちの道徳」の活用事例

①
一
一
七
ペ
ー
ジ
の
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　を
読
み
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
絶
滅
を
防
ぎ
、
野
生
復
帰
を
果
た
す

　た
め
に
、
動
物
学
、
生
態
学
な
ど
の
様
々
な
科
学
の
分
野
が
い

　か
に
長
い
歳
月
を
か
け
て
関
わ
っ
て
き
た
か
を
知
る
。

②
保
護
動
物
を
野
生
に
帰
す
取
組
に
つ
い
て
調
べ
る
。

③
調
査
の
結
果
と
自
分
の
考
え
た
こ
と
を
ま
と
め
、
自
然
環
境
を

　保
全
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
す
る
。

　環
境
な
ど
の
横
断
的
・
総
合
的
な
課
題
に
つ
い
て
、
自
然
と
人

間
の
関
わ
り
を
考
え
、
人
間
が
自
然
に
対
し
て
で
き
る
こ
と
は
何

か
を
探
究
的
に
学
習
す
る
際
の
導
入
と
し
て
活
用
す
る
。

　自
然
と
人
間
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
、
自
然
環
境

の
保
全
に
つ
い
て
科
学
的
に
考
察
し
判
断
す
る
態
度
を
養
う
。

①
一
一
五
ペ
ー
ジ
を
読
み
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
で
自
然
が
美
し
い

　と
感
じ
た
こ
と
や
、
自
然
か
ら
癒
さ
れ
る
と
感
じ
た
こ
と
を
振

　り
返
る
。

②
一
一
六
ペ
ー
ジ
を
読
み
、
自
然
の
不
思
議
さ
に
つ
い
て
感
じ
た

　こ
と
を
発
表
す
る
。

③
読
み
物
資
料
を
読
ん
で
話
し
合
う
。

④
一
一
七
ペ
ー
ジ
の
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　を
読
み
、
今
後
、
自
然
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
け
ば
よ
い

　か
を
考
え
、
発
表
し
合
う
。

ご
う

ま
ん

け
い
し
ょ
う

ひ

は

事
例

事
例
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　一
二
一
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
、
人
間
に
は
弱
さ
や
醜
さ
を
克
服

し
て
強
く
気
高
く
生
き
よ
う
と
す
る
心
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
考

え
る
。

■
道
徳
の
時
間

　ル
ソ
ー
に
つ
い
て
は
、
社
会
科
の
歴
史
的
分
野
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
革
命
の
時
代
の
学
習
と
関
連
さ
せ
て
取
り
上
げ
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
『
エ
ミ
ー
ル
』
で
「
私
た
ち
の
魂
の
奥
底
に
は
、
私
た
ち
が
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
私
た
ち
の
行
動
と
他
人
の
行

動
と
を
、
善
あ
る
い
は
悪
と
判
断
す
る
、
正
義
と
美
徳
の
生
得
的
原
理
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
原
理
に
こ
そ
私
は
良
心
と
い
う
名

を
与
え
る
。
」
と
述
べ
て
お
り
、
ル
ソ
ー
は
、
ど
ん
な
人
間
で
あ
っ
て
も
根
底
に
は
良
心
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
、
そ
れ
ゆ
え
ど
ん
な

人
間
で
も
、
人
間
で
あ
る
が
ゆ
え
に
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。

◆
こ
の
人
の
ひ
と
言

　

 

「
良
心
は
魂
の
声
で
あ
る
。
」

◆
人
物
探
訪
〈
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク
〉

 

「
私
た
ち
は
皆
、

　
　
　
　幸
せ
に
な
る
こ
と
を
目
的
に
生
き
て
い
ま
す
。
」

　
　

3 

活
用
場
面
例

１ 

こ
の
内
容
項
目
の
ペ
ー
ジ
の
特
徴

2 

活
用
の
ポ
イ
ン
ト

　人
間
は
決
し
て
完
全
な
も
の
で
は
な
く
欠
点
や
弱
点
も
併
せ
も

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
良
心
ゆ
え
に
悩
み
、
苦
し
み
、
そ
の

呵
責
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。

　一
二
〇
ペ
ー
ジ
で
は
、
良
心
の
声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
で
、
よ

り
よ
く
生
き
よ
う
と
す
る
意
欲
を
引
き
出
す
こ
と
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
る
。
一
二
一
ペ
ー
ジ
で
は
、
心
の
ど
こ
か
に
抱
く
こ
と
が
あ

る
劣
等
感
や
妬
み
な
ど
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
葛
藤
と
そ
れ
に

打
ち
か
っ
た
経
験
を
問
い
、
本
内
容
項
目
の
論
点
に
気
付
か
せ
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
一
二
二
ペ
ー
ジ
で
は
、
よ
り
よ
い
自
分
に
な

ろ
う
と
思
う
気
持
ち
は
誰
も
が
胸
の
内
に
抱
い
て
い
る
も
の
だ
と

い
う
こ
と
を
理
解
さ
せ
、
自
分
自
身
の
目
指
す
生
き
方
を
問
う
も

の
で
あ
る
。

　ま
た
、
一
二
四
ペ
ー
ジ
の
「
人
物
探
訪
」
で
は
、
厳
し
い
状
況

に
置
か
れ
な
が
ら
も
、
「
人
は
本
当
は
す
ば
ら
し
い
心
を
も
っ
て

い
る
」
と
信
じ
続
け
る
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク
の
生
き
方
か
ら
、

「
人
間
と
し
て
の
気
高
さ
」
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

3－（3）

P.１２０～１３１

３ 
生
命
を
輝
か
せ
て

　⑶ 
人
間
の
強
さ
や
気
高
さ
を
信
じ
生
き
る

人
間
に
は
弱
さ
や
醜
さ
を
克
服
す
る
強
さ
や
気
高
さ
が
あ
る
こ
と
を

信
じ
て
、
人
間
と
し
て
生
き
る
こ
と
に
喜
び
を
見
い
だ
す
よ
う
に
努

め
る
。

　「
良
心
の
声
」「
誇
り
あ
る
生
き
方
」「
人
間
の
気
高
さ
」
と
い

う
表
現
を
具
体
的
に
捉
え
る
の
は
難
し
い
面
も
あ
る
。
そ
こ
で
、

本
内
容
項
目
の
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
、
具
体
的
に
人
間
の
弱
さ
や

醜
さ
を
克
服
す
る
強
さ
や
気
高
さ
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
よ
う
に

し
た
い
。
そ
の
上
で
、
自
ら
の
経
験
を
振
り
返
り
つ
つ
、
自
分
自

身
の
誇
り
あ
る
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
、
よ
り
よ
く
生
き
よ
う
と

考
え
る
自
分
が
い
る
こ
と
に
気
付
き
、
誇
り
あ
る
生
き
方
、
夢
や

希
望
な
ど
喜
び
の
あ
る
生
き
方
を
見
い
だ
す
こ
と
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

■
社
会
科
（
歴
史
的
分
野
）

①
一
二
一
ペ
ー
ジ
の
八
つ
の
心
に

　つ
い
て
、
今
の
自
分
が
気
に
な

　る
も
の
を
選
ん
で
、
ど
う
し
て

　気
に
な
る
の
か
理
由
も
添
え
て
、

　グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
う
。

②
読
み
物
資
料
「
二
人
の
弟
子
」
を

　読
ん
で
話
し
合
う
。

③
一
二
一
ペ
ー
ジ
に
、
自
分
の
心

　の
中
の
葛
藤
に
打
ち
か
っ
た
こ

　と
を
記
入
す
る
。

　歴
史
的
分
野
の
内
容
「
（
５
）
近
代
の
日
本
と
世
界
」
と
関
連

し
て
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
占

領
政
策
の
学
習
に
お
い
て
、
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク
の
生
き
方
か
ら
、

戦
争
や
人
間
と
し
て
の
誇
り
に
つ
い
て
考
え
る
。

　指
導
に
当
た
っ
て
は
、
ナ
チ
ス
政
権
下
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
ユ

ダ
ヤ
人
が
迫
害
さ
れ
、
各
地
の
強
制
収
容
所
に
送
ら
れ
た
と
い
う

事
実
を
認
識
さ
せ
た
上
で
、
大
戦
が
人
類
全
体
に
惨
禍
を
及
ぼ
し

た
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。

　そ
の
上
で
、
ア
ン
ネ
の
意
志
の
強
さ
は
、
当
時
の
時
代
背
景
か

ら
す
れ
ば
極
限
と
も
言
え
る
状
況
下
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
理

解
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
い
。

　【
一
九
四
四
年
七
月
十
五
日
の
「
ア
ン
ネ
の
日
記
」
】

　じ
っ
さ
い
自
分
で
も
不
思
議
な
の
は
、
わ
た
し
が
い
ま

だ
に
理
想
の
す
べ
て
を
捨
て
去
っ
て
は
い
な
い
と
い
う
事

実
で
す
。

　だ
っ
て
、
ど
れ
も
あ
ま
り
に
現
実
ば
な
れ
し
て
い
て
、

と
う
て
い
実
現
し
そ
う
も
な
い
理
想
で
す
か
ら
。

　に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
た
し
は

そ
れ
を
持
ち
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
い
ま
で
も
信
じ
て
い
る

か
ら
で
す
。

―
―
た
と
え
い
や
な
こ
と
ば
か
り

で
も
、
人
間
の
本
性
は
や
っ
ぱ
り

善
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
―
―
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と
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１ 

資
料
の
特
性

2 

指
導
上
の
留
意
点

　本
資
料
に
は
、
仏
門
で
修
行
す
る
二
人
の
若
者
の
対
照
的
な
生

き
方
が
描
か
れ
て
い
る
。
一
人
は
、
意
志
の
弱
さ
か
ら
修
行
を
投

げ
出
し
人
生
の
苦
し
み
の
中
で
自
分
の
愚
か
さ
に
悲
嘆
す
る
道
信

で
あ
り
、
も
う
一
人
は
、
厳
し
い
修
行
に
耐
え
抜
い
て
立
派
な
僧

侶
に
成
長
し
た
が
、
舞
い
戻
っ
た
旧
友
を
許
せ
な
い
自
分
の
醜
さ

に
苦
悩
す
る
智
行
で
あ
る
。

　二
人
の
姿
か
ら
、
人
間
の
弱
さ
や
醜
さ
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
資
料
で
は
、
フ
キ
ノ
ト
ウ
と
白
百
合
が
比
喩
的
に
人

間
と
し
て
の
強
さ
や
気
高
さ
と
し
て
暗
示
さ
れ
て
い
る
。

　生
き
方
の
対
照
的
な
二
人
の
弟
子
が
、
自
分
の
弱
さ
や
醜
さ
に

向
き
合
い
苦
し
み
な
が
ら
も
、
そ
れ
ら
を
克
服
し
誇
り
あ
る
生
き

方
を
し
よ
う
と
す
る
姿
に
本
資
料
の
テ
ー
マ
が
あ
る
。

　自
分
を
見
つ
め
、
弱
さ
や
醜
さ
に
向
き
合
い
、
そ
れ
を
克
服
し
、

人
間
と
し
て
気
高
く
生
き
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
通
し
て
、
生
徒
た

ち
に
人
間
と
し
て
の
生
き
方
を
考
え
る
機
会
を
促
す
こ
と
が
で
き

る
。　中

学
生
の
時
期
は
、
人
間
が
内
面
に
弱
さ
や
醜
さ
を
も
つ
と
同

時
に
、
強
さ
や
気
高
さ
を
併
せ
も
っ
て
い
る
こ
と
に
次
第
に
気
付

く
よ
う
に
な
る
。
対
照
的
な
生
き
方
を
し
た
本
資
料
の
二
人
の
弟

子
が
、
自
己
の
弱
く
醜
い
心
に
悩
む
姿
を
通
し
て
、
本
内
容
項
目

3 

展
開
例

【
ね
ら
い
】

　自
分
の
弱
さ
や
醜
さ
に
向
き
合
い
、
そ
れ
ら
を
克
服
し
よ
う
と

す
る
強
さ
や
気
高
さ
に
気
付
く
こ
と
で
、
人
間
と
し
て
生
き
る
こ

と
に
喜
び
を
見
い
だ
そ
う
と
す
る
態
度
を
育
て
る
。

二
人
の
弟
子

読
み
物
資
料

3－（3）

P.１２６～１３１

　
　智
行
の
こ
と
を
中
心
に
し
て
、
人
間
の
醜
さ
を
克
服
す
る
気

　高
さ
に
つ
い
て
考
え
る
展
開

【
主
な
学
習
】

①
智
行
は
道
信
が
帰
っ
て
き
た
と
き
、
ど
の
よ
う
に
思
っ
た
だ
ろ

　う
か
。

　・
途
中
で
修
行
を
投
げ
出
し
た
の
に
今
さ
ら
の
こ
の
こ
戻
っ
て

　
　き
て
恥
ず
か
し
く
な
い
の
か
。

　・
私
は
、
厳
し
い
修
行
に
耐
え
て
現
在
の
立
場
に
あ
る
の
だ
。

　
　お
前
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
上
人
様
も
お
許
し

　
　に
な
る
は
ず
は
な
い
。

の
趣
旨
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
上
で
、
内
な
る

良
心
の
声
を
聞
い
て
弱
さ
や
醜
さ
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
二
人
の

弟
子
の
姿
か
ら
、
自
分
自
身
の
内
に
あ
る
誇
り
あ
る
生
き
方
を
し

よ
う
と
す
る
思
い
に
気
付
か
せ
る
よ
う
に
し
た
い
。

　本
資
料
で
は
、
「
白
百
合
の
よ
う
に
気
高
く
生
き
る
こ
と
の
大

切
さ
」
に
気
付
い
た
智
行
を
中
心
に
追
う
こ
と
で
、
弱
さ
や
醜
さ

を
克
服
す
る
こ
と
は
、
誇
り
高
い
生
き
方
に
近
付
こ
う
と
す
る
生

き
方
で
あ
る
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
苦
悶

の
末
に
「
フ
キ
ノ
ト
ウ
の
よ
う
に
強
く
生
き
よ
う
」
と
決
心
し
た

道
信
を
中
心
に
追
う
こ
と
で
も
、
そ
の
ね
ら
い
に
迫
る
こ
と
が
で

き
る
。

②
道
信
が
上
人
に
よ
っ
て
許
さ
れ
た
の
を
見
て
、
智
行
は
ど
の
よ

　う
な
こ
と
を
考
え
た
だ
ろ
う
か
。

　・
修
行
を
投
げ
出
し
た
人
間
を
許
す
な
ん
て
信
じ
ら
れ
な
い
。

　・
道
信
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
真
面
目
に
修
行
を
し
て
き
た
私

　
　は
や
っ
て
い
ら
れ
な
い
。
上
人
様
は
何
を
考
え
て
お
ら
れ
る

　
　の
だ
ろ
う
。

③
白
百
合
を
見
つ
め
な
が
ら
涙
を
こ
ぼ
さ
ず
に
い
ら
れ
な
か
っ
た

　智
行
の
気
持
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　・
道
信
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
自
分
は
、
な
ん
て
醜

　
　い
人
間
な
ん
だ
ろ
う
。

　・
寺
で
修
行
し
て
き
た
者
以
上
に
苦
労
し
て
き
た
か
も
し
れ
な

　
　い
道
信
の
こ
と
を
見
下
し
て
い
る
自
分
は
、
な
ん
て
心
が
狭

　
　い
人
間
な
ん
だ
ろ
う
。

④
「
人
は
皆
、
自
分
自
身
と
向
き
合
っ
て
生
き
て
い
か
ね
ば
な
ら

　な
い
の
だ
。
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
上
人
の
ど
の
よ
う
な
思
い

　が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　・
人
の
こ
と
を
と
や
か
く
言
っ
て
ば
か
り
で
は
、
自
分
の
こ
と

　
　が
見
え
な
く
な
る
。
自
分
自
身
の
心
と
向
き
合
っ
て
こ
そ
、

　
　自
ら
の
生
き
方
が
見
え
て
く
る
も
の
だ
。

　・
友
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
自
分
の
弱
さ
や
醜
さ
と
向
き
合
い

　
　な
さ
い
。

　・
道
信
は
自
分
を
見
つ
め
、
強
く
生
き
よ
う
と
決
心
し
て
こ
こ

　
　に
戻
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。
道
信
に
は
、
道
信
の
生
き

　
　方
が
あ
る
。
自
ら
の
生
き
方
を
見
つ
め
直
す
姿
勢
を
大
切
に

　
　せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　道
信
の
こ
と
を
中
心
に
し
て
、
人
間
の
弱
さ
を
克
服
す
る
強
さ

　に
つ
い
て
考
え
る
展
開

【
主
な
学
習
】

①
道
信
は
雪
の
下
の
フ
キ
ノ
ト
ウ
を
見
て
何
を
感
じ
た
の
だ
ろ
う
。

　・
雪
の
下
で
耐
え
な
が
ら
生
き
て
い
る
フ
キ
ノ
ト
ウ
の
強
さ
を

　
　見
て
、
自
分
も
こ
う
生
き
た
い
と
思
っ
た
。

　・
フ
キ
ノ
ト
ウ
を
生
か
し
て
い
る
も
の
を
感
じ
て
、
も
う
一
度

　
　修
行
し
た
い
と
心
か
ら
思
っ
た
。
自
分
の
弱
さ
と
向
き
合
っ

　
　て
、
苦
し
さ
に
目
を
背
け
ず
ひ
た
す
ら
に
生
き
て
み
よ
う
と

　
　思
っ
た
。

②
智
行
は
道
信
の
行
為
を
許
せ
な
い
と
思
っ
た
の
に
、
上
人
は
な

　ぜ
道
信
を
許
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　・
道
信
の
弱
さ
や
長
年
苦
し
ん
で
き
た
つ
ら
さ
を
分
か
っ
て
い

　
　た
か
ら
。

　・
道
信
が
自
分
自
身
の
弱
さ
と
向
き
合
っ
て
生
き
よ
う
と
し
て

　
　い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
か
ら
。

③
上
人
が
道
信
を
許
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
う
思
う
か
。

第２章●「私たちの道徳」の活用事例
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①



　社
会
の
一
員
と
し
て
、
社
会
の
秩
序
や
規
律
を
保
つ
こ
と
の
重

要
性
を
認
識
し
、
そ
の
た
め
に
法
や
き
ま
り
が
果
た
す
役
割
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
る
。

■
道
徳
の
時
間

◆
こ
の
人
の
ひ
と
言

 

「
義
務
心
を
も
っ
て
い
な
い
自
由
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

       

本
当
の
自
由
で
は
な
い
。
」

◆
メ
ッ
セ
ー
ジ
〈
西
村
雄
一
〉

 

「
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
も
、

　
　
　
　J
リ
ー
グ
で
も
ジ
ュ
ニ
ア
の
試
合
で
も
、

　
　
　
　
　

 

カ
ー
ド
に
相
当
す
る
行
為
に
違
い
は
な
い
。
」

3 

活
用
場
面
例

１ 

こ
の
内
容
項
目
の
ペ
ー
ジ
の
特
徴

2 

活
用
の
ポ
イ
ン
ト

　法
や
き
ま
り
に
よ
っ
て
社
会
の
秩
序
が
保
た
れ
、
秩
序
と
規
律

を
守
る
こ
と
で
個
人
の
自
由
が
保
障
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を

踏
ま
え
、
法
や
き
ま
り
の
意
義
を
理
解
し
、
権
利
を
正
し
く
主
張

し
、
自
ら
に
課
せ
ら
れ
た
義
務
を
確
実
に
果
た
そ
う
と
す
る
態
度

を
養
い
、
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
を
目
指
す
気
持
ち
を
高
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

　一
三
四
ペ
ー
ジ
で
は
権
利
と
義
務
の
側
面
か
ら
法
や
き
ま
り
を

捉
え
、
一
三
五
ペ
ー
ジ
で
は
、
身
近
な
き
ま
り
を
示
し
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
に
学
ん
だ
こ
と
を
振
り
返
る
。
一
三
六
ペ
ー
ジ
で
は
、

社
会
を
ス
ポ
ー
ツ
に
例
え
、
ル
ー
ル
を
通
し
て
法
や
き
ま
り
の
意

義
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。
一
三
七
ペ
ー
ジ
で
は
、
法
や
き
ま

り
を
守
る
と
同
時
に
、
よ
り
よ
い
も
の
に
見
直
し
て
い
こ
う
と
す

る
意
識
を
高
め
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　様
々
な
問
題
が
発
生
し
た
場
合
、
き
ま
り
が
な
か
っ
た
ら
ど
う

な
る
か
を
考
え
さ
せ
る
と
と
も
に
、
西
村
雄
一
氏
の
「
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
や
先
人
の
格
言
な
ど
を
通
し
て
人
物
の
生
き
方
や
考
え
方
に

触
れ
、
社
会
生
活
に
お
い
て
守
る
べ
き
法
や
き
ま
り
を
大
事
に
す

る
態
度
を
養
い
、
日
々
の
実
践
に
つ
な
げ
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
。

4－（1）

P.１３４～１４５

４ 
社
会
に
生
き
る
一
員
と
し
て

　⑴ 
法
や
き
ま
り
を
守
り
社
会
で
共
に
生
き
る

法
や
き
ま
り
の
意
義
を
理
解
し
、
遵
守
す
る
と
と
も
に
、
自
他
の
権

利
を
重
ん
じ
義
務
を
確
実
に
果
た
し
て
、
社
会
の
秩
序
と
規
律
を
高

め
る
よ
う
に
努
め
る
。

　中
学
生
に
な
る
と
社
会
の
仕
組
み
も
あ
る
程
度
理
解
し
、
社
会

の
一
員
と
し
て
の
生
活
の
仕
方
に
つ
い
て
の
自
覚
も
深
ま
る
。
し

か
し
、
法
や
き
ま
り
に
つ
い
て
は
、
そ
の
意
義
を
理
解
し
つ
つ
も

自
分
を
拘
束
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
、
反
発
を
感
じ
る
場
合
も
多

い
。
一
方
、
他
者
の
ル
ー
ル
違
反
や
不
当
な
権
利
主
張
な
ど
に
は

批
判
的
な
態
度
を
示
す
こ
と
も
あ
る
。

　指
導
に
当
た
っ
て
は
、
こ
う
い
っ
た
批
判
的
な
経
験
も
想
起
さ

せ
な
が
ら
、
社
会
の
秩
序
と
規
律
を
高
め
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

を
考
え
さ
せ
、
実
生
活
に
お
け
る
実
践
に
ま
で
高
め
て
い
く
よ
う

に
し
た
い
。

①
一
三
六
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
、
法
や
き
ま
り
を
守
る
意
義
に
つ
い

　て
考
え
、
発
表
し
合
う
。

　

②
読
み
物
資
料
「
二
通
の
手
紙
」
を
読
ん
で
話
し
合
う
。

③
一
三
七
ペ
ー
ジ
の
上
段
の
問
い
に
つ
い
て
意
見
を
発
表
し
合
う
。

④
一
三
七
ペ
ー
ジ
の
下
段
を
読
み
、
よ
り
よ
い
社
会
や
学
校
、
学

　級
を
目
指
す
た
め
の
き
ま
り
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ

　の
か
、
そ
の
よ
り
よ
い
在
り
方
を
実
現
す
る
た
め
に
は
何
が
求

　人
間
は
本
来
社
会
的
存
在
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
社
会
生
活

に
お
け
る
物
事
の
決
定
の
仕
方
、
き
ま
り
の
意
義
に
つ
い
て
考
え

る
よ
う
に
す
る
。

　め
ら
れ
る
か
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る
。

　「
カ
ー
ド
を
も
ら
う
よ
う
な
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
ん

だ
な
、
と
選
手
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
接
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
選
手
は
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
の
心
を
思
い
出
し
、
プ

レ
ー
に
集
中
し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。
」
と
語
る
サ
ッ
カ
ー

国
際
主
審
の
西
村
雄
一
氏
。
西
村
氏
の
こ
の
考
え
方
に
触

れ
、
ル
ー
ル
の
意
義
を
考
え
る
。
特
に
、
年
齢
や
経
験
の

区
別
な
く
公
平
に
対
応
す
る
点
に
つ
い
て
も
押
さ
え
る
よ

う
に
す
る
。

　こ
の
「
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
を
活
用
し
て
、
例
え

ば
、
な
ぜ
西
村
氏
は
年

齢
等
に
関
係
な
く
カ
ー

ド
を
提
示
す
る
こ
と
が

選
手
の
た
め
に
な
る
と

考
え
て
い
る
の
か
、
西

村
氏
が
考
え
る
ル
ー
ル

と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

か
な
ど
に
つ
い
て
問
い

掛
け
、
き
ま
り
の
意
義

な
ど
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
一
三
七
ペ
ー
ジ
の
上
段
を
読
み
、
一
人
一
人
が
義
務
を
果
た
さ

　な
か
っ
た
り
、
自
分
の
権
利
と
他
人
の
権
利
が
衝
突
し
た
と
き

　に
き
ま
り
が
な
か
っ
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
か
、

　身
近
な
法
や
き
ま
り
を
例

　に
し
て
話
し
合
う
。

②
一
三
七
ペ
ー
ジ
の
下
段
を

　読
み
、
身
の
回
り
の
き
ま

　り
に
つ
い
て
生
活
の
変
化

　に
対
応
す
る
た
め
に
見
直

　す
べ
き
も
の
が
あ
る
か
を

　話
し
合
う
。

■
社
会
科
（
公
民
的
分
野
）

　夏
目
漱
石
の
講
演
録
「
私
の
個
人
主
義
」
に
出
て
く
る

言
葉
で
、
自
由
と
義
務
の
関
わ
り
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
。

　こ
の
言
葉
の
背
景
と
な
っ
た
漱
石
の
考
え
を
知
り
、

「
本
当
の
自
由
」
と
は
何
か
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

P.137
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　自
分
た
ち
の
守
る
べ
き
身

近
な
き
ま
り
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
き
ま
り
を
守
る

こ
と
の
意
義
や
自
他
の
権
利

と
義
務
に
つ
い
て
考
え
る
。

■
道
徳
の
時
間

P.146～147

　い
つ
の
時
代
に
も
守
ら
れ
て
き
た
き
ま
り
が
あ
る
。
明

確
に
定
め
ら
れ
た
法
は
も
ち
ろ
ん
、
明
文
化
さ
れ
て
い
な

い
約
束
も
規
範
の
一
つ
と
し
て
言
い
伝
え
ら
れ
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
規
範
を
守
る
こ
と
は
、
自
分
が
社
会
の
一
員
と

し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
生
き
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　こ
の
ペ
ー
ジ
を
通
し
て
、
ど
の
時
代
に
も
、
ど
の
よ
う

な
場
面
に
お
い
て
も
、
社
会
や
集
団
に
お
け
る
共
通
の
規

範
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
法
や

き
ま
り
を
守
る
こ
と
が
、
社
会
の
秩
序
と
規
律
の
維
持
に

つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
も
、
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

１ 

こ
の
ペ
ー
ジ
の
特
徴

2 

活
用
事
例

一
人
一
人
が
守
る
べ
き
も
の
が
あ
る

四
の
視
点  

重
点
ペ
ー
ジ

P.１４６～１４７

１ 

資
料
の
特
性

2 

指
導
上
の
留
意
点

　主
人
公
の
元
さ
ん
は
、
動
物
園
の
規
則
を
知
っ
て
い
な
が
ら
、

幼
い
姉
弟
の
思
い
に
同
情
し
、
入
園
を
許
し
て
し
ま
う
。
元
さ
ん

の
行
為
は
、
母
親
か
ら
は
感
謝
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
規
則

を
破
っ
て
入
場
さ
せ
た
こ
と
か
ら
大
騒
ぎ
と
な
り
、
そ
の
結
果
懲

戒
処
分
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　姉
弟
の
母
か
ら
届
い
た
感
謝
の
手
紙
と
動
物
園
側
か
ら
届
い
た

懲
戒
処
分
の
通
告
書
。
元
さ
ん
が
手
に
し
た
「
二
通
の
手
紙
」
は
、

社
会
に
お
け
る
人
間
と
し
て
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を

与
え
て
く
れ
る
。

　本
資
料
は
、
心
の
葛
藤
を
引
き
起
こ
す
内
容
で
あ
り
、
社
会
に

お
け
る
法
や
き
ま
り
の
意
義
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
こ
と
の
で
き

る
資
料
で
あ
る
。

　元
さ
ん
の
行
為
は
、
規
則
に
違
反
し
た
行
為
で
あ
り
、
万
一
、

姉
弟
に
事
故
で
も
あ
っ
た
場
合
に
は
、
軽
は
ず
み
な
行
為
と
し
て

非
難
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
元
さ
ん
の

行
為
は
、
姉
弟
を
思
い
や
っ
た
行
為
で
あ
り
、
心
情
的
な
共
感
と

と
も
に
懲
戒
処
分
に
対
す
る
疑
問
や
反
発
の
気
持
ち
も
湧
い
て
く

る
。　指

導
に
当
た
っ
て
は
、
元
さ
ん
の
思
い
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た

り
、
元
さ
ん
の
判
断
を
巡
る
道
徳
的
な
葛
藤
に
つ
い
て
話
し
合
っ

3 

展
開
例

【
ね
ら
い
】

　法
や
き
ま
り
の
意
義
を
理
解
し
、
秩
序
と
規
律
の
あ
る
社
会
を

実
現
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
育
て
る
。

二
通
の
手
紙

読
み
物
資
料

4－（1）
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　元
さ
ん
の
思
い
を
通
し
て
、
法
や
き
ま
り
を
守
る
こ
と
の
大

　切
さ
を
考
え
る
展
開

【
主
な
学
習
】

①
元
さ
ん
は
、
な
ぜ
、
規
則
を
破
っ
て
ま
で
姉
弟
を
入
園
さ
せ
た

　の
だ
ろ
う
か
。

　・
毎
日
、
園
内
を
の
ぞ
い
て
い
た
姉
弟
の
思
い
に
同
情
し
、
弟

　
　の
誕
生
日
を
祝
っ
て
あ
げ
た
い
と
い
う
姉
の
気
持
ち
に
心
を

　
　動
か
さ
れ
た
か
ら
。

　・
入
園
終
了
時
刻
は
過
ぎ
た
け
れ
ど
、
ま
だ
、
閉
門
時
刻
は
過

　
　ぎ
て
い
な
い
。
今
な
ら
ま
だ
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
思
っ
た
か
ら
。

②
母
親
か
ら
の
手
紙
を
読
ん
だ
元
さ
ん
は
、
ど
う
思
っ
た
だ
ろ
う

　か
。

　・
そ
ん
な
に
も
姉
弟
が
喜
ん
で
い
た
な
ん
て
。
そ
の
こ
と
は
、

　
　本
当
に
よ
か
っ
た
。

　・
人
と
し
て
の
行
い
は
、
間
違
っ
て
い
な
い
つ
も
り
だ
が
。

③
「
二
通
の
手
紙
」
を
見
比
べ
な
が
ら
、
元
さ
ん
が
考
え
て
い
る

　こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
だ
ろ
う
か
。

　・
入
園
係
と
し
て
の
義
務
を
考
え
る
と
、
規
則
の
意
味
を
考
え

　
　て
判
断
す
べ
き
だ
っ
た
。

　・
重
大
な
事
故
に
な
る
こ
と
も
考
え
れ
ば
、
姉
弟
の
事
情
を
察

　
　元
さ
ん
の
判
断
を
通
し
て
、
社
会
に
お
け
る
法
や
き
ま
り
の
意

　義
を
考
え
る
展
開

【
主
な
学
習
】

①
規
則
に
反
し
て
姉
弟
を
入
園
さ
せ
た
元
さ
ん
の
判
断
に
賛
成
か

　反
対
か
に
つ
い
て
考
え
、
そ
の
理
由
も
含
め
て
意
見
を
交
流
す

　る
。
ま
た
、
相
手
側
の
意
見
を
聞
い
て
考
え
た
こ
と
も
述
べ
る
。

※
弟
の
誕
生
日
だ
か
ら
と
い
う
姉
の
思
い
、
ま
た
、
重
大
な
事
故

　が
起
き
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
考
慮
し
て
考

　え
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。

②
自
分
が
元
さ
ん
の
立
場
だ
っ 

　た
ら
、
こ
の
よ
う
な
と
き
、

　ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
と

　思
う
か
話
し
合
う
。

③
法
や
き
ま
り
は
な
ぜ
あ
る

　の
か
、
そ
れ
を
破
る
こ
と

　で
ど
の
よ
う
な
問
題
が
起

　き
る
の
か
に
つ
い
て
話
し

　合
う
。

た
り
し
て
、
社
会
に
お
け
る
法
や
き
ま
り
の
意
義
や
そ
れ
を
遵
守

す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
い
。

　
　し
て
し
た
こ
と
だ
っ
た
に
せ
よ
、
そ
れ
で
済
ま
さ
れ
る
こ
と

　
　で
は
な
い
。

　・
規
則
を
破
る
と
、
結
局
は
、
多
く
の
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ

　
　と
に
な
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。

④
こ
の
学
習
を
通
し
て
、
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
は
、
ど
の

　よ
う
な
こ
と
か
。

第２章●「私たちの道徳」の活用事例
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か
っ  

と
う

事 

例 

②

77 76

事 

例 

①



　「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
「
人
物
探
訪
」
を
活
用
し
、
社
会
連
帯
の

大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
る
。

■
道
徳
の
時
間

■
社
会
科
（
歴
史
的
分
野
）

◆
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
一
中
生
に
、
声
を
か
け
て
下
さ
い
！
」

3 

活
用
場
面
例

１ 

こ
の
内
容
項
目
の
ペ
ー
ジ
の
特
徴

2 

活
用
の
ポ
イ
ン
ト

　公
徳
心
と
社
会
連
帯
に
つ
い
て
の
理
解
と
実
践
意
欲
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
内
容
項
目
で
あ
る
。
公
徳
を
大
切
に
す
る
心

が
、
一
人
一
人
の
日
常
生
活
の
中
で
具
体
的
に
生
か
さ
れ
る
こ
と

で
、
住
み
よ
い
社
会
が
実
現
で
き
る
。
自
分
た
ち
が
生
活
す
る
社

会
が
誰
に
と
っ
て
も
住
み
よ
い
環
境
で
あ
る
た
め
に
、
よ
り
よ
い

社
会
の
実
現
に
向
け
た
一
人
一
人
の
努
力
の
積
み
重
ね
が
必
要
で

あ
る
。

　一
四
八
・
一
四
九
ペ
ー
ジ
で
は
、
学
校
生
活
や
毎
日
の
生
活
を

振
り
返
っ
て
、
公
徳
心
や
社
会
連
帯
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
一
五
〇
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
日
常
生
活

の
中
で
他
者
へ
の
配
慮
や
思
い
や
り
の
あ
る
行
為
に
遭
遇
し
た
こ

と
を
振
り
返
り
、
公
徳
心
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
さ

ら
に
一
五
一
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
を
活
用
し
、
社
会
に
対
す
る
興
味

や
関
心
に
つ
い
て
考
え
、
進
ん
で
社
会
と
関
わ
ろ
う
と
す
る
意
欲

を
高
め
る
よ
う
に
し
た
い
。

4－（2）
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４ 
社
会
に
生
き
る
一
員
と
し
て

　⑵ 
つ
な
が
り
を
も
ち
住
み
よ
い
社
会
に

公
徳
心
及
び
社
会
連
帯
の
自
覚
を
高
め
、
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
に

努
め
る
。

　自
己
中
心
的
な
身
勝
手
な
言
動
は
、
周
囲
を
不
愉
快
に
さ
せ
、

社
会
の
秩
序
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
よ
り
よ
い
社

会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
相
互
に
配
慮
し
、
協
力
し
て
生
活
を

築
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
日
常
を
振
り
返
り
、
当

た
り
前
の
心
遣
い
が
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
こ

①
一
五
三
ペ
ー
ジ
の
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
読
み
、
感
じ
た
こ
と
を

　話
し
合
う
。

②
一
五
二
ペ
ー
ジ
の
「
人
物
探
訪
」
を
読
み
、
渋
沢
の
言
葉
の
意

　味
を
考
え
る
。

③
一
四
九
ペ
ー
ジ
の
書
き
込
み
欄
に
公
徳
心
や
社
会
連
帯
の
大
切

　さ
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
を
ま
と
め
て
記
入
す
る
。

背
景
を
関
連
付
け
て
考
察
す
る
よ
う
に
す
る
。

　一
五
二
ペ
ー
ジ
の
「
人
物
探
訪
」
を
読
み
、
人
々
の
幸
福
の
た

め
に
生
き
る
姿
か
ら
、
社
会
に
役
立
と
う
と
す
る
渋
沢
の
強
い
思

い
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

　公
徳
心
や
社
会
連
帯
の
自
覚
を
高
め
る
た
め
に
は
、
社
会
全
体

に
目
を
向
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
内
容
項
目

の
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
家
庭
で
一
緒
に
話
し
合
っ
た
り
、
町
で
見
掛

け
た
他
者
へ
の
配
慮
や
、
思
い
や
り
が
あ
る
と
思
っ
た
行
為
に
つ

い
て
家
の
人
と
話
し
合
う
な
ど
し
て
、
様
々
な
視
点
か
ら
社
会
全

体
に
目
を
向
け
て
、
公
徳
心
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
し
た
い
。

　一
五
〇
ペ
ー
ジ
の
「
他
者
へ
の
配
慮
、
思
い
や
り
」
を
読
ん
で

話
し
合
い
、
相
手
へ
の
気
遣
い
で
住
み
よ
い
社
会
が
築
か
れ
る
こ

と
に
気
付
く
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
よ
い
と

い
う
心
無
い
言
動
を
見
掛
け
た
と
き
の
不
愉
快
な
経
験
を
思
い
出

し
、
そ
う
し
た
言
動
は
、
相
手
へ
の
思
い
や
り
の
な
さ
に
起
因
し

て
い
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
そ
の
上

で
、
一
四
九
ペ
ー
ジ
の
「
公
徳
心
、
社
会
連
帯
の
大
切
さ
」
を
活

用
し
、
自
分
た
ち
の
学
校
生
活
を
振
り
返
っ
て
、
一
五
〇
ペ
ー
ジ

の
よ
う
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
や
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
校
内
や

地
域
に
掲
示
す
る
な
ど
し
て
、
集
団
や
社
会
の
一
員
と
し
て
よ
り

よ
い
学
校
、
生
活
づ
く
り
に
参
画
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
育
て
る
。

　ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
奉
仕
的
行
事
を
行
う
際
の

事
前
・
事
後
に
本
内
容
項
目
の
ペ
ー
ジ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
活

動
の
意
義
を
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

　『
論
語
と
算
盤
』
の
著
者
で
あ
り
日
本
の
資
本
主
義
の

父
と
言
わ
れ
る
渋
沢
栄
一
は
、
社
会
公
共
事
業
に
も
力
を

注
い
だ
人
物
で
あ
る
。
渋
沢
の
「
人
々
の
幸
福
の
た
め
に

生
き
る
」
と
い
う
姿
勢
を
通
し
て
、
生
徒
一
人
一
人
が
社

会
の
成
員
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
深
め
、
進
ん
で
社
会
と

関
わ
り
を
も
っ
て
生
き
よ
う
と
す
る
意
欲
を
育
て
た
い
。

　東
京
都
北
区
西
ヶ
原
に
は
「
渋
沢
史
料
館
」
が
、
埼
玉

県
深
谷
市
に
は
「
渋
沢
栄
一
記
念
館
」
が
あ
る
。

■
特
別
活
動
（
生
徒
会
活
動
・
学
校
行
事
）

　危
機
的
状
況
の
中
で
、
何
か
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
思
い
か
ら
、
岩
手
県
大
船
渡
市
立
第

一
中
学
校
の
生
徒
た
ち
は
立
ち
上
が
っ
た
。
が
れ
き
の
撤
去

や
炊
き
出
し
を
手
伝
う
姿
は
、
地
域
の
心
を
束
ね
、
被
災
し

た
多
く
の
人
々
の
心
を
明
る
く
照
ら
し
、
励
ま
し
た
。
新
聞

の
「
今
こ
そ
出
番
だ
」
と
い
う
言
葉
か
ら
は
、
生
徒
た
ち
の

意
気
込
み
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い

け
ば
、
そ
れ
が
や
が
て
大
き
な
力
と
な
り
、
社
会
を
支
え
て

い
く
力
に
な
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。
よ
り
よ
い
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
自
分
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
努
力
す
れ
ば
よ

い
か
を
考
え
、
進
ん
で
社
会
と
関
わ
ろ
う
と
す
る
姿
勢
を
養

う
よ
う
に
し
た
い
。

　歴
史
上
の
人
物
に
対
す
る
生
徒
の
興
味
や
関
心
を
育
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
人
物
が
果
た
し
た
役
割
や
生
き
方
な
ど
に
つ
い
て
、
時
代

■
家
庭
と
の
連
携

と
に
気
付
か
せ
た
い
。
ま
た
、
渋
沢
栄
一
の
「
人
物
探
訪
」
や
大

船
渡
市
立
第
一
中
学
校
の
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
通
し
て
、
社
会
連

帯
の
意
義
や
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
の
た
め
に
自
分
た
ち
に
で
き

る
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
と
と
も

に
、
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
に
努
め
よ
う
と
す
る
意
欲
を
高
め
る

よ
う
に
し
た
い
。

◆
人
物
探
訪
〈
渋
沢
栄
一
〉

 

「
い
く
ら
年
を
と
っ
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　

 

人
間
を
辞
職
す
る
わ
け
に
は
い
か
ん
」

第２章●「私たちの道徳」の活用事例
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　道
徳
の
時
間
の
導
入
で
活
用
し
、
社
会
全
体
に
目
を
向

け
る
き
っ
か
け
と
す
る
。

一
五
一
ペ
ー
ジ
の
「
社

会
に
対
す
る
興
味
関

心
」
の
グ
ラ
フ
と
関
連

さ
せ
て
、
社
会
参
画
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
も

で
き
る
。

■
道
徳
の
時
間

　四
の
視
点
に
関
わ
る
重
点
化
「
社
会
参
画
へ
の
意
欲
や

態
度
を
身
に
付
け
る
」
に
関
す
る
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。
誰
も

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
、
住
み
よ
い
社
会
の
実
現
の
た

め
に
、
自
分
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え

る
こ
と
で
、
生
徒
一
人
一
人
が
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自

覚
を
深
め
、
進
ん
で
社
会
と
関
わ
ろ
う
と
す
る
態
度
を
育

て
た
い
。

　「
も
し
、
あ
な
た
が
市
長
だ
っ
た
ら
」
と
い
う
設
定
で

は
、
広
い
視
点
か
ら
自
由
に
ま
ち
づ
く
り
へ
の
想
像
を
広

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

１ 

こ
の
ペ
ー
ジ
の
特
徴

2 

活
用
事
例

社
会
に
目
を
向
け
、
社
会
と
関
わ
り
、

社
会
を
良
く
す
る
。

四
の
視
点  

重
点
ペ
ー
ジ

P.１７８～１７９

１ 

資
料
の
特
性

2 

指
導
上
の
留
意
点

　本
資
料
の
主
人
公
の
筆
子
は
、
強
く
た
く
ま
し
い
志
で
社
会
を

照
ら
し
、
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て
生
涯
を
か
け
た
女
性

で
あ
る
。

　女
子
教
育
の
充
実
に
力
を
注
い
で
い
た
筆
子
は
、
知
的
障
害
の

あ
る
幼
い
二
人
の
子
供
の
教
育
や
将
来
の
こ
と
で
心
が
晴
れ
な
か
っ

た
。
石
井
亮
一
か
ら
知
的
障
害
児
教
育
の
夢
を
聞
い
た
筆
子
は
、

共
感
し
共
に
歩
む
決
心
を
す
る
。
学
園
の
火
災
で
子
供
た
ち
を
失
っ

た
こ
と
に
強
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
が
、
子
供
た
ち
の
た
め
に
再

び
立
ち
上
が
り
、
自
ら
の
選
ん
だ
道
を
進
み
続
け
る
決
意
を
す

る
。　よ

り
よ
い
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、
決
し
て
諦
め
る
こ
と
な
く

人
生
を
生
き
抜
い
た
筆
子
の
姿
か
ら
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と

を
真
剣
に
考
え
、
社
会
を
構
成
す
る
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
促
し
、

生
き
方
を
問
う
資
料
で
あ
る
。

　中
学
生
の
時
期
は
、
社
会
全
体
の
在
り
方
に
理
想
を
描
く
よ
う

に
な
る
と
と
も
に
、
現
実
社
会
と
理
想
と
の
間
に
ギ
ャ
ッ
プ
を
感

じ
、
現
状
に
対
す
る
反
発
心
を
抱
く
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の
よ
う
な
心
境
の
背
後
に
は
、
よ
り
よ
い
社
会
を
実
現
し
た
い
と

い
う
思
い
も
隠
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
こ
の
時
期
に
は
、
社
会
福
祉
施
設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

3 

展
開
例

【
ね
ら
い
】

　社
会
全
体
に
目
を
向
け
、
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
に
努
め
よ
う

と
す
る
意
欲
を
育
て
る
。

鳩
が
飛
び
立
つ
日

　― 

石
井
筆
子 

―

読
み
物
資
料

4－（2）

P.１５４～１５９

　
　筆
子
の
思
い
を
通
し
て
、
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

　考
え
る
展
開

【
主
な
学
習
】

①
筆
子
は
ど
う
い
う
思
い
か
ら
女
学
校
を
手
放
し
、
亮
一
と
共
に

　歩
む
決
意
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　・
障
害
の
あ
る
人
や
弱
い
立
場
の
人
を
救
う
た
め
に
自
分
も
役

　
　に
立
ち
た
い
。

　・
亮
一
と
共
に
協
力
し
て
、
弱
い
立
場
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら

　
　せ
る
世
の
中
を
つ
く
り
た
い
。

②
幸
子
ま
で
も
失
っ
て
し
ま
っ
た
筆
子
は
、
幸
子
が
刺
し
ゅ
う
し

　た
ハ
ン
カ
チ
を
手
に
取
り
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
た
の
だ

　ろ
う
か
。

　・
亡
く
し
た
子
供
の
分
ま
で
学
園
の
子
を
守
り
育
て
よ
う
。

　・
学
園
の
子
供
た
ち
を
守
り
育
て
る
の
が
、
自
分
の
使
命
だ
。

③
火
事
の
後
、
学
園
を
廃
止
に
す
る
決
意
を
し
た
亮
一
に
黙
っ
て

　う
な
ず
い
た
筆
子
は
、
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

　か
。

　
　筆
子
や
社
会
奉
仕
活
動
な
ど
を
し
て
い
る
人
の
思
い
を
通
し

　て
、
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
に
つ
い
て
考
え
る
展
開

【
主
な
学
習
】

①
亮
一
か
ら
知
的
障
害
児
教
育
の
夢
を
聞
い
た
と
き
、
筆
子
は
ど

　の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
た
の
だ
ろ
う
か
。

　・
本
当
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
簡
単
な

　
　こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
で
も
、
子
供
た
ち
の
可
能
性
を
拓

　
　く
た
め
、
自
分
も
一
緒
に
や
っ
て
み
た
い
。

　・
娘
た
ち
の
た
め
に
も
、
ま
た
、
よ
り
よ
い
社
会
づ
く
り
の
た

　
　め
に
も
、
そ
の
夢
を
一
緒
に
実
現
し
た
い
。

②
「
私
に
は
子
供
た
ち
の
声
が
聞
こ
え
る
。
」
と
つ
ぶ
や
い
た
筆

　子
は
、
何
を
思
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　・
子
供
た
ち
が
私
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
。
私
の
使
命
は
、
私

　
　を
支
え
、
助
け
て
く
れ
て
い
る
あ
の
子
た
ち
の
思
い
に
応
え

　
　る
こ
と
だ
。

　・
あ
の
子
た
ち
の
た
め
に
も
よ
り
よ
い
社
会
を
つ
く
り
た
い
。

③
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
（
社
会
奉
仕
活
動
な
ど
を
し
て
い
る
人
）

　か
ら
、
よ
り
よ
い
社
会
づ
く
り
の
た
め
の
活
動
と
そ
の
思
い
に
つ

　い
て
話
を
聞
い
て
、
よ
り
よ
い
社
会
づ
く
り
に
向
け
た
自
分
自
身

　の
具
体
的
な
関
わ
り
方
を
考
え
る
。

活
動
な
ど
を
体
験
す
る
場
合
も
あ
る
。

　こ
の
よ
う
な
体
験
を
生
か
し
て
、
自
分
も
社
会
を
構
成
す
る
一

員
と
し
て
、
他
者
と
共
に
手
を
携
え
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て
努
力
し
よ
う
と
す
る
態
度
を

育
て
た
い
。

　・
社
会
か
ら
見
放
さ
れ
た
子
供
た
ち
を
守
り
切
れ
な
か
っ
た
。

　・
自
分
は
思
い
上
が
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

④
筆
子
は
、
ど
う
し
て
学
園
を
続
け
よ
う
と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　・
社
会
や
子
供
た
ち
が
、
自
分
を
必
要
と
し
て
い
る
の
だ
。

　・
学
園
の
存
続
を
願
っ
て
い
る
人
た
ち
の
思
い
に
応
え
よ
う
。

P.179
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②
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と
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例 
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　読
み
物
資
料
や
「
人
物
探
訪
」
を
活
用
し
て
、
正
義
の
意
味
を

考
え
、
公
正
・
公
平
な
社
会
の
実
現
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
差
別

や
偏
見
を
な
く
そ
う
と
努
力
す
る
態
度
を
養
う
よ
う
に
す
る
。

■
道
徳
の
時
間

■
特
別
活
動
（
学
級
活
動
）

◆
メ
ッ
セ
ー
ジ
〈
い
じ
め
撲
滅
宣
言
〉

3 

活
用
場
面
例

3 

活
用
場
面
例

１ 

こ
の
内
容
項
目
の
ペ
ー
ジ
の
特
徴

2 

活
用
の
ポ
イ
ン
ト

　社
会
的
な
問
題
で
も
あ
る
い
じ
め
に
も
深
く
関
わ
る
内
容
項
目

で
あ
る
。
一
六
〇
ペ
ー
ジ
の
文
章
で
は
、
い
じ
め
に
言
及
し
、
そ

れ
は
正
義
に
反
す
る
卑
怯
な
行
為
だ
と
断
じ
て
い
る
。
一
六
一
ペ

ー
ジ
の
世
界
人
権
宣
言
で
は
、
差
別
や
偏
見
の
な
い
社
会
の
実
現

の
た
め
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
一
六

二
・
一
六
三
ペ
ー
ジ
で
は
、
グ
ラ
フ
を
基
に
い
じ
め
を
な
く
す
た

め
に
何
が
で
き
る
の
か
を
話
し
合
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　こ
れ
ら
の
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
話
し
合
う
中
で
、
深
く
自
分
に

も
問
い
掛
け
、
公
正
・
公
平
で
差
別
や
偏
見
の
な
い
社
会
の
実
現

に
向
け
た
意
欲
を
引
き
出
す
よ
う
に
し
た
い
。

4－（3）

P.１６０～１６５

４ 
社
会
に
生
き
る
一
員
と
し
て

　⑶ 
正
義
を
重
ん
じ
公
正
・
公
平
な
社
会
を

正
義
を
重
ん
じ
、
だ
れ
に
対
し
て
も
公
正
、
公
平
に
し
、
差
別
や
偏

見
の
な
い
社
会
の
実
現
に
努
め
る
。

　指
導
に
当
た
っ
て
は
、「
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
」
と
か
、「
避

け
て
通
る
」
と
い
う
消
極
的
な
立
場
で
は
な
く
、
差
別
を
憎
み
、

不
正
な
言
動
を
否
定
す
る
な
ど
の
主
体
性
あ
る
態
度
が
養
わ
れ
る

よ
う
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
一
六
五
ペ
ー

ジ
の
「
い
じ
め
撲
滅
宣
言
」
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
、
い
じ
め
の

防
止
や
解
決
に
向
け
て
主
体
的
に
取
り
組
む
中
学
生
の
姿
か
ら
、

正
義
が
通
る
公
正
・
公
平
な
社
会
の
実
現
に
積
極
的
に
努
め
よ
う

と
す
る
態
度
を
育
て
て
い
き
た
い
。

①
一
六
一
ペ
ー
ジ
の
世
界
人
権
宣
言
を
読

　み
、
差
別
や
偏
見
の
な
い
社
会
の
実
現

　の
た
め
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
。

②
読
み
物
資
料
を
読
ん
で
話
し
合
う
。

③
「
人
物
探
訪
」
を
読
み
、
差
別
や
偏
見

　に
つ
い
て
話
し
合
い
、
そ
れ
に
立
ち
向

　か
う
正
義
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
を

　考
え
る
。

　生
徒
全
員
が
差
別
や
偏
見
の
な
い
学
校
生
活
へ
の
願
い
や
思
い

を
共
有
し
、
正
義
の
実
現
に
向
け
て
積
極
的
な
意
識
を
も
て
る
よ

う
、
一
六
五
ペ
ー
ジ
の
「
い
じ
め
撲
滅
宣
言
」
な
ど
を
活
用
す
る
。

①
生
徒
会
役
員
会
が
主
体
と

　な
り
、
「
い
じ
め
撲
滅
宣

　言
」
を
全
校
生
徒
に
紹
介

　す
る
。

②
生
徒
会
役
員
会
の
話
を
受

　け
て
、
一
六
三
ペ
ー
ジ
を

　活
用
し
て
、
学
級
で
い
じ

　め
撲
滅
に
つ
い
て
考
え
る
。

③
学
級
ご
と
に
「
い
じ
め
撲

　滅
宣
言
」
を
作
成
し
、
学

　級
目
標
と
と
も
に
掲
示
し
、

　実
践
し
て
い
く
よ
う
に
す

　る
。

　ガ
ン
デ
ィ
ー
は
、
人
種
差
別
に
対
し
非
暴
力
、
不
服
従
の

方
針
を
掲
げ
貫
き
通
し
た
。
こ
の
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
生
き
方
を

通
し
て
、
差
別
や
偏
見
に
対
し
て
正
義
を
貫
い
て
い
く
こ
と

を
考
え
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。

　人
は
誰
で
あ
っ
て
も
一
人
の
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。
ま
た
、
差
別
や
偏
見
に
よ
っ
て
不
当
な
扱
い
を

受
け
て
は
な
ら
な
い
。

　差
別
や
偏
見
に
対
し
て
怒
り
を
感
じ
、
そ
れ
を
正
し
て
い

こ
う
と
す
る
気
持
ち
が
自
分
た
ち
に
も
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、

自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を
問
い
掛
け
な
が
ら
、
何
人
に

も
公
正
、
公
平
に
接
し
、
正
義
の
実
現
に
向
け
て
努
力
し
よ

う
と
す
る
態
度
を
養
う
よ
う
に
す
る
。

■
特
別
活
動
（
生
徒
会
活
動
）

　い
じ
め
の
問
題
は
、
現
代
の
社
会
の
解
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
生
徒
自
ら
が
立
ち
上
が

り
、
そ
の
防
止
や
解
決
に
向
け
た
取
組
を
行
う
こ
と
は
、

重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

　東
京
都
中
学
校
生
徒
会
長
サ
ミ
ッ
ト
の
「
い
じ
め
撲
滅

宣
言
」
は
、
差
別
や
偏
見
に
対
す
る
自
己
の
考
え
を
振
り

返
る
き
っ
か
け
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
宣
言
を
様
々
な
視

点
か
ら
活
用
す
る
よ
う
に
し
た
い
。

　悪
い
と
思
う
こ
と
を
や
め
さ
せ
た
り
、

い
じ
め
を
な
く
し
た
り
す
る
た
め
に
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
学
級
で
話
し
合
い
、

解
決
策
を
見
い
だ
す
よ
う
に
す
る
。

①
一
六
二
ペ
ー
ジ
の
問
い
に
つ
い
て
、
意
見
を
出
し
合
う
。

②
一
六
三
ペ
ー
ジ
の
問
い
に
つ
い
て
、
各
自
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
記

　入
し
、
発
表
す
る
。

③
一
六
五
ペ
ー
ジ
の
「
い
じ
め
撲
滅
宣
言
」
を
参
考
に
、
学
級
の
宣

　言
を
グ
ル
ー
プ
で
起
草
し
、
発
表
し
合
う
。

④
各
グ
ル
ー
プ
の
宣
言
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
学
級
の
宣
言
と
し
て

　一
つ
に
ま
と
め
、
学
級
の
み
ん
な
で
守
っ
て
い
く
よ
う
に
す
る
。P.165

◆
人
物
探
訪
〈
ガ
ン
デ
ィ
ー
〉

 

「
全
て
の
人
の
目
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る

　
　
　
　
　

 

涙
を
拭
い
去
る
こ
と
が
私
の
願
い
で
あ
る
。
」

第２章●「私たちの道徳」の活用事例

ひ   

き
ょ
う

P.163

ぬ
ぐ

な
ん 

ぴ
と

事 

例
事 

例

83 82

事 

例



　一
七
〇
ペ
ー
ジ
の
「
は
や
ぶ
さ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
コ
ラ
ム
や

一
七
一
ペ
ー
ジ
の
「
こ
の
人
の
ひ
と
言
」
を
活
用
し
て
、
集
団
の

中
で
自
己
が
輝
き
、
そ
し
て
集
団
も
発
展
す
る
と
い
う
こ
と
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
か
、
そ
の
た
め
に
何
が
必
要
か
を
考
え
る
。

■
道
徳
の
時
間

■
特
別
活
動
（
学
級
活
動
）

◆
こ
の
人
の
ひ
と
言

 

「
自
己
形
成
が
あ
る
程
度
ま
で
進
ん
だ
ら
、
比
較
的
大
き
な
集
団
に
加
わ
り
、
他
人
の
た
め
に
生
き
、

　

 

我
が
身
の
こ
と
を
忘
れ
る
ほ
ど
、
こ
れ
が
自
分
の
義
務
だ
と
感
じ
た
活
動
に
身
を
て
い
す
る
の
が
望
ま
し
い
。

　

 

人
間
は
、
そ
う
や
っ
て
初
め
て
自
分
自
身
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

◆
コ
ラ
ム
〈
は
や
ぶ
さ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉

3 

活
用
場
面
例

１ 

こ
の
内
容
項
目
の
ペ
ー
ジ
の
特
徴

2 

活
用
の
ポ
イ
ン
ト

　人
は
様
々
な
集
団
や
社
会
の
一
員
と
し
て
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

本
内
容
項
目
は
、
そ
の
集
団
に
お
け
る
自
己
の
生
き
方
を
考
え
る

内
容
で
あ
る
。

　一
六
六
・
一
六
七
ペ
ー
ジ
で
は
、
集
団
に
お
い
て
他
者
と
協
力

し
て
自
己
の
役
割
を
全
う
し
よ
う
と
す
る
例
と
し
て
、
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
一
人
一
人
が
奏
で
る
音
は
、

仲
間
と
心
を
一
つ
に
し
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
美
し
い
音

楽
と
な
る
。
家
庭
、
地
域
、
学
校
、
学
級
、
委
員
会
活
動
、
部
活

動
な
ど
様
々
な
集
団
に
属
す
る
生
徒
た
ち
に
、
集
団
の
一
員
と
し

て
の
自
覚
を
促
す
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
六
八

ペ
ー
ジ
で
は
、
自
分
の
所
属
す
る
集
団
を
確
認
し
な
が
ら
役
割
や

責
任
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　こ
れ
ら
の
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
、
集
団
に
お
け
る
自
己
の
役
割

と
責
任
を
自
覚
し
て
、
自
己
の
役
割
を
果
た
し
、
集
団
生
活
の
向

上
に
努
め
よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
よ
う
に
し
た
い
。

4－（4）

P.１６６～１７１

４ 
社
会
に
生
き
る
一
員
と
し
て

　⑷ 
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
集
団
生
活
の
向
上
を

自
己
が
属
す
る
様
々
な
集
団
の
意
義
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、

役
割
と
責
任
を
自
覚
し
集
団
生
活
の
向
上
に
努
め
る
。

　人
は
決
し
て
一
人
で
生
き
て
い
る
の
で
は
な
く
、
所
属
す
る
集

団
の
中
で
励
ま
し
合
っ
た
り
支
え
合
っ
た
り
し
な
が
ら
生
活
し
て

い
る
。
集
団
に
お
い
て
は
、
各
々
の
役
割
を
自
覚
し
、
責
任
を
も
っ

て
そ
れ
を
果
た
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
集
団
の
目
標
は

各
々
異
な
っ
て
い
て
も
互
い
に
排
他
的
に
な
ら
ず
に
尊
重
し
合
い
、

①
「
こ
の
人
の
ひ
と
言
」
を
読
み
、
考
え
た
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

②
読
み
物
資
料
を
読
ん
で
話
し
合
う
。

③
コ
ラ
ム
「
は
や
ぶ
さ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
読
ん
で
、
各
自
の
役
割
と

　責
任
、
そ
し
て
集
団
の
目
標
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

　例
え
ば
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
や
体
育
祭
な
ど
の
学
校
生
活
に
お

け
る
行
事
等
、
集
団
の
成
員
が
力
を
合
わ
せ
結
束
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
機
会
が
あ
る
。
指
導
の
初
期
段
階
で
一
六
七
ペ
ー
ジ
の
書
き
込

み
欄
を
活
用
し
て
目
標
を
確
認
し
合
い
、
さ
ら
に
一
六
八
ペ
ー
ジ
へ

の
記
入
を
通
じ
て
自
己
の
役
割
や
責
任
に
つ
い
て
一
人
一
人
に
自
覚

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
結
果
や
出
来
映
え
の
み
に
意
識
が
集
中
し

な
い
よ
う
留
意
し
、
集
団
の
望
ま
し
い
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
メ
ン
バ
ー
の
一
人
一
人
が

自
己
の
役
割
を
全
う
し
、
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
、
心

を
一
つ
に
し
て
努
力
を
続
け
、
数
々
の
ト
ラ
ブ
ル
を
克
服

し
て
達
成
さ
れ
た
。
「
は
や
ぶ
さ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取

組
を
通
し
て
、
集
団
の
力
を
高
め
る
た
め
に
何
が
必
要
な

の
か
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　（
道
徳
の
時
間
の
学
習
展
開
の
例
）

①
は
や
ぶ
さ
の
写
真
や
映
像
を
提
示
す
る
。

②
コ
ラ
ム
を
読
ん
で
話
し
合
う
。

③
エ
ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
た
時
の
川
口
淳
一
郎

　氏
た
ち
の
思
い
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

④
一
六
七
ぺ
ー
ジ
を
読
ん
で
、
集
団
と
し
て
目
標
を
達
成

　す
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
を
考
え
、
話
し
合
う
。

⑤
一
七
一
ペ
ー
ジ
の
格
言
を
読
み
、
集
団
の
役
割
と
責
任

　に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る
。

■
特
別
活
動
（
学
校
行
事
）

　ド
イ
ツ
を
代
表
す
る
文
豪
、
ヨ
ハ
ン
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
フ
ォ
ン
・
ゲ
ー
テ
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
生
ま
れ
た
。
自
然
科
学
に
も
興

味
を
も
ち
な
が
ら
、
シ
ラ
ー
と
と
も
に
ド
イ
ツ
文
学
に
お
け
る
古
典
主
義
時
代
を
築
い
た
人
物
で
あ
る
。

　彼
の
言
葉
か
ら
、
人
は
一
人
で
は
生
き
ら
れ
な
い
、
集
団
の
中
で
自
己
を
輝
か
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
の
存
在
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で

き
る
の
だ
と
い
う
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　学
級
に
お
け
る
自
己
の
在
り
方
や
学
級
の
仲
間
相
互
の
関
わ
り

方
に
つ
い
て
考
え
、
学
級
生
活
の
向
上
の
た
め
に
、
自
分
の
役
割

と
責
任
を
果
た
し
て
い
こ
う
と
す
る
態
度
を
養
っ
て
い
く
際
に
、

一
六
六
か
ら
一
六
九
ペ
ー
ジ
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

集
団
生
活
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

集
団
の
中
で
の
役
割
や
、
集
団
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
た
め
に

や
っ
て
み
た
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
自
分
の
こ
と
を
振
り
返
っ

て
具
体
的
に
考
え
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
い
。
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　職
場
体
験
活
動
等
を
通
し
て
、
勤
労
の
尊
さ
に
つ
い
て
考
え
る

と
と
も
に
、
そ
う
し
た
活
動
が
も
た
ら
す
充
実
感
を
知
り
、
働
く

こ
と
に
よ
っ
て
生
き
が
い
の
あ
る
人
生
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
意

欲
を
高
め
、
公
共
の
福
祉
と
社
会
の
発
展
に
努
め
よ
う
と
す
る
態

度
を
養
う
よ
う
に
し
た
い
。

め
る
上
で
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

■
道
徳
の
時
間

◆
メ
ッ
セ
ー
ジ
〈
鈴
木
邦
雄
〉

 

「
仕
事
の
見
返
り
は
相
手
の
方
が
走
れ
た
感
動
で
す
。」

◆
こ
の
人
の
ひ
と
言

 

「
人
は
ど
ん
な
場
合
に
い
て
も

　常
に
楽
し
い
心
を
も
っ
て

　そ
の
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　す
な
わ
ち
そ
の
人
は
ま
こ
と
の
幸
福
な
人
と
い
い
得
る
。」

3 

活
用
場
面
例

１ 

こ
の
内
容
項
目
の
ペ
ー
ジ
の
特
徴

2 

活
用
の
ポ
イ
ン
ト

　中
学
生
に
と
っ
て
、
働
く
こ
と
に
対
す
る
関
心
や
意
識
は
決
し
て

高
い
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
に
勤
労
の
意
義
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
を
も
つ
こ
と
は
、
将
来
に
向
け
て
有
益
な
こ
と
で
あ
る
。

　一
七
二
ペ
ー
ジ
で
は
、
働
く
と
い
う
こ
と
の
意
味
を
文
章
と
四
つ

の
写
真
か
ら
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
一
七
三
か
ら
一
七

五
ペ
ー
ジ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
職
場
体
験
活
動
等
の
例
示
を

含
め
、
働
く
こ
と
の
実
感
や
意
義
、
社
会
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の

文
章
や
問
い
掛
け
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　さ
ら
に
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
「
こ
の
人
の
ひ
と
言
」
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
勤
労
と
社
会
貢
献
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
人
物
の
生
き

方
や
言
葉
か
ら
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

4－（5）

P.１７２～１７７

４ 
社
会
に
生
き
る
一
員
と
し
て

　⑸ 
勤
労
や
奉
仕
を
通
し
て
社
会
に
貢
献
す
る

勤
労
の
尊
さ
や
意
義
を
理
解
し
、
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、
公
共
の

福
祉
と
社
会
の
発
展
に
努
め
る
。

　中
学
生
の
段
階
で
は
、働
く
と
い
う
こ
と
は
、現
在
の
自
分
に
と
っ

て
は
無
関
係
と
い
う
捉
え
方
を
し
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
家
庭
や
地

域
、
学
校
に
お
い
て
行
う
様
々
な
活
動
の
中
に
は
、
仕
事
と
同
様
に
、

公
共
の
福
祉
と
社
会
生
活
の
発
展
・
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
も
多
い

と
い
う
こ
と
に
気
付
か
せ
る
よ
う
に
す
る
。

　ま
た
、
自
己
の
進
路
と
関
連
し
て
一
七
五
ペ
ー
ジ
の
問
い
掛
け
な

ど
を
通
し
て
、
働
く
こ
と
は
何
ら
か
の
形
で
社
会
に
貢
献
す
る
も
の

で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気
付
く
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
時
期
に
勤
労

に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
を
促
す
こ
と
は
、
学
ぶ
こ
と
の
意
欲
を
高

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
職
場
体
験
活

　動
等
を
振
り
返
り
な
が
ら
鈴
木
邦
雄

　氏
の
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
読
む
。

②
「
相
手
の
方
が
喜
ん
で
く
れ
る
こ
と

　が
、
僕
の
喜
び
」
と
い
う
鈴
木
氏
の

　言
葉
か
ら
働
く
こ
と
の
意
義
に
つ
い

　て
考
え
る
。

③
「
仕
事
の
見
返
り
は
相
手
の
方
が
走

　れ
た
感
動
で
す
。
」
の
「
見
返
り
」

　の
意
味
を
考
え
、
話
し
合
う
。

④
一
七
六
ペ
ー
ジ
の
「
こ
の
人
の
ひ
と
言
」
の
言
葉
に
触
れ
な
が

　ら
、
働
く
こ
と
と
社
会
貢
献
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
自
分
な

　り
の
考
え
を
ま
と
め
る
。

　学
級
活
動
の
内
容
「
（
３
）
学
業
と
進
路
」
の
「
エ

　望
ま
し

い
勤
労
観
・
職
業
観
の
形
成
」
の
指
導
に
当
た
っ
て
、
一
七
三
ペ
ー

ジ
を
活
用
し
て
実
際
に
働
い
て
い
る
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
そ

れ
を
基
に
し
て
働
く
目
的
と
意
義
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

　ま
た
、
将
来
自
分
が
ど
の
よ
う
な
職
業
に
就
き
、
ど
の
よ
う
に

職
業
生
活
を
送
る
か
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
生
き
が

い
の
あ
る
人
生
を
築
こ
う
と
す
る
意
欲
を
高
め
る
。

　明
治
期
に
活
躍
し
た
国
木
田
独
歩
の
短
編
小
説
『
日
の
出
』
に
よ
る
。
明
治
二
十
一
年
一
月
一
日
の
と
あ
る
海
岸
。
財
産
を
使
い
果
た
し

海
に
身
を
投
げ
よ
う
と
す
る
青
年
が
、
初
日
の
出
を
見
に
来
た
老
人
の
言
葉
で
思
い
と
ど
ま
る
。
老
人
は
「
初
日
の
出
だ
。
神
々
し
い
じ
ゃ

な
い
か
。
」
と
青
年
に
声
を
掛
け
、
家
に
招
き
、
雑
煮
を
振
る
舞
い
な
が
ら
、
「
日
は
毎
日
、
出
る
、
人
は
毎
日
働
け
。
そ
う
す
れ
ば
、
毎

晩
安
ら
か
に
眠
ら
れ
る
。
」
と
諭
す
。
青
年
は
生
ま
れ
変
わ
っ
た
よ
う
に
働
き
資
産
家
と
な
り
、
老
人
が
亡
く
な
っ
た
後
小
学
校
を
つ
く
り

老
人
の
息
子
に
託
す
。
「
こ
の
人
の
ひ
と
言
」
は
、
里
帰
り
し
訪
れ
た
卒
業
生
に
、
校
長
と
し
て
働
く
老
人
の
息
子
が
語
っ
た
言
葉
で
あ
る
。

こ
れ
に
続
け
て
「
人
は
人
以
上
の
者
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
人
は
人
の
能
力
の
全
部
を
尽
く
す
べ
き
義
務
を
も
っ
て
い
る
。
こ

の
義
務
を
尽
く
せ
ば
英
雄
で
あ
る
。
」
と
も
語
っ
て
い
る
。

■
特
別
活
動
（
学
級
活
動
）

　一
七
二
か
ら
一
七
五
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
か
ら

様
々
な
職
業
が
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
社
会
が
様
々

な
職
業
で
支
え
ら
れ
、
仕
事
が
社
会
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
、
貢

献
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
る
。
そ
の
上
で
、
仕
事
に
つ
い

て
テ
ー
マ
を
決
め
て
調
べ
て
ま
と
め
、
発
表
す
る
。

■
総
合
的
な
学
習
の
時
間

　会
社
に
勤
め
な
が
ら
視
覚
障
害
者
ラ
ン
ナ
ー
の
伴
走
者

と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
た
鈴
木
邦
雄
氏
の
生

き
方
に
触
れ
る
。

　「
仕
事
の
見
返
り
は
相
手
の
方
が
走
れ
た
感
動
で

す
。
」
と
い
う
言
葉
の
中
に
あ
る

仕
事
の
本
質
的
な
意
味
や
、
人
生

に
お
け
る
仕
事
の
役
割
な
ど
に
つ

い
て
考
え
さ
せ
た
い
。
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　本
項
目
の
書
き
込
み
欄
に
記
入
し
た
生
徒
の
思
い
を
家
庭
で
話

し
合
っ
た
り
、
家
族
に
思
い
を
書
き
込
ん
で
も
ら
っ
た
こ
と
を
、

道
徳
の
時
間
の
学
習
に
生
か
し
た
り
す
る
な
ど
し
て
家
庭
と
連
携

し
た
活
用
を
図
る
よ
う
に
し
た
い
。

②
自
分
に
と
っ
て
の
家
庭
、
ま
た
、
地
域
と
家
庭
と
の
関
わ
り
に

　つ
い
て
考
え
、
話
し
合
う
。

③
家
庭
生
活
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
の
家
族
の
関
わ
り
に
つ
い
て

　話
し
合
う
。

④
一
八
三
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
、
将
来
、
自
分
が
築
き
た
い
家
庭
を

　イ
メ
ー
ジ
し
て
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
、
友
達
と
意
見
交
流

　す
る
。

■
道
徳
の
時
間

◆
コ
ラ
ム
「
誰
か
の
た
め
に
」

3 

活
用
場
面
例

１ 

こ
の
内
容
項
目
の
ペ
ー
ジ
の
特
徴

■
技
術
・
家
庭
科
（
家
庭
分
野
）

　家
族
の
一
人
一
人
が
温
か
い
信
頼
関
係
や
愛
情
に
よ
っ
て
結
ば

れ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と
は
、
よ
り
充
実
し
た
家
庭
生
活

を
築
く
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

　一
八
一
ペ
ー
ジ
の
文
章
や
問
い
掛
け
を
通
し
て
、
家
庭
や
家
族

に
つ
い
て
の
考
え
を
整
理
し
、
一
八
二
ペ
ー
ジ
で
は
、
グ
ラ
フ
を

通
し
て
家
族
と
の
語
ら
い
に
つ
い
て
振
り
返
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
一
八
三
ペ
ー
ジ
の
文
章
で
は
、
家
族
を
「
命
の
長
い

つ
な
が
り
」
と
捉
え
、
い
ず
れ
自
分
が
築
く
家
庭
へ
と
思
い
を
馳

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
コ
ラ
ム
「
誰
か
の
た
め
に
」
で

は
、
家
族
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
、
家
族
の
絆
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

2 

活
用
の
ポ
イ
ン
ト

　自
我
意
識
が
高
ま
る
中
学
生
の
時
期
で
は
、
家
族
に
対
し
て
反

抗
的
な
態
度
を
と
る
こ
と
が
あ
っ
た
り
、
家
庭
や
家
族
か
ら
少
し

距
離
を
置
こ
う
と
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に

家
庭
や
家
族
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
は
大
切

な
こ
と
で
あ
る
。

　指
導
に
当
た
っ
て
は
、
自
分
自
身
の
家
族
の
こ
と
や
家
庭
生
活

の
こ
と
を
振
り
返
る
ペ
ー
ジ
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
、
自
分
と
家

族
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
、
家
庭
生
活
の
在
り
方
が
人
間
と

し
て
の
生
き
方
の
基
礎
で
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。

4－（6）

P.１８０～１９３

４ 
社
会
に
生
き
る
一
員
と
し
て

　⑹ 
家
族
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を

父
母
、
祖
父
母
に
敬
愛
の
念
を
深
め
、
家
族
の
一
員
と
し
て
の
自
覚

を
も
っ
て
充
実
し
た
家
庭
生
活
を
築
く
。

　内
容
Ａ「（
１
）
自
分
の
成
長
と
家
族
」
及
び
「（
２
）
家
庭
と
家

族
関
係
」
の
指
導
に
当
た
っ
て
、
自
分
の
成
長
と
家
族
や
家
庭
生

活
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
る
と
と
も
に
、
家
庭
や
家
族
の
基

本
的
な
機
能
、
家
庭
生
活
と
地
域

と
の
関
わ
り
、
家
族
関
係
を
よ
り

よ
く
す
る
方
法
を
考
え
る
際
に
こ

の
項
目
の
ペ
ー
ジ
を
活
用
す
る
。

①
一
八
〇
・
一
八
一
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
、
家
族
や
家
庭
に
つ
い
て

　考
え
た
こ
と
を
一
八
一
ペ
ー
ジ
に
記
入
す
る
。

②
読
み
物
資
料
「
一
冊
の
ノ
ー
ト
」
を
読
ん
で
話
し
合
う
。

③
一
八
四
・
一
八
五
ペ
ー
ジ
の
コ
ラ
ム
「
誰
か
の
た
め
に
」
を
読

　み
、
余
命
三
か
月
と
診
断
さ
れ
た
患
者
と
そ
の
家
族
の
生
き
方

　か
ら
家
族
に
つ
い
て
の
考
え
を
深
め
る
。
例
え
ば
、
「
子
供
の

　卒
業
式
ま
で
生
き
た
い
。
」
と
い
う
言
葉
や
最
後
の
力
を
振
り

　絞
っ
て
お
弁
当
を
作
る
様
子
な
ど
か
ら
、
無
私
の
愛
情
を
も
っ

　て
子
供
を
育
て
よ
う
と
す
る
母
親
の
姿
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ

　内
容
「
（
１
）
私
た
ち
と
現
代
社
会
」
の
「
ア

　私
た
ち
が
生

き
る
現
代
社
会
と
文
化
」
に
お
い
て
、
社
会
的
存
在
と
し
て
の
人

間
、
社
会
集
団
に
お
け
る
家
族
の
機
能
の
指
導
に
当
た
っ
て
、
自

分
と
家
族
と
の
関
わ
り
を
考
え
、
家
庭
生
活
の
在
り
方
が
人
間
と

し
て
の
生
き
方
の
基
礎
で
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
際
に
本
項
目

の
ペ
ー
ジ
を
活
用
す
る
。

①
一
八
二
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
な

　ど
を
見
て
、
自
分
と
家
族
と

　の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
関

　わ
り
合
い
）
に
つ
い
て
、
振

　り
返
る
。
ま
た
、
そ
の
状
況

　に
つ
い
て
、
友
達
と
意
見
交

　流
す
る
。

　鎌
田
實
氏
が
最
期
を
看
取
っ
た
患
者
と
そ
の
家
族
と
の

関
わ
り
か
ら
、
自
分
の
成
長
を
願
い
、
無
私
の
愛
情
を
も

っ
て
育
て
て
く
れ
た
父
母
や
祖
父
母
に
対
し
て
敬
愛
の
念

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　余
命
三
か
月
と
知
り
つ
つ
も
子
供
の
卒
業
を
見
届
け
た

い
と
い
う
母
親
の
姿
、
そ

の
思
い
を
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
て
い
る
子
供
の
姿

を
押
さ
え
た
い
。

　生
き
る
力
が
湧
い
て
く

る
の
は
な
ぜ
な
の
か
を
考

え
、
家
族
の
深
い
絆
に
つ

い
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に

し
た
い
。

■
社
会
科
（
公
民
的
分
野
）

P.182～183

P.184～185

ま
た
、
家
族
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
積
極
的
に
協
力
で

き
る
よ
う
な
態
度
を
養
っ
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

　な
お
、
様
々
な
事
情
に
よ
り
多
様
な
家
庭
環
境
が
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
生
徒
一
人
一
人
の
家
庭
環
境
に
つ
い
て
十
分
に
配
慮
し

た
指
導
が
必
要
で
あ
る
。

　と
が
で
き
る
。
ま
た
、
母
親
が
作
っ
て
く
れ
た
最
後
の
お
弁
当
を

　食
べ
た
子
供
の
気
持
ち
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
。

④
家
庭
や
家
族
に
つ
い
て
自
分
自
身
が
感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と

　を
一
八
五
ペ
ー
ジ
の
書
き
込
み
欄
に
記
入
し
て
発
表
す
る
。
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１ 

資
料
の
特
性

2 

指
導
上
の
留
意
点

　人
間
は
、
過
去
か
ら
ず
っ
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
命
の
つ
な
が

り
の
中
で
生
き
て
い
る
。
家
族
と
は
、
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
祖

父
母
や
父
母
を
は
じ
め
と
す
る
最
も
身
近
な
共
同
体
で
あ
る
。

　本
資
料
に
は
、
主
人
公
で
あ
る
「
僕
」
と
同
居
し
て
い
る
物
忘

れ
の
多
く
な
っ
た
祖
母
と
の
間
に
生
じ
た
ト
ラ
ブ
ル
と
、
そ
の
奥

に
あ
る
祖
母
の
思
い
が
描
か
れ
て
い
る
。

　ト
ラ
ブ
ル
か
ら
祖
母
に
不
満
を
感
じ
る
「
僕
」
だ
っ
た
が
、
あ

る
日
、
一
冊
の
ノ
ー
ト
を
見
付
け
、
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
た
祖
母

の
苦
悩
と
、
家
族
の
こ
と
を
思
い
続
け
る
気
持
ち
を
知
る
。

　そ
の
一
冊
の
ノ
ー
ト
を
読
ん
で
、
い
た
た
ま
れ
な
く
な
っ
た

「
僕
」
。
そ
の
「
僕
」
の
思
い
を
考
え
る
こ
と
を
通
し
て
、
家
族

を
大
切
に
思
う
気
持
ち
を
感
じ
、
家
族
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
家
族
の
か
け
が
え
の
な
さ
を

再
認
識
さ
せ
て
く
れ
る
感
動
的
な
資
料
で
あ
る
。

　中
学
生
の
時
期
は
、
自
我
意
識
が
強
く
な
り
、
自
分
の
判
断
や

意
志
で
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
自
立
へ
の
意
欲
が
高
ま
っ
て
く
る
。

そ
の
た
め
、
父
母
や
祖
父
母
の
言
動
に
反
抗
的
に
な
る
と
い
う
面

も
見
ら
れ
る
。
ま
た
一
方
で
、
家
族
の
一
員
と
し
て
、
役
割
を
担

う
こ
と
で
家
庭
の
仕
事
の
大
変
さ
や
家
族
の
有
り
難
さ
が
分
か
っ

て
く
る
こ
と
も
あ
る
。

3 

展
開
例

【
ね
ら
い
】

　か
け
が
え
の
な
い
家
族
の
存
在
に
気
付
き
、
そ
の
一
員
と
し
て

関
わ
り
合
い
な
が
ら
、
充
実
し
た
家
庭
生
活
を
築
こ
う
と
す
る
態

度
を
育
て
る
。

一
冊
の
ノ
ー
ト

読
み
物
資
料

4－（6）
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　「
僕
」
の
思
い
を
通
し
て
、
家
族
の
一
員
と
し
て
の
在
り
方

　を
考
え
る
展
開

【
主
な
学
習
】

①
薬
局
の
前
で
祖
母
に
出
会
っ
た
と
き
、
友
達
に
気
付
か
れ
な
い

　よ
う
に
知
ら
ん
顔
を
し
て
通
り
過
ぎ
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
気

　持
ち
か
ら
だ
ろ
う
か
。

　・
変
な
格
好
を
し
て
い
る
祖
母
の
姿
が
恥
ず
か
し
い
。

　・
自
分
の
祖
母
だ
と
周
り
に
気
付
か
れ
た
く
な
い
。

②
父
の
話
を
聞
い
た
と
き
、
何
も
言
え
な
く
な
っ
た
の
は
ど
う
し

　て
だ
ろ
う
か
。

　・
現
在
の
医
学
で
は
治
せ
な
い
病
気
な
の
だ
か
ら
、
こ
れ
以
上

　
　言
っ
て
も
仕
方
が
な
い
と
思
っ
た
か
ら
。

　・
幼
い
頃
か
ら
祖
母
に
身
の
回
り
の
世
話
を
し
て
も
ら
う
な
ど
、

　
　何
か
と
祖
母
に
頼
っ
て
い
る
自
分
に
気
付
い
た
か
ら
。

　
　祖
母
の
思
い
を
通
し
て
、
家
族
の
一
員
と
し
て
の
在
り
方
を
考

　え
る
展
開

【
主
な
学
習
】

①
「
誰
だ
っ
て
年
を
取
れ
ば
し
わ
も
で
き
れ
ば
白
髪
頭
に
も
な
っ

　て
し
ま
う
も
の
よ
。
」
と
言
っ
た
祖
母
の
気
持
ち
は
、
ど
の
よ

　う
な
も
の
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　・
年
を
取
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
の
自
覚
と
と
も
に
寂
し
さ
を
感

　
　じ
て
い
る
。

　・
自
分
は
き
ち
ん
と
し
て
い
る
つ
も
り
な
の
に
、
孫
か
ら
厳
し

　
　い
口
調
で
問
い
詰
め
ら
れ
、
悲
し
い
気
持
ち
。

②
「
あ
と
十
年
、
い
や
、
せ
め
て
あ
と
五
年
、
何
と
か
孫
た
ち
の

　面
倒
を
見
な
け
れ
ば
。
」
と
書
い
た
一
冊
の
ノ
ー
ト
に
は
、
祖

　母
の
ど
の
よ
う
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　・
自
分
の
孫
た
ち
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
何
と

　
　か
孫
た
ち
の
た
め
に
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
し
て
あ
げ
た
い
。

　本
資
料
の
活
用
に
当
た
っ
て
は
、
家
族
と
の
関
わ
り
を
振
り
返

ら
せ
な
が
ら
、
家
族
が
相
互
に
深
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
を

自
覚
し
、
家
族
に
感
謝
す
る
こ
と
が
よ
り
充
実
し
た
家
庭
生
活
を

築
く
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
を
生
徒
一
人
一
人
に
深
く
考
え
さ
せ

た
い
。

　な
お
、
家
族
の
姿
も
一
様
で
は
な
い
の
で
、
様
々
な
事
情
を
抱

え
て
い
る
生
徒
に
対
し
て
十
分
な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

　・
自
分
が
責
め
た
と
き
の
、
祖
母
の
寂
し
そ
う
な
姿
を
思
い
出

　
　し
た
か
ら
。

③
黙
っ
て
祖
母
と
並
ん
で
草
取
り
を
始
め
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な

　気
持
ち
か
ら
だ
ろ
う
か
。

　・
祖
母
が
一
番
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
を
知
り
、
い
た
た
ま
れ
な

　
　い
気
持
ち
。
ひ
ど
い
こ
と
を
言
っ
て
、
ご
め
ん
な
さ
い
。

　・
こ
ん
な
に
も
大
切
に
思
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
と
、

　
　祖
母
を
責
め
た
こ
と
へ
の
後
悔
の
気
持
ち
。

　・
こ
れ
か
ら
は
祖
母
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
。
今
度

　
　は
自
分
が
祖
母
を
支
え
る
番
だ
。

④
家
族
の
一
員
で
あ
る
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
だ
ろ
う
か
。

　
　そ
れ
が
自
分
の
生
き
が
い
だ
。

　・
二
人
と
も
大
人
に
な
る
ま
で
、
そ
れ
が
無
理
な
ら
高
校
生
に

　
　な
る
ま
で
孫
た
ち
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
。

③
こ
の
資
料
を
読
ん
で
、
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
は
、
ど
の

　よ
う
な
こ
と
か
。
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　コ
ラ
ム
「
旅
立
ち
の
日
に
」
は
、
道
徳
の
時
間
の
補
助
的
な
資

料
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
は
、

学
び
舎
で
出
会
う
か
け
が
え
の
な
い
人
々
と
の
関
わ
り
が
あ
り
、

共
に
培
っ
て
き
た
伝
統
や
校
風
が
あ
る
。
自
分
た
ち
の
学
校
を
改

め
て
見
つ
め
、
そ
の
よ
さ
を
後
輩
へ
伝
え
て
い
き
た
い
と
い
う
思

い
を
高
め
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
。

■
道
徳
の
時
間

◆
コ
ラ
ム
「
旅
立
ち
の
日
に
」

3 

活
用
場
面
例

１ 

こ
の
内
容
項
目
の
ペ
ー
ジ
の
特
徴

2 

活
用
の
ポ
イ
ン
ト

　生
徒
に
と
っ
て
学
校
で
過
ご
す
時
間
は
、
日
々
の
大
半
で
あ
り
、

学
級
や
学
校
は
重
要
な
生
活
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
多
く
の

友
と
出
会
い
、
様
々
な
貴
重
な
経
験
を
積
み
、
人
間
と
し
て
の
成
長

を
遂
げ
て
い
く
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
学
生
に
と
っ
て
、
自
分
の
学

級
や
学
校
へ
の
関
心
や
、
よ
り
よ
い
学
級
や
学
校
づ
く
り
へ
の
意
欲

は
必
ず
し
も
十
分
と
は
言
え
な
い
。
そ
こ
で
、
本
内
容
項
目
の
ペ
ー

ジ
を
活
用
し
て
学
級
や
学
校
に
対
す
る
生
徒
の
関
心
を
高
め
、
学
校

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
見
つ
め
直
す
機
会
と
し
た
い
。

　一
九
九
ペ
ー
ジ
の
合
唱
曲
「
旅
立
ち
の
日
に
」
は
、
一
九
八
ペ
ー

ジ
の
コ
ラ
ム
に
あ
る
よ
う
に
、
全
国
の
多
く
の
中
学
校
の
卒
業
式
で

愛
唱
さ
れ
る
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
を
通
じ
、
仲
間
と
の
思
い
出
を
胸

に
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
切
り
拓
い
て
い
こ
う
と
い
う
希
望
を
も
つ

こ
と
の
大
切
さ
や
、
学
校
生
活
は
教
師
と
生
徒
、
生
徒
同
士
の
深
い

信
頼
関
係
で
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
、
学
校
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
深

め
、
よ
り
よ
い
校
風
の
樹
立
と
発
展
に
努
め
る
態
度
を
養
い
た
い
。

4－（7）
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４ 
社
会
に
生
き
る
一
員
と
し
て

　⑺ 
学
校
や
仲
間
に
誇
り
を
も
つ

学
級
や
学
校
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、
教
師
や
学
校
の
人
々

に
敬
愛
の
念
を
深
め
、
協
力
し
て
よ
り
よ
い
校
風
を
樹
立
す
る
。

　学
校
に
は
長
年
に
わ
た
っ
て
先
輩
た
ち
が
築
い
て
き
た
独
自
の

校
風
が
あ
り
、
そ
れ
を
後
輩
た
ち
が
継
承
し
、
協
力
し
合
っ
て
よ

り
よ
い
校
風
へ
と
発
展
さ
せ
て
き
た
。
中
学
生
に
と
っ
て
、
学
級

や
学
校
に
対
し
て
愛
着
や
誇
り
を
も
つ
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
あ

①
コ
ラ
ム
「
旅
立
ち
の
日
に
」
を
読
み
、
楽
曲
誕
生
の
背
景
を
知
る
。

②
合
唱
曲
「
旅
立
ち
の
日
に
」
の
歌
詞
を
読
み
、
楽
曲
を
聴
く
。

　こ
の
楽
曲
に
込
め
ら
れ
た
願
い
や
思
い
を
考
え
、
一
九
九
ペ
ー

　ジ
に
、
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
書
い
て
発
表
す
る
。

③
卒
業
生
ま
た
は
在
校
生
の
先
輩
か
ら
、
自
分
た
ち
の
学
校
の
伝

　統
や
校
風
に
つ
い
て
の
話
を
聞
く
。
（
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
形
式
で

　も
よ
い
。
）

④
後
輩
に
伝
え
て
い
き
た
い
自
分
た
ち
の
学
校
の
伝
統
や
校
風
に

　つ
い
て
話
し
合
う
。

　合
唱
曲
「
旅
立
ち
の
日
に
」
の
歌
詞
に
は
、
様
々
な
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　歌
詞
を
何
度
も
繰
り
返
し
読
む
こ
と
で
、
そ
の
心
情
が
伝

わ
っ
て
く
る
。

　中
学
校
を
巣
立
っ
て
も
、
共
に
過
ご
し
た
日
々
の
思
い
出

が
、
い
つ
ま
で
も
生
徒
た
ち
の
心
の
よ
り
所
と
し
て
、
心
の

中
に
生
き
続
け
て
い
る
。
こ
の
歌
詞
を
か
み
し
め
る
こ
と
で
、

学
校
と
い
う
も
の
を
改
め
て
見
つ
め
て
、
生
徒
た
ち
の
学
校

に
対
す
る
愛
着
を
深
め
、
こ
れ
か
ら
の
関
わ
り
に
生
か
し
て

い
く
。

　コ
ラ
ム
「
旅
立
ち
の
日
に
」
の
活
用
に
当
た
っ
て
は
、
ま

ず
合
唱
曲
「
旅
立
ち
の
日
に
」
が
誕
生
し
た
背
景
を
知
る
。

　そ
し
て
、
こ
の
歌
に
は
教
師
の
ど
の
よ
う
な
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
か
、
生
徒
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
思
い
で
こ
の
歌

を
歌
っ
て
い
た
の
か
な
ど
、
様
々
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
歌

詞
を
読
ん
で
い
き
た
い
。

　さ
ら
に
、
自
分
た
ち
の
学
校
を
見
つ
め
、
学
校
の
一
員
と

し
て
の
自
覚
を
深
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
教
師
や
学
校
の

人
々
へ
の
感
謝
や
尊
敬
の
気
持
ち
も
育
ん
で
い
き
た
い
。

①
歌
詞
の
内
容
や
曲
想
を
味
わ
う
。

②
曲
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
を
工
夫
し
歌
う
。

③
全
員
で
合
唱
を
つ
く
っ
て
い
く
体
験
を
通
し
て
、
表
現
し
た
い

　イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
合
う
。

　一
九
六
ペ
ー
ジ
の
「
後
輩
に
伝
え
た
い
こ
と
」
を
活
用
し
、
卒
業
を

前
に
後
輩
に
伝
え
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ
い
て
話
し
合
う
。
そ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
全
校
集
会
で
伝
え
、
生
徒
同
士
の
人
間
関
係
を
深
め
て
、
先

輩
の
思
い
を
受
け
継
ぎ
伝
統
を
守
っ
て
い
こ
う
と
す
る
意
欲
を
高
め
る
。

　ま
た
、
一
九
七
ペ
ー
ジ
の
「
学
校
を
良
く
す
る
た
め
に
」
を
活
用

し
、
意
見
を
集
め
、
そ
れ
を
生
徒
会
通
信
等
で
発
信
す
る
な
ど
し
て
、

自
分
た
ち
の
学
校
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
こ

と
を
ま
と
め
て
い
く
よ
う
に
す
る
。

　一
九
九
ペ
ー
ジ
の
合
唱
曲
「
旅
立
ち
の
日
に
」
の
歌
詞
の
内
容
や

曲
想
か
ら
感
じ
取
っ
た
こ
と
と
、
音
楽
的
な
特
徴
と
を
関
わ
ら
せ
な

が
ら
表
現
を
工
夫
し
、
仲
間
へ
の
思
い
や
学
校
へ
の
愛
着
を
感
じ
て

歌
う
。

■
音
楽
科

■
特
別
活
動
（
生
徒
会
活
動
）

　一
九
五
ペ
ー
ジ
の
「
自
分
と
学
校
と
の
関
わ
り
」
を
活
用
し
、

家
庭
や
地
域
の
人
と
校
風
に
つ
い
て
語
り
合
う
。

　家
庭
や
地
域
の
人
と
共
に
、
学
校
の
歴
史
や
伝
統
に
触
れ
る
機

会
を
増
や
す
こ
と
で
、
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
よ
り
よ
い
校
風
を
築

い
て
い
こ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
と
と
も
に
、
家
庭
や
地
域
で
自

分
た
ち
を
支
え
て
見
守
り
、
励
ま
し
て
く
れ
る
人
々
へ
の
感
謝
の

思
い
を
育
む
。

■
家
庭
や
地
域
と
の
連
携

り
、
本
内
容
項
目
の
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
、
学
校
の
伝
統
や
よ
さ

を
見
つ
め
、
仲
間
と
力
を
合
わ
せ
て
、
自
分
た
ち
の
学
校
を
よ
り

よ
く
し
て
い
こ
う
と
す
る
態
度
を
育
て
た
い
。

ひ
ら

第２章●「私たちの道徳」の活用事例

や

事 

例

93 92

事 

例



　「
人
物
探
訪
」
や
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
活
用
し
、
地
域
の
発
展

に
尽
く
し
た
先
人
の
思
い
や
、
自
分
と
ふ
る
さ
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
考
え
る
。

■
道
徳
の
時
間

◆
メ
ッ
セ
ー
ジ

3 

活
用
場
面
例

3 

活
用
場
面
例

１ 

こ
の
内
容
項
目
の
ペ
ー
ジ
の
特
徴

2 

活
用
の
ポ
イ
ン
ト

　中
学
生
に
と
っ
て
は
日
々
を
暮
ら
す
そ
の
地
域
は
、
大
切
な
生

活
の
場
で
あ
り
、
郷
土
で
あ
る
。
本
内
容
項
目
は
、
地
域
に
目
を

向
け
、
郷
土
を
愛
し
、
そ
の
発
展
に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
態
度
を

育
む
も
の
で
あ
る
。
本
内
容
項
目
の
ペ
ー
ジ
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
地
域
社
会
に
対
し
て
様
々
な
視
点
か
ら
思
い
を
深
め
、

郷
土
を
愛
し
、
そ
の
発
展
に
努
め
る
態
度
を
養
っ
て
い
き
た
い
。

　二
〇
三
ペ
ー
ジ
で
は
、
ふ
る
さ
と
の
発
展
に
貢
献
す
る
具
体
的

な
事
例
を
通
し
て
、
ま
た
、
二
〇
五
ペ
ー
ジ
の
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

で
は
、
様
々
な
人
の
ふ
る
さ
と
に
対
す
る
思
い
に
触
れ
な
が
ら
、

郷
土
に
対
す
る
認
識
を
深
め
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
。

4－（8）
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４ 
社
会
に
生
き
る
一
員
と
し
て

　⑻ 
ふ
る
さ
と
の
発
展
の
た
め
に

地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
郷
土
を
愛
し
、
社
会
に

尽
く
し
た
先
人
や
高
齢
者
に
尊
敬
と
感
謝
の
念
を
深
め
、
郷
土
の
発

展
に
努
め
る
。

　中
学
生
の
時
期
は
、
自
分
が
自
分
だ
け
で
存
在
し
て
い
る
と
考

え
が
ち
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
中
で
家
族
や
社
会
に
尽
く
し
た

先
人
や
高
齢
者
に
よ
っ
て
自
分
が
支
え
ら
れ
て
生
き
て
い
る
こ
と

を
自
覚
し
、
そ
れ
ら
の
人
々
へ
の
尊
敬
と
感
謝
の
気
持
ち
を
深
め

る
こ
と
は
極
め
て
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

　指
導
に
当
た
っ
て
は
、
本
内
容
項
目
の
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
地

域
の
よ
さ
や
人
々
の
関
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
、
郷
土
に

対
す
る
認
識
を
深
め
て
い
く
。
そ
の
上
で
、
自
分
に
で
き
る
ふ
る

さ
と
へ
の
貢
献
の
方
法
を
考
え
さ
せ
る
な
ど
、
郷
土
の
発
展
に
努

め
る
自
発
的
な
態
度
を
養
い
た
い
。

①
二
〇
〇
か
ら
二
〇
二
ペ
ー
ジ
を
読
み
、
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
に

　つ
い
て
話
し
合
う
。

②
読
み
物
資
料
を
読
ん
で
話
し
合
う
。

③
二
〇
四
・
二
〇
五
ペ
ー
ジ
の
「
人
物
探
訪
」
や
「
メ
ッ
セ
ー

　ジ
」
を
読
ん
で
、
濱
口
梧
陵
や
多
く
の
人
々
の
言
葉
に
込
め
ら

　れ
た
思
い
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

④
二
〇
三
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
地
域
の
課
題
を
話
し
合
い
、
ふ
る

　さ
と
の
発
展
の
た
め
に
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
考

　え
を
ま
と
め
る
。

　「
稲
む
ら
の
火
」
の
逸
話
と
し
て
、
今
で
も
多
く
の
人
に
語

り
継
が
れ
て
い
る
濱
口
梧
陵
の
生
き
方
に
触
れ
、
郷
土
に
尽
く

し
た
先
人
や
高
齢
者
へ
の
尊
敬
と
感
謝
の
気
持
ち
を
育
む
。

　梧
陵
が
、
莫
大
な
私
財
を
投
じ
て
、
大
地
震
に
よ
る
津
波
の

壊
滅
的
な
被
害
か
ら
の
復
興
を
支
え
、
人
々
の
暮
ら
し
の
安
定

を
計
り
、
郷
土
の
発
展
に
尽
く
し
た
動
機
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

　「
住
民
百
世
の
安
堵
を
図
る
」
と
い
う
言
葉
に
込
め
ら
れ
た

梧
陵
の
思
い
か
ら
、
人
と
郷
土
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
を

深
め
さ
せ
た
い
。

◆
人
物
探
訪
〈
濱
口
梧
陵
〉

 

「
住
民
百
世
の
安
堵
を
図
る
」

　地
域
の
課
題
を
解
決
し
、
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
学
習
活
動

な
ど
で
は
、
二
〇
三
ペ
ー
ジ
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

地
域
の
安
心
・
安
全
の
た
め
の
防
災
な
ど
に
つ
い
て
探
究
的
に
学
習

を
行
う
場
合
に
は
、
二
〇
四
ペ
ー
ジ
の
「
人
物
探
訪
」
を
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

■
総
合
的
な
学
習
の
時
間

　二
〇
五
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
平
成
十
年
度
当

時
、
福
井
県
丸
岡
町
（
現
・
坂
井
市
）
で
募
集
さ
れ
て
い
た

「
ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
」
の
応
募
作
品
で
あ
る
。

　ふ
る
さ
と
へ
の
素
直
な
思
い
を
味
わ
う
こ
と
で
、
郷
土
に
対

す
る
愛
着
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

　ふ
る
さ
と
の
よ
さ
な
ど
に
つ
い
て
、
二
〇
一
ペ
ー
ジ
に
書
き
込
み
、

郷
土
に
関
す
る
様
々
な
思
い
や
気
付
き
を
発
表
し
合
う
。
様
々
な
考

え
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
郷
土
へ
の
思
い
を
深
め
、
地
域
社
会
の

一
員
と
し
て
の
自
覚
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
二
〇
〇
か
ら
二
〇
五
ペ
ー
ジ
の
文
章
を
通
し
、
地
域
の
よ
さ
や
自

　慢
、
課
題
や
そ
の
解
決
策
な
ど
を
記
入
し
、
発
表
し
合
う
。

②
①
で
記
入
し
た
こ
と
を
基
に
、
近
隣
の
中
学
校
の
生
徒
会
代
表

　が
集
ま
り
、
郷
土
に
つ
い
て
の
意
見
交
流
を
行
い
、
地
域
の
活

　性
化
や
、
郷
土
の
発
展
の
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

③
生
徒
会
代
表
で
話
し
合
っ
た
こ
と
を
基
に
、
家
庭
や
地
域
の
人

　と
共
に
郷
土
発
展
の
た
め
の
企
画
を
構
想
し
、
実
践
化
を
図
る
。

■
特
別
活
動
（
生
徒
会
活
動
）
・
家
庭
や
地
域
と
の
連
携

　Ｂ
鑑
賞
「
（
１
）
ウ

　我
が
国
や
郷
土
の
伝
統
音
楽
及
び
ア
ジ
ア

地
域
の
諸
民
族
の
音
楽
の
特
徴
か
ら
音
楽
の
多
様
性
を
感
じ
取
り
、

鑑
賞
す
る
こ
と
。
」（
第
一
学
年
）
、
「
（
１
）
ウ

　我
が
国
や
郷
土
の

伝
統
音
楽
及
び
諸
外
国
の
様
々
な
音
楽
の
特
徴
か
ら
音
楽
の
多
様

性
を
理
解
し
て
、
鑑
賞
す
る
こ
と
。
」（
第
二
学
年
及
び
第
三
学
年
）

の
指
導
に
当
た
っ
て
、
本
項
目
の
ペ
ー
ジ
を
活
用
す
る
。

■
音
楽
科

①
我
が
国
や
郷
土
の
伝
統
音
楽
と
諸
外
国
の
様
々
な
音
楽
を
比
較
し

　て
聴
き
、
感
じ
取
っ
た
こ
と
を
発
表
し
た
り
、
そ
の
共
通
点
や
相

　違
点
、
あ
る
い
は
そ
の
音
楽
だ
け
に
見
ら
れ
る
固
有
性
に
つ
い
て

　話
し
合
っ
た
り
す
る
。

②
保
存
会
な
ど
地
域
の
人
々
に
よ
る
郷
土
の
伝
統
音
楽
の
演
奏
を
聴

　く
機
会
を
つ
く
り
、
生
徒
が
感
じ
取
っ
た
よ
さ
を
伝
え
た
り
地
域

　の
人
々
の
思
い
を
聞
い
た
り
す
る
。

③
二
〇
〇
・
二
〇
一
ペ
ー
ジ
を
読
み
、
郷
土
の
伝
統
音
楽
が
そ
の
地

　域
の
人
々
の
暮
ら
し
と
共
に
あ
る
こ
と
に
着
目
し
な
が
ら
、
そ
の

　音
楽
の
よ
さ
や
魅
力
に
つ
い
て
自
分
な
り
の
考
え
を
発
表
し
合
い
、

　味
わ
っ
て
聴
く
。
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　本
項
目
の
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
、
広
い
視
野
か
ら
日
本
に
つ
い
て

の
認
識
を
深
め
、
優
れ
た
伝
統
と
文
化
に
つ
い
て
知
り
、
そ
の
価
値

を
受
け
継
い
で
新
た
な
文
化
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
。

■
道
徳
の
時
間

◆
こ
の
人
の
ひ
と
言

 

「
わ
れ
わ
れ
の
歴
史
の
中
に
わ
れ
わ
れ
の
未
来
の
秘
密
が
か
く
さ
れ
て
い
る
。
」

3 

活
用
場
面
例

3 

活
用
場
面
例

１ 

こ
の
内
容
項
目
の
ペ
ー
ジ
の
特
徴

2 

活
用
の
ポ
イ
ン
ト

　国
の
発
展
に
寄
与
す
る
気
持
ち
を
高
め
、
伝
統
の
継
承
と
文
化

の
創
造
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
内
容
項
目
で
あ
る
。

　二
〇
六
・
二
〇
七
ペ
ー
ジ
で
は
日
本
の
伝
統
や
文
化
に
つ
い
て
、

ま
た
日
本
ら
し
さ
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
内
容
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
八
・
二
〇
九
ペ
ー
ジ
は
、
伝
統
や

文
化
の
継
承
者
と
し
て
の
自
覚
を
深
め
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　本
内
容
項
目
の
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
な
が
ら
、
我
が
国
に
つ
い
て

広
い
視
野
か
ら
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
我
が
国
固
有
の
優
れ

た
伝
統
と
文
化
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
の
価
値
を
継
承

し
、
新
た
な
文
化
を
創
造
し
て
い
こ
う
と
す
る
態
度
を
養
い
た
い
。

4－（9）
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４ 
社
会
に
生
き
る
一
員
と
し
て

　⑼ 
国
を
愛
し
、
伝
統
の
継
承
と
文
化
の
創
造
を

日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
国
を
愛
し
、
国
家
の
発
展
に
努
め

る
と
と
も
に
、
優
れ
た
伝
統
の
継
承
と
新
し
い
文
化
の
創
造
に
貢
献

す
る
。

◆
人
物
探
訪
〈
西
岡
常
一
〉

 

「
木
を
生
か
す
に
は
、
自
然
を
生
か
さ
ね
ば
な
ら
ず
、

　

 

自
然
を
生
か
す
に
は
自
然
の
中
で
生
き
よ
う
と
す
る

　

 

人
間
の
心
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
」

　中
学
生
の
時
期
に
な
る
と
、
日
本
の
風
土
や
歴
史
に
対
す
る
理

解
が
深
ま
り
、
伝
統
と
文
化
に
対
し
て
も
一
層
関
心
を
も
つ
よ
う

に
な
る
。
こ
の
関
心
を
高
め
、
優
れ
た
伝
統
の
継
承
と
新
し
い
文

化
の
創
造
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
育
成
す
る
よ
う
に
し
た
い
。

　指
導
に
当
た
っ
て
は
、
排
他
的
な
も
の
の
見
方
や
考
え
方
に
陥

る
こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
し
、
我
が
国
の
伝
統
と
文
化
を
誇
り
を

も
っ
て
世
界
や
後
世
に
伝
え
よ
う
と
す
る
意
欲
を
も
ち
、
国
際
社

会
の
一
員
と
し
て
世
界
の
平
和
と
安
定
に
寄
与
し
て
い
こ
う
と
す

る
思
い
を
育
て
て
い
き
た
い
。

①
二
〇
七
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
日
本
の
伝
統
と
文
化
、
そ
の
特
徴

　に
つ
い
て
考
え
、
日
本
に
対
す
る
意
識
を
確
認
す
る
。

②
日
本
の
伝
統
と
文
化
の
継
承
に
関
わ
っ
て
い
る
人
（
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー

　チ
ャ
ー
）
か
ら
、
日
本
の
伝
統
と
文
化
の
特
徴
や
、
そ
の
継
承

　に
努
め
る
思
い
を
聞
く
。

③
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
か
ら
聞
い
た
話
を
基
に
、
二
〇
八
ペ
ー

　ジ
を
活
用
し
て
、
自
分
が
紹
介
し
た
い
日
本
の
文
化
を
グ
ル
ー

　プ
で
話
し
合
う
。

　飛
鳥
文
化
の
学
習
の
際
に
、
二
一
〇
ペ
ー
ジ
の
「
人
物
探
訪
」

を
読
む
こ
と
で
、
お
よ
そ
一
四
〇
〇
年
前
の
伝
統
と
文
化
を
現
在
に

ま
で
受
け
継
い
で
き
た
人
々
の
思
い
と
生
き
方
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
。

　世
界
最
古
の
木
造
建
築
で
あ
る
法
隆
寺
は
世
界
遺
産
と
な
っ
て
い

る
。
法
隆
寺
を
支
え
て
き
た
棟
梁
た
ち
の
思
い
や
生
き
方
、
そ
し
て
、

　飛
鳥
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
寺
院
建
築
の
技
術
を

後
世
に
伝
え
、
「
最
後
の
宮
大
工
」
と
呼
ば
れ
た
棟
梁
西
岡

常
一
は
、
祖
父
も
父
も
ま
た
法
隆
寺
の
宮
大
工
棟
梁
で
あ
っ

た
。
祖
父
の
勧
め
で
農
業
学
校
で
三
年
間
農
業
を
学
び
、
檜

の
原
木
の
見
分
け
方
や
地
質
調
査
と
い
っ
た
知
識
・
技
術
的

な
こ
と
と
同
時
に
生
命
の
尊
さ
や
自
然
の
偉
大
さ
を
学
ん
だ
。

　一
三
〇
〇
年
の
技
を
途
絶
え
る
こ
と
な
く
伝
承
し
て
き
た

西
岡
の
姿
勢
や
思
い
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
優
れ
た
文
化

に
誇
り
を
持
ち
、
伝
統
の
継
承
と
新
し
い
文
化
の
創
造
に
対

す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

現
在
も
な
お
そ
の
思
い
を
守
り
受
け
継
ぐ
人
が
い
る
こ
と
を
知
り
、

受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
や
文
化
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

■
社
会
科
（
歴
史
的
分
野
）

　鑑
賞
の
学
習
に
お
い
て
、
身
近
な
地
域
や
日
本
及
び
諸
外
国
の
美

術
の
文
化
遺
産
な
ど
を
鑑
賞
し
、
二
〇
七
ペ
ー
ジ
の
文
章
や
問
い
を

活
用
し
て
、
そ
の
よ
さ
や
美
し
さ
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
独
自
の
美

意
識
や
創
造
の
精
神
な
ど
を
感
じ
取
る
。
各
学
年
に
応
じ
て
、
日
本

の
美
術
や
伝
統
と
文
化
に
対
す
る
理
解
と
愛
情
を
深
め
る
と
と
も
に
、

美
術
文
化
や
そ
れ
ら
の
継
承
と
創
造
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

■
美
術
科

　岡
倉
天
心
の
こ
の
言
葉
は
著
書
『
東
洋
の
理
想
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
岡
倉
は
西
洋
文
化
の
波
が
急
速
に
押
し
寄
せ
て
来
た
明
治
時
代

に
、
日
本
の
伝
統
美
術
の
す
ば
ら
し
さ
に
目
を
向
け
、
近
代
日
本
美
術
の
発
展
に
力
を
注
い
だ
。
ま
た
、
英
文
で
『
茶
の
本
』
を
出
版
し
、

日
本
の
文
化
を
欧
米
に
紹
介
す
る
な
ど
、
国
際
的
な
視
野
に
立
っ
て
活
動
し
た
。
英
文
で
出
版
さ
れ
た
『
茶
の
本
』
は
今
で
は
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
語
、
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
な
ど
を
は
じ
め
各
国
の
言
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の
言
葉
を
き
っ
か
け
に
、
日
本
の
国
土
や
歴
史
に
対
す
る
理
解
を
一
層
深
め
る
と
と
も
に
、
伝
統
や
文
化
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
日

本
人
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
を
も
と
う
と
す
る
態
度
を
育
成
す
る
こ
と
に
つ
な
げ
た
い
。

　二
〇
七
ペ
ー
ジ
の
「
算
額
」
を
活
用
し
、
数
学
に
対
す
る
関
心
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
算
額
」
を
絵
馬
と
し
て
奉
納
す
る
習
慣

は
、
日
本
独
特
の
文
化
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
り
、
図
形
の
学
習

の
発
展
的
な
学
習
と
し
て
、
「
算
額
」
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
問
題
に

挑
戦
し
た
り
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
身
近
な
地
域
の
「
算
額
」

を
紹
介
し
、
先
人
の
築
い
た
優
れ
た
文
化
を
知
る
こ
と
も
で
き
る
。

■
数
学
科
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　世
界
の
国
々
に
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
伝
統
と
文
化
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
に
誇
り
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
多
様
な
文
化
に

対
す
る
理
解
と
尊
敬
の
念
を
育
む
。
ま
た
、
「
世
界
の
平
和
と
人

類
の
幸
福
の
た
め
に
、
日
本
人
と
し
て
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
」
に
つ
い
て
、
二
一
七
ペ
ー
ジ
の
書
き
込
み
欄
を
活
用
し
て
考

え
る
こ
と
も
で
き
る
。

■
道
徳
の
時
間

◆
人
物
探
訪
〈
嘉
納
治
五
郎
〉

 

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
真
に
世
界
の
文
化
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」

◆
メ
ッ
セ
ー
ジ
〈
中
学
生
の
み
な
さ
ん
へ
〉

3 

活
用
場
面
例

3 

活
用
場
面
例

１ 

こ
の
内
容
項
目
の
ペ
ー
ジ
の
特
徴

2 

活
用
の
ポ
イ
ン
ト

　国
際
化
が
進
展
す
る
中
で
、
国
際
的
視
野
に
立
ち
、
世
界
の
中

の
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
つ
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

本
内
容
項
目
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
真
の
国
際
人
と
し
て
生
き
る
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
を
具
体
的
に
考
え
さ
せ
る
と
と
も
に
、
二
一
八

ペ
ー
ジ
の
嘉
納
治
五
郎
の
「
人
物
探
訪
」
や
、
二
一
九
ペ
ー
ジ
の

緒
方
貞
子
氏
の
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
活
用
し
て
、
自
分
の
生
き
方

を
振
り
返
り
な
が
ら
国
際
社
会
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
積
極
的
な

生
き
方
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

P.２１４～２２５

４ 
社
会
に
生
き
る
一
員
と
し
て

　⑽ 
日
本
人
の
自
覚
を
も
ち
世
界
に
貢
献
す
る

　

世
界
の
中
の
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、
国
際
的
視
野
に
立
っ

て
、
世
界
の
平
和
と
人
類
の
幸
福
に
貢
献
す
る
。

　中
学
生
の
時
期
は
、
国
際
的
な
出
来
事
へ
の
興
味
や
関
心
が
高

ま
る
と
と
も
に
、
世
界
の
国
々
の
人
々
と
様
々
な
形
で
関
わ
る
機

会
も
増
え
て
い
く
。
今
後
、
ま
す
ま
す
国
際
的
な
関
係
を
深
め
て

い
く
社
会
の
中
で
生
き
て
い
く
中
学
生
に
と
っ
て
、
今
の
段
階
で

国
際
的
な
視
野
と
国
際
社
会
で
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
自
覚
す

る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

　本
内
容
項
目
の
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
国
際
社
会
に
生
き
る
一
員

と
し
て
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
理
解
さ

せ
、
世
界
の
平
和
と
人
類
の
幸
福
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
態
度
を

育
む
よ
う
に
し
た
い
。

①
二
一
四
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
、
世
界
の
中
の
日
本
人
と
し
て
、
自

　分
は
何
を
考
え
て
い
け
ば
よ
い
の
か
、
ま
た
、
何
が
で
き
る
の

　か
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る
。

②
読
み
物
資
料
「
海
と
空

　―
樫
野
の
人
々
―
」
を
読
ん
で
話
し

　合
う
。

③
「
世
界
の
平
和
と
人
類
の
幸
福
の
た

　め
に
、
日
本
人
と
し
て
、
私
た
ち
に

　で
き
る
こ
と
」
に
つ
い
て
、
二
一
七

　ペ
ー
ジ
の
書
き
込
み
欄
に
記
入
し
て

　話
し
合
う
。
そ
の
際
に
、
二
一
九
ペ
ー

　ジ
の
緒
方
貞
子
氏
の
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

　を
活
用
し
、
国
際
貢
献
に
つ
い
て
考

　え
を
深
め
る
こ
と
も
で
き
る
。

　緒
方
貞
子
氏
は
、
一
九
九
一
年
か
ら
十
年
間
、
国
際
連
合

難
民
高
等
弁
務
官
を
務
め
、
世
界
の
難
民
問
題
解
決
に
貢
献

し
た
国
際
政
治
学
者
で
あ
る
。

　「
日
本
は
、
国
際
的
な
貢
献
、
国
際
的
な
関
与
を
心
掛
け

て
五
十
年
の
戦
後
を
歩
ん
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
国
際
社
会

に
対
す
る
積
極
的
な
開
放
、
承
認
そ
し
て
ま
た
協
力
の
姿
勢

を
、
難
民
の
こ
と
を
考
え
る
上
で
も
、
ぜ
ひ
今
後
の
日
本
の

課
題
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
い
う
記
念

講
演
の
言
葉
が
あ
る
。
緒
方
氏
は
日
本
人
で
初
め
て
ユ
ネ
ス

コ
平
和
賞
を
受
賞
し
た
。

　国
際
理
解
な
ど
の
横
断
的
・
総
合
的
な
課
題
に
つ
い
て
の
学
習
活

動
に
お
い
て
、
二
一
二
・
二
一
三
ペ
ー
ジ
や
二
一
五
ペ
ー
ジ
を
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　国
際
社
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
貢
献
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
を

考
え
、
そ
の
た
め
の
行
動
に
つ
い
て
探
究
的
に
学
習
し
て
い
く
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。

■
総
合
的
な
学
習
の
時
間

　真
の
国
際
人
と
し
て
求
め
ら
れ
る
生
き
方
と
い
う
視
点
か

ら
嘉
納
治
五
郎
の
生
き
方
に
触
れ
、
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
精
神

と
、
自
ら
が
説
く
武
道
的
精
神
の
融
合
に
よ
っ
て
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
真
に
世
界
の
文
化
に
し
た
い
と
い
う
強
い
思
い
」

に
つ
い
て
具
体
的
に
考
え
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　嘉
納
が
多
く
の
流
派
に
分
か
れ
て
い
た
柔
術
か
ら
「
柔

道
」
を
編
み
出
し
た
こ
と
、
講
道
館
を
設
立
し
た
こ
と
、
柔

道
を
世
界
の
ス
ポ
ー
ツ
に
す
る
基
盤
を
作
っ
た
こ
と
な
ど
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
嘉
納
が
「
柔
道
」
に
求
め
た

も
の
は
何
か
、
真
の
国
際
人
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
何
か
な

ど
に
つ
い
て
考
え
、
そ
の
生
き
方
に
迫
る
よ
う
に
し
た
い
。

　嘉
納
が
「
精
力
善
用
・
自
他
共
栄
」
の
精
神
を
、
西
洋
の

ス
ポ
ー
ツ
文
化
に
紹
介
す
る
こ
と
が
世
界
平
和
に
つ
な
が
る

と
信
じ
て
い
た
こ
と
を
取
り
上
げ
る
こ
と
も
で
き
る
。

　ま
た
、
保
健
体
育
科
（
体
育
分
野
）
に
お
け
る
柔
道
の
学

習
の
導
入
と
し
て
、

こ
の
ペ
ー
ジ
を
活
用

す
る
こ
と
も
で
き
る
。

4－（１０）
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　写
真
か
ら
、
我
が
国
の
優
れ
た
伝
統
文
化
や
科
学
技
術
が

海
外
か
ら
も
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
世
界
に
貢
献
し
、
活

躍
し
て
い
る
日
本
人
が
多
く
い
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
写
真
の
事
柄
に
つ
い
て
調
べ
る

な
ど
発
展
的
な
学
習
も
可
能
で
あ
る
。

■
道
徳
の
時
間

　四
の
視
点
に
関
わ
る
重
点
化
「
国
際
社
会
に
生
き
る
日

本
人
と
し
て
の
自
覚
を
身
に
付
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」

に
関
す
る
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。

　日
本
の
伝
統
と
文
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
国
際
社
会
の
中
で
貢
献
し
て
い
る
日
本
人
の
姿
を
通

し
て
、
国
際
人
と
し
て
の
在
り
方
を
考
え
さ
せ
た
い
。

１ 

こ
の
ペ
ー
ジ
の
特
徴

2 

活
用
事
例

日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て

真
の
国
際
人
と
し
て
世
界
に
貢
献
し
た
い

四
の
視
点  

重
点
ペ
ー
ジ

１ 

資
料
の
特
性

2 

指
導
上
の
留
意
点

　国
際
化
の
進
展
の
中
で
、
真
の
国
際
人
と
し
て
、
ど
の
国
の

人
々
も
同
じ
人
間
と
し
て
尊
重
し
合
い
、
公
正
、
公
平
に
接
す
る

生
き
方
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
日
本
人
と
し
て

の
自
覚
を
し
っ
か
り
と
も
ち
、
そ
の
上
で
国
際
的
視
野
を
広
げ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　本
資
料
は
、
一
九
八
五
年
の
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
の
渦
中
、

テ
ヘ
ラ
ン
か
ら
の
脱
出
の
手
段
を
失
っ
て
い
た
邦
人
た
ち
が
、
ト

ル
コ
政
府
か
ら
提
供
さ
れ
た
「
救
い
の
翼
」
に
よ
っ
て
無
事
に
帰

国
で
き
た
と
い
う
実
話
に
基
づ
き
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　脱
出
の
当
事
者
で
あ
る
主
人
公
は
、
帰
国
後
、
ト
ル
コ
政
府
の

厚
意
の
背
景
に
、
一
八
九
〇
年
の
ト
ル
コ
船
籍
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル

号
遭
難
の
際
の
和
歌
山
県
串
本
の
人
々
の
献
身
的
行
為
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
り
、
百
年
の
時
を
経
て
も
な
お
、
そ
の
恩
恵
に
報
い
よ

う
と
し
た
ト
ル
コ
の
人
々
の
温
情
に
胸
を
打
た
れ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
国
と
国
と
の
関
わ
り
、
ひ
い
て
は
国
際
的
規
模
の
相
互
扶

助
の
在
り
方
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　世
界
の
平
和
と
人
類
の
幸
福
に
貢
献
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

こ
と
を
感
じ
、
真
の
国
際
人
と
し
て
の
生
き
方
を
考
え
さ
せ
る
こ

と
の
で
き
る
資
料
で
あ
る
。

　中
学
生
に
な
る
と
、
教
科
の
学
習
な
ど
を
通
し
て
国
際
的
な
問

3 

展
開
例

【
ね
ら
い
】

　世
界
の
中
の
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、
国
際
的
視
野
に

立
っ
て
、
同
じ
人
間
と
し
て
尊
重
し
合
お
う
と
す
る
意
欲
を
育
て

る
。

海
と
空

　― 

樫
野
の
人
々 

―

読
み
物
資
料

P.２２０～２２５

　
　国
際
的
視
野
に
立
っ
て
、
他
の
国
の
人
々
と
尊
重
し
合
う
こ

　と
に
つ
い
て
考
え
る
展
開

【
主
な
学
習
】

①
遭
難
し
た
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
に
乗
っ
て
い
た
ト
ル
コ
の
人
た

　ち
を
助
け
た
樫
野
の
人
々
は
、
ど
の
よ
う
な
思
い
で
そ
う
し
た

　の
か
。

　・
困
っ
て
い
る
時
に
助
け
る
の
は
当
た
り
前
。

　・
人
の
命
に
国
の
違
い
は
な
い
。
同
じ
人
間
だ
。

②
海
と
空
が
水
平
線
で
一
つ
に
な
る
の
を
見
つ
め
な
が
ら
、
「
私
」

　
　国
際
的
規
模
の
相
互
扶
助
の
た
め
に
大
切
な
こ
と
に
つ
い
て
考

　え
る
展
開

【
主
な
学
習
】

①
ど
の
よ
う
な
思
い
か
ら
、
「
私
」
は
、
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
遭
難

　の
顛
末
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
の
か
。

　・
ト
ル
コ
の
人
が
親
日
的
に
な
っ
た
理
由
で
あ
る
樫
野
の
人
々
の

　
　話
と
は
何
な
の
か
。
そ
こ
に
樫
野
の
人
々
の
ど
の
よ
う
な
思
い
が

　
　あ
っ
た
の
か
を
知
り
た
い
と
思
っ
た
。

　・
国
と
国
と
の
関
わ
り
に
も
影
響
す
る
ほ
ど
の
出
来
事
は
何
な
の

　
　か
。
そ
れ
を
知
ら
な
け
れ
ば
こ
の
疑
問
は
消
え
な
い
と
い
う
思
い
。

②
「
長
年
の
疑
問
が
氷
解
し
て
い
く
」
と
い
う
「
私
」
の
言
葉
に
は
、

　ど
の
よ
う
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　・
樫
野
の
人
々
の
国
を
越
え
た
救
助
が
、
今
も
親
日
感
情
と
し
て

　
　ト
ル
コ
の
人
た
ち
の
心
に
生
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　・
自
国
の
国
民
よ
り
も
優
先
し
て
、
日
本
人
を
救
助
し
た
ト
ル
コ

　
　の
人
た
ち
の
心
が
理
解
で
き
た
。

　・
私
た
ち
は
国
際
的
規
模
の
相
互
扶
助
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ
て
い

　
　る
。
国
の
別
な
く
、
互
い
に
助
け
合
っ
て
こ
そ
世
界
の
平
和
や

題
に
つ
い
て
の
関
心
が
高
ま
る
。
同
時
に
、
情
報
社
会
の
中
で
、

諸
外
国
の
出
来
事
に
つ
い
て
も
多
く
の
知
識
を
得
る
よ
う
に
な
る
。

　一
方
で
、
目
の
前
に
あ
る
情
報
だ
け
に
と
ら
わ
れ
て
物
事
を
判

断
す
る
傾
向
も
あ
り
、
そ
の
背
景
に
あ
る
事
情
ま
で
は
、
な
か
な

か
考
え
が
及
ば
な
い
こ
と
も
あ
る
。

　平
成
二
十
三
年
の
東
日
本
大
震
災
の
際
、
日
本
は
多
く
の
国
々

か
ら
支
援
を
受
け
、
国
際
的
な
相
互
扶
助
の
関
係
を
一
層
深
め
た
。

中
学
生
に
と
っ
て
、
国
際
的
な
視
野
と
国
際
社
会
で
生
き
る
力
を

身
に
付
け
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
て
い
く
上
で
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
世
界
の
平
和
と
人
類
の
幸
福
に
貢
献
す
る
真
の
国
際
人
の
姿

を
考
え
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
。

　は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
思
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　・
私
の
命
は
樫
野
の
人
々
に
よ
っ
て
今
こ
こ
に
あ
る
の
だ
な
あ
。

　･
二
つ
の
救
出
は
、
何
の
見
返
り
も
期
待
せ
ず
に
、
危
険
に
陥
っ

　
　た
人
々
を
助
け
よ
う
と
す
る
人
間
愛
そ
の
も
の
だ
。

　・
同
じ
人
間
と
し
て
互
い
に
尊
重
し
合
う
心
を
も
つ
こ
と
が
、

　
　世
界
平
和
の
た
め
に
大
切
な
こ
と
だ
。

③
国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
、
世
界
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
自
分

　た
ち
に
で
き
る
こ
と
や
し
て
み
た
い
と
思
う
こ
と
に
つ
い
て
話

　し
合
う
。

4－（１０）

　
　人
類
の
幸
福
が
築
か
れ
て
い
く
も
の
な
の
だ
。

③
国
際
的
規
模
の
相
互
扶
助
の
た
め
に
大
切
な
こ
と
と
は
何
か
。

　・
国
の
別
な
く
困
っ
て
い
る
状
況
を
助
け
よ
う
と
す
る
気
持
ち

　
　と
行
動
が
大
切
。

　・
東
日
本
大
震
災
の
と
き
の
よ
う
に
、
国
を
越
え
て
助
け
合
お

　
　う
と
す
る
こ
と
が
大
切
。
そ
の
思
い
は
、
国
の
別
な
く
人
と

　
　し
て
大
切
な
こ
と
。
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事 

例 

②

101 100

か
し    

の

事 

例 

①



■
道
徳
の
時
間

3 

活
用
場
面
例

１ 

こ
の
ペ
ー
ジ
の
特
徴

2 

活
用
の
ポ
イ
ン
ト

　情
報
通
信
技
術
の
飛
躍
的
な
発
達
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
計
り
知

れ
な
い
恩
恵
を
与
え
て
く
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
の
誹
謗
中
傷
や
い
じ
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た

犯
罪
や
違
法
・
有
害
情
報
の
問
題
等
が
発
生
し
て
い
る
。
現
代
社
会

を
生
き
る
者
と
し
て
、
情
報
社
会
の
光
と
影
の
部
分
を
適
切
に
理
解

し
て
い
な
い
と
、
様
々
な
問
題
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
ペ
ー
ジ
を
通
し
て
、
個
人
情
報
の
保
護
、
著
作
権
等
に
対

す
る
対
応
、
危
険
回
避
な
ど
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー

な
ど
、
情
報
社
会
で
適
正
な
活
動
を
行
う
た
め
の
基
に
な
る
考
え
方

と
態
度
を
育
成
し
、
適
切
な
判
断
と
行
動
が
と
れ
る
よ
う
自
覚
を
促

す
。　二

二
六
ペ
ー
ジ
は
情
報
社
会
の
光
の
部
分
を
確
認
す
る
構
成
で
、

二
二
七
か
ら
二
二
九
ペ
ー
ジ
ま
で
は
影
の
部
分
で
あ
り
、
情
報
化
の

影
の
部
分
が
も
た
ら
す
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
文
章
や
グ
ラ
フ
か
ら

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　電
子
メ
ー
ル
、
各
種
Ｓ
N
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
）
や
ゲ
ー
ム
等
の
利
用
が
可
能
な
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯

電
話
の
中
学
生
の
所
有
率
は
、
年
々
高
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
ペ
ー

ジ
で
例
示
さ
れ
た
様
々
な
問
題
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
理
解
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
誹

　事
例
①
で
は
、
学
級
活
動
の
内
容
「
（
２
）
オ

　望
ま
し
い
人

間
関
係
の
確
立
」
に
関
す
る
指
導
に
当
た
っ
て
、
情
報
モ
ラ
ル
に

留
意
し
つ
つ
、
本
ペ
ー
ジ
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
電
子
メ
ー

ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
介
し
た
い
じ
め
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
紹
介

し
な
が
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
す
る
と
き
の
道
徳
的
な

判
断
の
必
要
性
に
つ
い
て
考
え
、
適
切
な
利
用
の
仕
方
を
学
ぶ
。

　ま
た
事
例
②
で
は
、
学
級
活
動
の
内
容
「
（
２
）
キ

　心
身
と

も
に
健
康
で
安
全
な
生
活
態
度
や
習
慣
の
形
成
」
に
関
す
る
指
導

に
当
た
っ
て
、
情
報
モ
ラ
ル
に
留
意
し
つ
つ
、
本
ペ
ー
ジ
を
活
用

し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
過
剰
な
利
用
に
よ
っ
て
懸
念
さ
れ

る
問
題
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
社
会
や
環
境
に
お
け
る
情
報

技
術
の
役
割
、
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
遇
し
た

と
き
の
主
体
的
な
解
決
方
法
、
基
礎
的

な
情
報
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
、
健
康

を
害
す
る
よ
う
な
行
動
に
つ
い
て
考
え
、

理
解
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。
指
導
に
当

た
っ
て
は
、
二
二
六
・
二
二
七
ペ
ー
ジ

と
と
も
に
、
十
二
・
十
三
ペ
ー
ジ
の

「
自
分
で
生
活
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
」
を
活
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

■
特
別
活
動
（
学
級
活
動
）

①
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
利
点
を
挙
げ
、

　一
方
で
自
分
が
気
を
付
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
こ

　と
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合
う
。

②
二
二
六
・
二
二
七
ペ
ー
ジ
を
通
し
て
、
情
報
化
が
果
た
し
て
い
る

　役
割
や
及
ぼ
し
て
い
る
影
響
に
つ
い
て
考
え
る
。

③
二
二
七
ペ
ー
ジ
の
懸
念
さ
れ
る

　問
題
に
つ
い
て
、
自
分
た
ち
が

　そ
れ
ら
に
陥
ら
な
い
た
め
に
心

　掛
け
た
い
こ
と
を
話
し
合
う
。

④
十
二
・
十
三
ペ
ー
ジ
を
活
用
し

　て
自
分
の
生
活
習
慣
を
見
直
す
。

⑤
自
分
の
生
活
習
慣
に
つ
い
て
、

　パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
等
の
使

　い
方
も
含
め
、
気
を
付
け
た
い

　こ
と
を
自
分
で
決
め
て
、
実
践

　に
生
か
す
よ
う
に
す
る
。

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
し
て
の
困
っ
た
こ
と
や
ト
ラ
ブ
ル
が
な
か
っ

　た
か
考
え
る
。

②
読
み
物
資
料
「
言
葉
の
向
こ
う
に
」
を
読
ん
で
、
次
の
こ
と
に

　つ
い
て
考
え
る
。

　○
反
論
す
る
「
私
」
の
言
葉
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
の
は
な
ぜ

　
　か
。

　○
画
面
か
ら
目
を
離
し
て
椅
子
の
背
に
も
た
れ
た
「
私
」
は
、

　
　ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
だ
ろ
う
か
。

③
二
二
六
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

　し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

　ン
の
際
に
、
ど
の
よ
う
な

　点
に
留
意
す
れ
ば
よ
い
か

　を
考
え
、
意
見
交
流
す
る
。

　操
作
技
術
に
関
わ
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
適
切
に
利
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
は
な
く
、
道
徳
の
問
題
と
し

て
扱
う
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

考
え
よ
う 

情
報
社
会
の
光
と
影

情
報
モ
ラ
ル
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①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
し
て
の
困
っ
た
こ
と
や
ト
ラ
ブ
ル
が
な
か
っ

　た
か
考
え
る
。

②
二
二
八
ペ
ー
ジ
の
「
分
身
キ
ャ
ラ
が
欲
し
か
っ
た
」
の
部
分
を
取

　り
上
げ
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
ぜ
起
き
る
の
か
考
え
る
。

③
二
二
九
ペ
ー
ジ
の
「
『
ネ
ッ
ト
上
の
い
じ
め
』
の
被
害
経
験
と
加

　害
行
動
経
験
」
の
グ
ラ
フ
を
見
て
、
自
分
た
ち
の
生
活
の
中
に
潜

　む
問
題
と
し
て
捉
え
、
な
ぜ
起
こ
る
の
か
話
し
合
う
。

④
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
方
法
を
考

　え
る
。

⑤
七
十
四
・
七
十
五
ペ
ー
ジ
の
内
容
と
関
連
付
け
て
、
異
な
る
意
見

　を
尊
重
し
つ
つ
、
自
分
も
成
長
し
て
い
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

　か
考
え
る
。

⑥
ネ
ッ
ト
上
の
い
じ
め
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
ど
の

　よ
う
な
こ
と
に
気
を
付
け
れ
ば
よ
い
か
、
学
習
し
た
こ
と
を
基
に
、

　自
分
が
心
掛
け
て
み
よ
う
と
思
う
こ
と
を
決
め
、
実
践
に
生
か
す

　よ
う
に
す
る
。

謗
や
中
傷
、
メ
ー
ル
や
Ｓ
N
Ｓ
を
介
し
た
い
じ
め
や
嫌
が
ら
せ

は
、
道
徳
的
な
判
断
に
よ
っ
て
回
避
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
情
報

モ
ラ
ル
に
関
し
て
は
、
節
度
、
自
律
性
、
思
い
や
り
や
礼
儀
、
友

人
関
係
の
問
題
、
法
や
き
ま
り
の
遵
守
な
ど
、
様
々
な
道
徳
の
内

容
項
目
と
の
関
連
を
意
識
し
た
指
導
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
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ひ    

ぼ
う

事 

例

事 

例 

②
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①



①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
組
み
に

　つ
い
て
理
解
す
る
。

②
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
特
徴
を
考
え
る
。

　ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
、
個
人
を
特
定
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う

　な
も
の
が
使
わ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
。
ブ
ロ
グ
等
を
利
用
し

　た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
際
に
、
そ
の

　特
性
（
匿
名
性
等
）
か
ら
ど
の
よ
う
な
問
題
が
起
こ
る
可
能
性
が

　あ
る
か
、
ま
た
、
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ

　ば
よ
い
か
を
実
際
の
書
き
込
み
例
な
ど
を
基
に
話
し
合
う
。

・
四
人
一
組
の
グ
ル
ー
プ
で
ロ
ー
ル
プ
レ
ー
を
行
う
。
特
に
新
た
に

　不
特
定
の
人
が
参
加
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
書
き
込
み
に
な
る

　の
か
を
経
験
し
て
み
る
。

・
ど
う
し
て
不
適
切
な
書
き
込
み
が
行
わ
れ
て
し
ま
う
の
か
、
そ
れ

　を
防
ぐ
た
め
に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か
に
つ
い
て
、
ネ
ッ

　ト
ワ
ー
ク
上
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
特
性
を
踏
ま
え
て
話

　し
合
う
。

③
二
二
六
・
二
二
七
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
情
報
社
会
の
光
と
影
に
つ

　い
て
考
え
る
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
際
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
確
か
め
、

　情
報
社
会
で
の
自
分
の
責
任
や
義
務
に
つ
い
て
考
え
る
。

・
電
子
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
利
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

■
関
連
項
目
に
つ
い
て

■
技
術
・
家
庭
科
（
技
術
分
野
）

　情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
組
み
を
学
ん
だ
上
で
、
著
作
権

や
発
信
し
た
情
報
に
対
す
る
責
任
を
知
り
、
情
報
モ
ラ
ル
に
つ
い

て
考
え
る
際
に
こ
の
ペ
ー
ジ
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　指
導
に
当
た
っ
て
は
、
情
報
に
関
す
る
技
術
の
利
用
場
面
に
応

じ
て
適
切
に
評
価
し
、
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

　技
術
・
家
庭
科
の
技
術
分
野
に
お
い
て
、
情
報
モ
ラ
ル
に
つ
い

て
の
指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　そ
の
際
、
情
報
モ
ラ
ル
を
単
な
る
情
報
通
信
技
術
と
し
て
捉
え

る
だ
け
で
は
、
道
徳
的
な
視
点
か
ら
の
思
考
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

　指
導
に
当
た
っ
て
は
、
関
わ
り
の
深
い
道
徳
の
内
容
項
目
と
の

関
連
を
考
え
て
、
道
徳
的
な
視
点
か
ら
情
報
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
関
連
の
深
い
項
目
に
つ
い
て
は
、
情

報
モ
ラ
ル
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
例
え
ば
、
特
に
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
た
り
、
礼
儀

を
わ
き
ま
え
た
り
、
思
い
や
り
を
も
っ
て
対
応
し
た
り
す
る
こ
と

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
過
剰
な
利
用
に
よ
る
生
活
リ
ズ

ム
の
乱
れ
に
関
連
し
て
は
、
節
度
を
守
り
節
制
に
心
掛
け
る
こ
と

と
関
連
す
る
。

　さ
ら
に
は
、
法
や
き
ま
り
を
守
る
こ
と
な
ど
、
遵
法
の
精
神
と

の
関
わ
り
も
深
い
。

　取
り
方
と
、
直
接
会
話
す
る
場
合
と
の
違
い
に
つ
い
て
考
え
る
。

・
自
分
の
言
葉
が
他
者
に
与
え
る
影
響
を
考
え
、
相
手
の
立
場
を

　尊
重
し
他
者
を
思
い
や
っ
て
、
そ
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
を

　使
お
う
と
す
る
意
識
を
も
つ
よ
う
に
す
る
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
過
剰
に
利
用
す
る
と
、
生
活
リ
ズ
ム

　が
乱
れ
調
和
の
と
れ
た
生
活
が
送
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
る
こ

　と
に
も
気
付
く
よ
う
に
す
る
。
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P.12～13

●「調和のある生活を送る」
インターネット等の過剰な利用による生
活リズムの乱れは、中学生の時期の心身
の発達に重大な支障をきたすことがある。
自らの生活習慣を振り返る際に13ページ
の表に、例えば、「インターネット等の利
用時間を守る」を追加して、各自の生活
習慣を確認してみる。

P.48～49

●「礼儀の意義を理解し適切な言動を」
例えば離れた相手との電子メールでのや
り取りでは、一方的な言い方や、失礼な
発言で相手を傷付けてしまうことがある。
電子メールのやり取りでは、相手の立場
や思いを考慮し、礼儀をわきまえた適切
な表現を用いることが大切である。

P.134～135

●「法やきまりを守り社会で共に生きる」
情報通信に関する法規は様々にあり、表現
の自由という権利とともに、守らなければ
ならないきまりがある。情報通信に関連し
た法律や条例等を参考にしながら遵法精神
を養うことも大切である。

P.72～73

●「認め合い学び合う心を」
人にはそれぞれに異なったものの見方や
考え方がある。ネットワーク上のコミュ
ニケーションにおいても、それを尊重す
ることは極めて重要である。

事 

例



■
道
徳
の
時
間

3 

活
用
場
面
例

１ 

こ
の
ペ
ー
ジ
の
特
徴

　政
府
の
教
育
再
生
実
行
会
議
は
、
平
成
二
十
五
年
二
月
の
第
一
次

提
言
に
お
い
て
、
い
じ
め
の
問
題
等
へ
の
対
応
を
ま
と
め
た
。
そ
の

中
で
、
い
じ
め
の
問
題
が
深
刻
な
事
態
に
あ
る
今
こ
そ
、
制
度
の
改

革
だ
け
で
な
く
、
本
質
的
な
問
題
解
決
に
向
か
っ
て
歩
み
出
す
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
心
と
体
の
調
和
の
取
れ
た
人
間
の
育
成
の
観
点
か

ら
、
道
徳
教
育
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
、
そ
の
抜
本
的
な
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
な
枠
組
み
に
よ
っ
て
教
科
化
す
る
こ
と
が

提
言
さ
れ
た
。

　い
じ
め
は
、
「
ど
の
子
供
に
も
、
ど
の
学
校
で
も
起
こ
り
得
る
」

も
の
で
あ
る
が
、
決
し
て
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
「
い
じ
め
は

人
間
と
し
て
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
」
と
い
う
意
識
を
一
人
一
人
の
生

徒
に
徹
底
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
じ
め
を
は
や
し
立
て
た
り
、

傍
観
し
た
り
す
る
行
為
も
い
じ
め
る
行
為
と
同
様
に
許
さ
れ
な
い
と

い
う
認
識
、
ま
た
、
い
じ
め
が
起
こ
っ
て
い
る
場
合
に
そ
れ
を
大
人

に
伝
え
る
な
ど
適
切
な
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う

認
識
を
、
生
徒
に
も
た
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　「
私
た
ち
の
道
徳
」
で
は
、
本
特
設
ペ
ー
ジ
で
い
じ
め
を
取
り
上

げ
て
い
る
。
「
卒
業
文
集
最
後
の
二
行
」
は
、
い
じ
め
の
加
害
者
が
、

自
ら
の
行
為
を
悔
い
苦
し
む
様
子
か
ら
、
い
じ
め
の
悲
惨
さ
、
醜
さ

を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
る
。
二
三
六
・
二
三
七
ペ
ー
ジ
の
読
後
感

想
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
複
雑
な
思
い
が
綴
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

を
通
し
て
も
い
じ
め
は
決
し
て
許
さ
な
い
と
い
う
意
識
や
態
度
を
養

　よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
築
く
た
め
に
は
、
正
し
い
こ
と
は
正
し

い
、
悪
い
こ
と
は
悪
い
と
言
え
る
学
級
の
雰
囲
気
を
築
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
生
徒
一
人
一
人
が
、
正
義
を
重
ん
じ
、
公
正
、
公

平
な
学
級
を
つ
く
ろ
う
と
強
く
意
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

■
特
別
活
動
（
学
級
活
動
）

■
特
別
活
動
（
生
徒
会
活
動
）

①
二
三
〇
ペ
ー
ジ
の
「
あ
な
た
の
身

　近
に 

い
じ
め
は
あ
り
ま
す
か
」

　を
読
ん
で
、
い
じ
め
の
問
題
が
起

　こ
る
要
因
を
考
え
、
話
し
合
う
。

②
一
六
二
ペ
ー
ジ
の
「
正
義
感
」
と

　同
様
の
質
問
を
学
級
で
事
前
に
調

　査
し
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
自
身
の

　考
え
方
、
行
動
を
振
り
返
っ
て
、

　書
き
込
み
欄
に
記
入
す
る
。

③
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
築
く
た
め
、

　一
人
一
人
の
意
識
を
変
え
る
た
め

　に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
話
し

　合
う
。

④
正
義
を
重
ん
じ
る
学
級
の
ス
ロ
ー

　ガ
ン
を
考
え
る
。

　い
じ
め
の
防
止
や
解
決
の
た
め
に
一
人
一
人
に
何
が
で
き
る
か
を

生
徒
会
役
員
会
で
話
し
合
い
、
よ
り
よ
い
学
校
生
活
づ
く
り
の
た
め

に
、
い
じ
め
の
問
題
に
学
校
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
す
る
際

に
、
本
特
設
ペ
ー
ジ
等
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
じ
め
の
問
題

の
本
質
に
迫
り
、
問
題
を
解
決
し
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
。

①
い
じ
め
と
は
何
か
に
つ
い
て
、
考
え
を
交
流
し
合
う
。

②
「
卒
業
文
集
最
後
の
二
行
」
を
読
ん
で
感
じ
た
こ
と
、
考
え
た

　こ
と
を
話
し
合
う
。
そ
の
際
、
二
三
六
・
二
三
七
ペ
ー
ジ
の
六

　つ
の
意
見
に
つ
い
て
、
自
分
が
共
感
し
た
り
、
反
対
の
意
見
を

　も
っ
た
り
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た
り
し
た
こ
と
を
話
合
い
に
生
か

　す
。

③
自
分
た
ち
の
学
校
に
お
け
る
課
題
を
話
し
合
う
。
い
じ
め
の
防

　止
や
解
決
の
た
め
に
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
か

　を
考
え
る
。

④
話
し
合
っ
た
こ
と
を
、
例

　え
ば
、
一
六
五
ペ
ー
ジ
の

　「
い
じ
め
撲
滅
宣
言
」
の

　よ
う
な
宣
言
と
し
て
ま
と

　め
、
学
校
全
体
で
共
有
し
、

　実
践
に
向
け
て
取
り
組
ん

　で
い
く
よ
う
に
す
る
。

2 

活
用
の
ポ
イ
ン
ト

　い
じ
め
の
問
題
に
は
、
道
徳
の
様
々
な
内
容
項
目
が
複
合
的
に

絡
み
合
っ
て
い
る
。

　こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
特
設
ペ
ー
ジ
は
、
特
定
の
内
容
項
目

に
つ
い
て
で
は
な
く
、
い
じ
め
の
問
題
と
い
う
テ
ー
マ
に
真
正
面

か
ら
向
き
合
う
た
め
の
総
合
的
な
視
点
か
ら
作
成
さ
れ
て
い
る
。

う
こ
と
が
で
き
る
。

　い
じ
め
は
い
け
な
い
こ
と
だ
と
頭
の
中
で
は
分
か
っ
て
い
て
も
、

ま
た
自
分
の
身
近
に
い
じ
め
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
行
為
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
深
く
考
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
り
、
ど
の
よ
う
に

対
応
す
れ
ば
よ
い
か
判
断
が
で
き
な
い
と
い
っ
た
場
合
も
あ
り
、

そ
う
い
っ
た
態
度
が
い
じ
め
の
解
決
を
妨
げ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
。　い

じ
め
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
い
じ
め
を
受
け
て
い
る
人
、
い

じ
め
を
し
て
い
る
人
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
周
囲
の
人
も
含
め
、

生
徒
一
人
一
人
が
自
分
の
内
面
と
真
摯
に
向
き
合
い
、
そ
の
本
質

的
な
解
決
を
図
る
心
を
育
て
た
い
。
導
入
の
段
階
で
、
二
三
〇
ペ
ー

ジ
の
「
あ
な
た
の
身
近
に 

い
じ
め
は
あ
り
ま
す
か
」
を
活
用
し
て
、

い
じ
め
の
問
題
と
自
分
自
身
と
の
生
活
を
重
ね
合
わ
せ
て
考
え
る

よ
う
に
し
た
い
。

　学
級
活
動
の
内
容
「
（
２
）
オ

　望
ま
し
い
人
間
関
係
の
確

立
」
の
指
導
に
当
た
っ
て
、
二
三
〇
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
い
じ
め

の
問
題
を
取
り
上
げ
、
人
間
関
係
の
希
薄
さ
や
、
他
を
思
い
や
る

こ
と
の
で
き
な
い
心
の
弱
さ
が
い
じ
め
の
問
題
の
一
つ
の
要
因
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
捉
え
た
上
で
、
人
間
関
係
を
構
築
す
る
力
や

正
義
感
な
ど
を
育
む
よ
う
に
し
て
い
く
。
ま
た
、
学
級
の
実
態
を

振
り
返
る
場
面
で
、
生
徒
自
身
の
考
え
方
や
行
動
に
つ
い
て
考
え

る
際
に
、
一
六
二
ペ
ー
ジ
の
「
正
義
感
」
の
グ
ラ
フ
を
活
用
す
る
。

あ
な
た
の
身
近
に 

い
じ
め
は
あ
り
ま
す
か

い
じ
め
の
問
題
へ
の
対
応
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■
道
徳
の
時
間

１ 

こ
の
ペ
ー
ジ
の
特
徴

　い
じ
め
の
悲
惨
さ
、
む
ご
さ
、
愚
か
さ
が
、
読
む
者
に
如
実
に
伝

わ
る
資
料
で
あ
る
。
「
あ
ま
り
に
切
な
く
、
つ
ら
く
、
悲
し
す
ぎ

る
」
被
害
者
の
心
情
を
思
い
や
り
、
筆
者
は
自
ら
の
罪
業
に
、
苦
し

み
続
け
る
。

　こ
の
筆
者
は
「
卒
業
文
集
」
に
よ
っ
て
相
手
の
心
情
を
知
る
こ
と

と
な
っ
た
が
、
多
く
の
場
合
、
い
じ
め
た
側
は
、
自
戒
の
念
を
起
こ

す
こ
と
も
な
く
人
生
を
送
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
「
い
じ

め
ら
れ
る
身
に
な
っ
て
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
い
じ
め
ら

れ
る
側
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
て
み
る
こ
と
が
い
じ
め
の
撲
滅
の
た

め
に
必
要
な
気
付
き
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
本
資
料
に
よ
っ
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

2 

活
用
の
ポ
イ
ン
ト

卒
業
文
集
最
後
の
二
行

3 

活
用
場
面
例

　歳
月
の
経
過
に
よ
っ
て
も
風
化
す
る
こ
と
の
な
い
筆
者
の
自
責

の
念
か
ら
、
い
じ
め
の
本
質
を
考
え
、
い
じ
め
の
愚
か
さ
を
知
り
、

差
別
や
偏
見
を
憎
み
、
不
正
な
言
動
を
断
固
と
し
て
許
さ
な
い
態

度
を
育
て
る
。

①
筆
者
は
、
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で
「
汚
い
、
く
さ
い
」
な
ど
と

　T
子
さ
ん
を
け
な
し
て
い
た
の
か
。

　・
友
達
と
盛
り
上
が
れ
て
面
白
い
。

　・
そ
う
思
っ
て
い
る
か
ら
思
っ
た
こ
と
を
言
っ
た
だ
け
。

②
T
子
さ
ん
の
卒
業
文
集
の
最
後
の
二
行
を
見
て
、
筆
者
が
果
て

　も
な
く
泣
い
た
の
は
な
ぜ
か
。

　・
T
子
さ
ん
の
つ
ら
さ
が
伝
わ
っ
て
き
た
か
ら
。

　

　・
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
一
杯
に
な
っ
た
か
ら
。

③
T
子
さ
ん
は
、
な
ぜ
本
当
の
友
達
と
き
れ
い
な
洋
服
が
ほ
し
い

　と
言
っ
た
の
か
。

　・
き
れ
い
な
服
さ
え
あ
れ
ば
、
自
分
は
い
じ
め
ら
れ
な
い
と
思
っ

　
　た
か
ら
。

　・
自
分
の
こ
と
を
分
か
っ
て
く
れ
る
友
達
が
い
れ
ば
、
気
持
ち

　
　を
話
せ
る
し
、
相
談
も
で
き
る
と
思
っ
た
か
ら
。

　学
級
活
動
の
内
容
「
（
２
）
オ

　望
ま
し
い

人
間
関
係
の
確
立
」
の
指
導
に
当
た
っ
て
、
本

資
料
や
読
後
の
感
想
を
通
し
て
い
じ
め
の
本
質

を
考
え
、
人
間
関
係
を
構
築
す
る
力
や
他
者
へ

の
思
い
や
り
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る
。
そ
し

て
、
い
じ
め
の
本
質
に
迫
り
、
生
徒
一
人
一
人

が
い
じ
め
は
決
し
て
許
さ
な
い
と
い
う
思
い
を

抱
き
、
い
じ
め
を
生
ま
な
い
社
会
の
実
現
へ
の

意
欲
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

①
特
設
ペ
ー
ジ
全
体
を
通
し
て
、
い
じ
め
に
つ

　い
て
気
付
い
た
こ
と
や
、
改
め
て
考
え
た
こ

　と
を
発
表
し
、
意
見
交
流
を
す
る
。

②
い
じ
め
は
よ
く
な
い
こ
と
だ
と
分
か
っ
て
い

　な
が
ら
、
ど
う
し
て
そ
れ
が
世
の
中
か
ら
無
く

　中
学
生
の
時
期
に
人
間
と
し
て
の
生
き
方
を
踏
ま
え
、
自
己
を
見

つ
め
、
向
上
を
図
る
な
ど
自
己
の
生
き
方
に
関
す
る
思
考
を
深
め
る

こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
中
学
生
に
な
る
と
、
友
達
同
士
の
会

話
や
行
動
な
ど
か
ら
学
級
の
中
の
違
和
感
に
気
付
く
こ
と
も
あ
る
が
、

い
じ
め
を
認
識
し
な
が
ら
「
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
」
、
い
わ
ゆ
る

傍
観
者
に
な
っ
て
い
る
生
徒
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　い
じ
め
を
は
や
し
立
て
た
り
、
傍
観
し
た
り
す
る
行
為
も
い
じ
め

る
行
為
と
同
様
に
許
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
生
徒
一
人
一
人
に
自

覚
さ
せ
た
い
。

　内
容
項
目
と
し
て
は
３
―
（
３
）
と
４
―
（
３
）
が
深
く
関
わ
っ

て
い
る
が
、
自
律
、
他
者
の
立
場
に
立
っ
た
も
の
の
考
え
方
、
思

い
や
り
、
差
別
や
偏
見
を
な
く
す
努
力
な
ど
、
様
々
な
道
徳
的
観

点
か
ら
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
生
徒
が
様
々
な
思
い
や
考
え
方

を
述
べ
合
い
、
話
合
い
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導

の
工
夫
を
図
っ
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
。

■
特
別
活
動
（
学
級
活
動
）

④
「
あ
の
二
行
を
読
ま
な
か
っ
た
ら
、
現
在
の
私
は
ど
う
な
っ
て
い

　た
で
あ
ろ
う
。
」
と
い
う
筆
者
は
、
今
ど
の
よ
う
な
生
き
方
を
し

　て
い
る
と
思
う
か
。

　・
人
の
痛
み
を
理
解
し
、
思
い
や
る
生
き
方
。

　・
誰
に
で
も
平
等
に
接
す
る
生
き
方
。

①
筆
者
が
T
子
さ
ん
に
ひ
ど
い
仕
打
ち
を
し
続
け
た
動
機
を
考
え
る
。

②
三
十
年
の
歳
月
が
流
れ
て
も
な
お
、
深
い
後
悔
に
苦
し
み
続
け
る

　筆
者
の
思
い
に
つ
い
て
考
え
る
。

③
い
じ
め
の
防
止
や
解
決
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
考
え
る
。

　な
ら
な
い
の
か
を
考
え
る
。

③
こ
れ
か
ら
の
自
分
自
身
の
生
き
方
に
関
連
し
て
、
い
じ
め
と
ど
う

　対
峙
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
考
え
話
し
合
う
。
自
分
自
身
が
、
い

　じ
め
の
加
害
者
に
も
、
被
害
者
に
も
、
傍
観
者
に
も
な
り
得
る
。

　そ
の
よ
う
な
立
場
に
陥
り
そ
う
に
な
っ
た
時
、
強
い
気
持
ち
で
跳

　ね
返
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
考
え
る
。

④
差
別
や
偏
見
の
な
い
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、
人
間
は
ど
う
あ
る

　べ
き
か
、
私
た
ち
は
ど
う
生
き
る
べ
き
か
を
考
え
る
。

⑤
い
じ
め
の
防
止
や
解
決
の
た
め
に
、
自
分
た
ち
が
取
り
組
ん
で
み

　よ
う
と
思
う
こ
と
を
話
し
合
い
、
そ
れ
を
実
践
し
て
い
く
よ
う
に

　す
る
。

第２章●「私たちの道徳」の活用事例

い
じ
め
の
問
題
へ
の
対
応

た
い    

じ

事 

例 

②
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主
と
し
て

自
然
や
崇
高
な
も
の
と
の

か
か
わ
り
に
関
す
る
こ
と

主
と
し
て

自
然
や
崇
高
な
も
の
と
の

か
か
わ
り
に
関
す
る
こ
と

主
と
し
て

集
団
や
社
会
と
の

か
か
わ
り
に
関
す
る
こ
と

主
と
し
て

集
団
や
社
会
と
の

か
か
わ
り
に
関
す
る
こ
と

主
と
し
て

他
の
人
と
の

か
か
わ
り
に
関
す
る
こ
と

主
と
し
て

他
の
人
と
の

か
か
わ
り
に
関
す
る
こ
と

主
と
し
て

自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と

主
と
し
て

自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と

第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年 中学校第５学年及び第６学年
「道徳の内容」の学年段階・学校段階の一覧表
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